
現状把握：アンケートの実施
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広島大学病院・関連教育病院 医師の男女割合

男性

女性

29 31 41 27 51 3
28 55 1 53 21 23

14 56 5
10 5 4 10 5 20 3 1

14 1 8 11 2
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広島大学病院・関連教育病院における
女性医師の経験年数
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15年以上

10～15年
5～10年
～5年未満
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実数（人） 33 63  41 27  52  3  28  55  1   53  21 23 15  37  5  10   5   3   6   44   4   3   1   14  1    8   6    2   0   2    
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専門医を取得し，後に大学病院または大学教育関連病
院を退職した女性医師数の年度別推移

出産・育児

27%

留学

2%
開業

7%

労働条件の不

一致（パート希

望）

2%

病気

7%

転居

3%

他病院

5%

出産後に他大

学へ
2%

夫の転勤

8%

結婚

10%

定年

5%

家庭の事情

13%

家事専念

2%

その他（不明）

5%
就職

2%

左表の退職理由別割合
人


Chart1

		0

		0

		0

		0

		0



#REF!

専門医を取得した後に
退職した女性医師の数
※専門医取得状況を把握していない診療科もあり
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左表の退職理由別割合
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全診療科データ（集計）元

		診療科 シンリョウカ		診療科長名 シンリョウカチョウナ		記入者 キニュウシャ		【設問１】医師数 セツモンイシ						【設問2】専門医を目指す者 セツモンセンモンイメザモノ						　【設問3】在籍女性医師経験別人数，専門医取得状況 セツモンザイセキジョセイイシケイケンベツニンズウセンモンイシュトクジョウキョウ																　　　　　【設問4】年度別専門医取得医師，同女性医師，うち女性 セツモンネンドベツセンモンイシュトクイシドウジョセイイシジョセイ																														【設問5】専門医取得後退職理由 セツモンセンモンイシュトクノチタイショクリユウ												【設問6】2012～16　在籍期間別退職者数，うち女性 セツモンタイショクシャスウジョセイ																　　【設問7】退職後の勤務形態別人数　１男　２女 セツモンタイショクノチキンムケイタイベツニンズウオトコオンナ																				【設問8】 セツモン		【設問9】復職時の勤務形態別数 セツモンフクショクトキキンムケイタイベツスウ										【設問10】キャリア継続の工夫 セツモンケイゾククフウ						【設問11】レジデント勧誘の工夫 セツモンカンユウクフウ						【設問12】モデルケース セツモン				【設問13】人事上 セツモンジンジジョウ		【設問14】男女参画への配慮 セツモンダンジョサンカクハイリョ				【設問15】人事上　　 セツモンジンジジョウ

								医師総数 イシソウスウ		うち女性 ジョセイ		％		総数 ソウスウ		うち女性 ジョセイ		％		～5年未満 ネンミマン		うち専門医 センモンイ		5～10年 ネン		うち専門医 センモンイ		10～15年 ネン		うち専門医 センモンイ		15年以上 ネンイジョウ		うち専門医 センモンイ		2016		女性 ジョセイ		在籍 ザイセキ		2015		女性 ジョセイ		在籍 ザイセキ		2014		女性 ジョセイ		在籍 ザイセキ		2013		女性 ジョセイ		在籍 ザイセキ		2012		女性 ジョセイ		在籍 ザイセキ		2016		2015		2014		2013		2012		理由 リユウ		～5年未満 ネンミマン		女性 ジョセイ		5～10年 ネン		女性 ジョセイ		10～15年 ネン		女性 ジョセイ		15年以上 ネンイジョウ		女性 ジョセイ		常勤1 ジョウキン		常勤2 ジョウキン		時短1 ジタン		時短2 ジタン		休職1 キュウショク		休職2 キュウショク		開業1 カイギョウ		開業2 カイギョウ		不明1 フメイ		不明2 フメイ		復職女性 フクショクジョセイ		フル		夜免除 ヨルメンジョ		時短 ジタン		院生 インセイ		その他 タ		している		する予定 ヨテイ		なし		あり		する予定 ヨテイ		なし		いる		いない		女性医師に求めること ジョセイイシモト		している		いない		意見・要望 イケンヨウボウ

		総合診療科 ソウゴウ		田妻　進 タツマススム		菅野　啓司 スガノケイジ		38		5		13		22		3		14		4		0		1		1		0		0		0		0		2		1		1		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0				0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		個別にヒアリングを行い配慮をおこなっている。 コベツオコナハイリョ										○				○		特になし トク				○		アンケートの簡略化 カンリャクカ

		第一内科 ダイイチ		茶山　一彰 チャヤマイチアキラ		茶山　一彰 チャヤマイチアキラ		283		56		20		112		37		33		6		0		18		0		3		3		10		5		未記入 ミキニュウ																																										4		4		4		4		0		0		19		0		0		0		1		2		1		3		9		0		8		3		5		0		0		3		2		0						○						○				○		女性医師に限定したものはなし ジョセイイシゲンテイ				○		なし

		呼吸器内科 コキュウキ		服部　登 ハットリノボル		藤高　一慶 フジタカ１		165		53		32		17		7		41		14		5		13		12		9		8		17		11		不明 フメイ																														1		5		1		4		不明 フメイ		2016年　その他
2015年　出産・育児３名
　　　　留学１名
　　　　開業１名
2014年　出産・育児
2013年　労働条件の不一致
　　　　（パート希望）１名
　　　　出産・育児３名 ネンタネンネンシュッサンイクジネン		1		1		10		6		6		4		8		1		3		1		1		2		0		5		12		1		9		3		10		0		3		0		1		6		当直・待機の免除 トウチョクタイキメンジョ						出産・育児中また復職について相談可能な教室であることをアピールしている。 シュッサンイクジナカフクショクソウダンカノウキョウシツ						育児をしながら，家族の協力の下，フルタイム（当直有）で勤務しているケース イクジカゾクキョウリョクシタトウチョクアリキンム				特になし トク				○		今回のアンケート（後ろ向き）は一部把握できていない情報もあるため，女性医師個別にアンケートされるのも一考かと思いました。 コンカイウシムイチブハアクジョウホウジョセイイシコベツイッコウオモ		※設問６は，2013～2016年度分を集計 セツモンネンドブンシュウケイ

		内分泌・糖尿病内科		米田　真康 ヨネダマサヤス		米田　真康 ヨネダマサヤス		57		27		47		26		13		50		7		0		7		0		5		5		8		8		記録なし キロク																														2		3		0		1		0		2016年　１名病気
　　　　１名他病院
2015年　１名妊娠
　　　　２名転居
2013年　１名妊娠 ネンネンネン		3		2		3		2		4		4		6		3		4		1		0		4		0		1		1		0		0		5		5		0		1		2		0		2		非常勤の勤務や夕方の早い時間に終了できる検診などの仕事を用意している。 ヒジョウキンキンムユウガタハヤジカンシュウリョウケンシンシゴトヨウイ						過去の事例，先輩女性医師の方などを紹介する。 カコジレイセンパイジョセイイシカタショウカイ						産休・育休後に常勤に復帰し，今では教育病院の部長 サンキュウイクキュウノチジョウキンフッキイマキョウイクビョウインブチョウ				常勤でも非常勤でもいいので，とにかく復職を！！ ジョウキンヒジョウキンフクショク				○		医局でこのようなデータを記録していないので，大変しんどいアンケートでした。どこの医局も毎年データを残しているのでしょうか。 イキョクキロクタイヘンイキョクマイトシノコ		※設問９のその他は非常勤 セツモンタヒジョウキン

		第三内科 ダイサン		丸山　博文		永野　義人 ナガノギヒト		84		23		27		16		9		56		10		2		5		5		2		1		6		6		9		1		0		12		3		1		16		6		6		12		0		0		13		5		5		0		0		0		0		0				0		0		2		1		0		0		4		0		2		0		0		0		0		1		2		0		1		0		5		0		1		3		1		0		産休・育休をとる女性医師に対して勤務条件が合うように勤務先とも調整しサポートを行っている。 サンキュウイクキュウジョセイイシタイキンムジョウケンアキンムサキチョウセイオコナ						女性医師の入局が多いこと，勤務条件に関して配慮していることを入局説明会で説明を行うとともに，HP上に女性医会のページを作成し，公開している。 ジョセイイシニュウキョクオオキンムジョウケンカンハイリョニュウキョクセツメイカイセツメイオコナウエジョセイイカイサクセイコウカイ						市中病院において，産休・育休をとりながら常勤として勤務している女性医師が数名おり，それぞれのライフスタイル合せて勤務体制をとっている。 シチュウビョウインサンキュウイクキュウジョウキンキンムジョセイイシスウメイアワキンムタイセイ				特になし トク		勤務条件に関して本人の希望を聴取した上で勤務地を決めており，専門医取得に配慮を行っている。 キンムジョウケンカンホンニンキボウチョウシュウエキンムチキセンモンイシュトクハイリョオコナ				特になし トク

		循環器内科 ジュンカンキ		木原　康樹 キハラヤスキ		山本　秀也 ヤマモトヒデヤ		180		20		11		未記入 ミキニュウ						0		0		3		0		6		5		2		2		不明 フメイ																														1		0		0		0		0		2016年　出産後，他大学へ ネン		0		0		4		2		3		0		3		0		2		0		0		2		0		0		6		0		0		0		2		記入なし キニュウ										○										○		結婚・出産後，総合病院で常勤として勤務している。主に外来勤務。 ケッコンシュッサンノチソウゴウビョウインジョウキンキンムオモガイライキンム				なし						なし

		精神科神経科 セイシンカ		岡本　泰昌 オカモトヤスシ		町野　彰彦 マチノアキヒコ		75		21		28		22		4		18		1		0		5		1		6		5		9		8		把握していない ハアク																														0		1		1		3		2		2015年　就職
2014年　不明
2013年　結婚，育児，夫の転勤
2012年　結婚，出産・育児 ネンシュウショクネンフメイネンネンケッコンシュッサンイクジ		0		0		9		3		8		3		8		1		18		7		0		0		0		1		5		0		0		0		3		1		0		2		0		0		本人の条件に合せて配慮している。 ホンニンジョウケンアワハイリョ						配慮するということを伝えている。 ハイリョツタ		未定 ミテイ				そのような人は，出産・育児において周囲の援助が受けられる人であり，援助がない人は困難。 ヒトシュッサンイクジシュウイエンジョウヒトエンジョヒトコンナン				どのような形でもよいから，退職しないでキャリアを続けて欲しい。 カタチタイショクツヅホ		男性女性を問わず，家庭の事情にはできる限り配慮している。 ダンセイジョセイトカテイジジョウカギハイリョ				このアンケートがどのように役に立つのか，是非とも教えて欲しい。 ヤクタゼヒオシホ

		小児科		小林　正夫 コバヤシマサオ		川口　浩史 カワグチヒロシフミ		160		55		34		50		20		40		15		0		11		11		12		11		17		17		9		6		5		8		2		2		10		3		3		10		6		5		7		3		3		6		2		2		2		3		2016年　家庭の事情（夫の転
　　　　勤）3名，結婚2名,
　　　　定年1名
2015年　家庭の事情1名，
　　　　定年1名
2014年　家庭の事情　2名
2013年　家庭の事情　2名
2012年　家庭の事情2名，
　　　　定年1名 ネンネンカテイジジョウメイテイネンメイネンナネンナネン		4		4		10		4		8		4		16		3		3		1		3		8		0		3		17		0		0		3		10		0		5		2		3		0		勤務病院・勤務内容(当直免除など)について配慮している。 キンムビョウインキンムナイヨウトウチョクメンジョハイリョ						配偶者との勤務病院について配慮している。 ハイグウシャキンムビョウインハイリョ						職歴・研究歴：初期研修→専門医研修→大学院・サブスペシャリティ取得
家庭：大学院在籍中に結婚・出産・育児休暇取得あり				勤務の休止期間を短くし、少しずつでも勤務を継続すること		出産育児による研修の休止に関しては、研修休止が6か月までであれば、休止期間以外での規定の症例経験がなされていると判断される場合には、3年間の専攻医研修終了を認める。				院内保育園の定員増加・優先的入園、ベビーシッターの斡旋、複数主治医制導入の促進を希望いたします。

		第一外科 ダイイチ		末田　泰二郎 スエダタイジロウ		末田・栗原 スエダクリハラ		44		5		11		23		3		13		7		0		11		1		12		8		14		11		37		1		3		35		1		2		36		1		1		34		0		0		33		0		0														0		0		1		1		2		0		0		0		2		1		0		0		0		0		0		0		0		0		3		2		1		0		0		0		当直免除など トウチョクメンジョ				○				女性も活躍できる科をアピール ジョセイカツヤクカ				○				女性としての強みを診療に生かしていただければ ジョセイツヨシンリョウイ				○

		第二外科 ダイニ		大段　秀樹 ダイダンヒデキ		田邊　和照 タナベカズテル		200		14		7		39		5		13		1				4				3				6				把握していない ハアク																														0		0		0		0		0				0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		4		3		0		1		0		0		相談の上，柔軟に対応している。 ソウダンウエジュウナンタイオウ						できるだけ，女性医師から実情など話してもらう機会をもつ。 ジョセイイシジツジョウハナキカイ						特別なケースはありません。→ トクベツ		○		女性医師だからということはありません。 ジョセイイシ		妊娠・出産などの際には人事配置などの配慮を行います。 ニンシンシュッサンサイジンジハイチハイリョオコナ

		脳神経外科 ノウシンケイ		栗栖　薫 クリスカオル		栗栖　薫 クリスカオル		183		8		4		10		0		0		0		0		2		1		0		0		6		6		0		0		0		3		1		1		5		0		0		4		0		1		1		0		0		0		0		0		0		0				0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		1		0		0		1		0		0		実情に合わせて休職，部分復帰など。また，急性期からやや亜急性期や慢性期の施設での研修や勤務を考慮 ジツジョウアキュウショクブブンフッキキュウセイキアキュウセイキマンセイキシセツケンシュウキンムコウリョ						入局説明会で，相談に応じている。 ニュウキョクセツメイカイソウダンオウ						第一線の臨床医から、厚労省の役人になったS57年卒。専門医、学位あり。
第一線の急性期病院から亜急性期、あるいはリハビリ等、NST指導等、日本脳神経外科女医会の副会長を歴任、一時期4年制女子総合大学の栄養学科の教授を務めた。S57年卒。専門医、学位あり。
第一線の急性期病院で、ずっと急患、手術に没頭している。H5年卒。専門医あり。
第一線の急性期から帰局、大学院生の時に結婚妊娠出産。亜急性期、リハビリを経験して、行政の領域へ。保健所勤務。H10年卒。専門医、学位あり。
第一線の急性期から帰局、出張。社会人大学院生～学位取得。専門医。今も急性期病院に勤務。H11年卒。				家庭と勤務の両立が理想。ただし，妊娠出産子育てを優先。その後の復帰のプロセスをサポートする。 カテイキンムリョウリツリソウニンシンシュッサンコソダユウセンゴフッキ				○		女性医師の場合、色々とキャリアを取りうるので、柔軟的な対応が必要と考えます。選択肢は多いほうが良い。

		整形外科 セイケイ		安達　伸生		田中　信弘 タナカノブヒロ		260		11		4		100		3		3		2		0		1		0		1		1		2		2		4		0		0		6		0		0		7		0		0		8		0		0		5		1		1		なし												0		0		0		0		2		0		3		0		3		0		0		0		0		0		2		0		0		0		0		0		0		0		0		0						○		入局説明会 ニュウキョクセツメイカイ						子どもがいるが常勤で働いている。 コジョウキンハタラ								○		特になし トク

		形成外科 ケイセイ		横田　和典 ヨコタカズノリ		横田　和典 ヨコタカズノリ		8		3		38		2		1		50		1		0		1		1		1		1		0		0		1		1		1		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		1		0		0		0		0		不明
（労働条件不一致？）		1		1		0		0		0		0		0		0		0		0		0		1		0		0		0		0		0		0		1		1		0		0		0		0		個々と面談を行い，個人の環境に合った就業形態を考える ココメンダンオコナコジンカンキョウアシュウギョウケイタイカンガ										○		結婚，出産，子育て，仕事を経験，継続している。 ケッコンシュッサンコソダシゴトケイケンケイゾク				なし				○		なし

		皮膚科		秀　道広 ヒデミチヒロ		菅　崇暢 スガタカノブ		58		29		50		30		19		63		15		0		10				6		5		2		2		1		0		0		1		0		0		2		1		1		0		0		0		0		0		0		なし												1		1		2		2		0		0		0		0		0		3		0		0		0		0		0		0		0		0		12		4		0		6		2		0		関連病院にフルタイムで復帰した女性医師に対して，子供の急病などで勤務から離れる場合などは，大学病院勤務の女性医師によるバックアップ体制を整えている。 カンレンビョウインフッキジョセイイシタイコドモキュウビョウキンムハナバアイダイガクビョウインキンムジョセイイシタイセイトトノ						年に2回の入局説明会を行い，先輩医師のキャリアなどについての情報提供をしている。 ネンカイニュウキョクセツメイカイオコナセンパイイシジョウホウテイキョウ						・男性医師と同様に勤務し，専門医を取得後，関連病院の部長として勤務している女性医師は増えてきている。
・妊娠出産を経て，時短勤務をしつつ，大学病院で外来枠を担当されている先生もいる。
・関連病院でフルタイムで復帰されている先生もいる。 ダンセイイシドウヨウキンムセンモンイシュトクノチカンレンビョウインブチョウキンムジョセイイシフニンシンシュッサンヘジタンキンムダイガクビョウインガイライワクタントウセンセイカンレンビョウインフッキセンセイ				目先の利益にとらわれず，長い目でのキャリアアップと組織全体の向上を考えられる視点。 メサキリエキナガメソシキゼンタイコウジョウカンガシテン		妊娠・出産を経ても，専門医を取得できる条件を満たせるように勤務形態を配慮している。 ニンシンシュッサンヘセンモンイシュトクジョウケンミキンムケイタイハイリョ

		泌尿器科		松原　昭郎 マツバラアキロウ		上野　剛志 ウエノタケシシ		50		2		4		11		1		9		1		0		0		0		0		0		1		1		1		0		0		4		0		0		2		0		0		1		0		0		2		0		0		なし												1		1		1		0		0		0		0		0		1		1		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0						○						○				○		なし				○		特になし トク

		眼科		木内　良明 キウチヨシアキ		千崎　かしば センザキ		66		31		47		16		9		56		17		0		24		18		4		4		18		18		2		1		1		3		2		2		4		2		2		5		3		3		6		6		6		2		0		0		3		0		2016年　出産・育児１名
　　　　病気療養1名
2013年　出産・育児1名
　　　　実家医院勤務1名
　　　　個人病院勤務1名
 ネンネン		2		1		4		3		7		1		11		4		9		15		0		1		0		0		8		0		1		0		4		3		0		1		0		0		当直，急患対応の免除等 トウチョクキュウカンタイオウメンジョトウ						入局説明会にて女性医師のライフワークを先輩ママから話してもらう。 ニュウキョクセツメイカイジョセイイシセンパイハナ						常勤勤務から出産・育休を経て非常勤勤務の後に常勤。常勤勤務から出産で退職後，非常勤務を経て常勤。 ジョウキンキンムシュッサンイクキュウヘヒジョウキンキンムノチジョウキンジョウキンキンムシュッサンタイショクノチヒジョウキンムヘジョウキン												※設問９の時短勤務者は，9：00～13：00 セツモンジタンキンムシャ

		耳鼻咽喉科 ジビインコウ		平川　勝洋 ヒラカワカツヨウ		井門　廉太郎 イモンレンタロウ		72		10		14		13		2		15		2		0		0		0		5		5		3		3		3		0		0		2		0		0		3		1		1		4		0		0		4		2		2		1		0		0		0		0		2016年　開業 ネンカイギョウ		0		0		1		0		0		0		4		1		1		0		0		0		0		0		3		1		0		0		4		2		1		1		0		0		当直の免除，勤務先の変更 トウチョクメンジョキンムサキヘンコウ										○		子どもを育てながら常勤で働いている。 コソダジョウキンハタラ				可能であれば仕事を続けて欲しい。 カノウシゴトツヅホ				○

		放射線診断科 ホウシャセンシンダン		粟井　和夫 アワイカズオ		飯田　慎 イイダシン		81		28		35		14		5		36		7		0		7		5		1		1		13		13		3		2		1		3		1		0		0		0		0		0		0		0		1		1		0		1		0		0		0		0		他県へ転出（結婚）		1		1		1		1		0		0		0		0		0		2		0		0		0		0		0		0		0		0		5		0		0		5		0		0		短時間でも読影業務できる勤務場所を確保し，常に情報提供をしている。 タンジカンドクエイギョウムキンムバショカクホツネジョウホウテイキョウ										男女で同じ勧誘をしている。希望者には，女性医師（育休中等）との談話を設ける。 ダンジョオナカンユウキボウシャジョセイイシイクキュウナカトウダンワモウ		育休，産休と継続しつつ，放射線診断専門医を取得した。 イクキュウサンキュウケイゾクホウシャセンシンダンセンモンイシュトク				短時間でもよいので働き続けること。 タンジカンハタラツヅ				個々のケースに対応できる体制をとっている。 ココタイオウタイセイ

		放射線治療科 ホウシャセンチリョウ		永田　靖 ナガタヤスシ		永田　靖 ナガタヤスシ		30		3		10		5		0		0		0		0		2		2		0		0		1		1		1		0		0		0		0		0		2		2		1		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0				1		1		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		1		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0				現在，学会で検討中 ゲンザイガッカイケントウナカ				女性医師の茶話会 ジョセイイシサワカイ								○		ワークライフバランス		子育て支援 コソダシエン				特になし トク

		産科婦人科 サンカ		工藤　美樹 クドウヨシキ		平田英司・田中教文 ヒラタヒデシタナカノリフミ		87		41		47		39		21		54		8		1		13		13		6		6		14		14		5		3		3		8		4		4		3		0		0		8		5		5		5		1		1		2		1		1		0		2		2016年　他院就職1名　
　　　　育児1名
2015年　育児1名
2014年　結婚1名
　　　　病気・療養1名
2012年　夫の転勤1名
　　　　病気・療養1名 ネンタインシュウショクナイクジネンイクジナネンケッコンナビョウキリョウヨウナネンオットテンキンナビョウキリョウヨウナ		3		2		1		0		2		1		10		4		9		7		0		0		0		0		0		0		0		0		10		8		2		0		0		0		　内容：復帰支援（希望の勤務体制を考慮、やりがいのある仕事に復帰）
専門医取得の希望に応じて各種調整を行う
異動の際は夫の勤務場所を考慮
妊娠時・育児中の日当直、勤務時間等への配慮						医局案内のパンフレットに女性医師の項目を掲載しています。医局説明会、病院見学に来た際などには女性医師が持つ不安を解消するために説明を行っています。また、医局の女性医師と話をする時間を設けています。						育児しながら、フルタイムで勤務し、夜勤・当直業務も行っている				・ 今後は主任部長または相応する責任を負う役職に就くことになる
・ 時間がかかるかもしれないが家庭内でも相談を行いながら、そのような職
につく準備を進めてほしい		異動の際は夫の勤務場所を考慮
妊娠時・育児中の日当直、勤務時間等への配慮				院内保育園の定員が少ない（希望があっても入れない医師がおり、困りました）
病児保育（必須と思われます）
女性医師採用支援枠		※設問９のフルタイム勤務について，施設の状況にもよるが、日当直の回数や曜日など、かなりの融通をきかせている
 セツモンキンム

		麻酔科蘇生科 マスイカソセイ		河本　昌志 コウモトマサシ		河本　昌志 コウモトマサシ		115		51		44		38		26		68		5		0		21		14		8		8		18		18		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0				3		2		10		9		5		4		4		1		20		2		0		2		0		0		2		0		0		14		6		1		1		4		0		0		本人の希望を聞いて最大限勤務に融通を持たせるようにしている。 ホンニンキボウキサイダイゲンキンムユウヅウモ		未定 ミテイ				勤務に当たっては，本人の希望を尊重することを説明している。 キンムアホンニンキボウソンチョウセツメイ		未定 ミテイ				子育てをしながら常勤医として，診療，研究にあたっている医師が複数ある。 コソダジョウキンイシンリョウケンキュウイシフクスウ				医師としての責務を果たすこと。 イシセキムハ		子育て等の休業期間は経験年数から除外している。 コソダトウキュウギョウキカンケイケンネンスウジョガイ				託児所・保育所の絶対数が足りないので勤務の制限や困難をきたしている女性医師が多い．最近は病院に付設の保育所を持つところも増えたが，医師の異動の度に子供の託児施設のことを配慮する必要があり，異動に制約が大きい．大学病院の保育所は，病院職員でなくなったときには退去を求められるため，関連病院への異動を考慮すると利用しづらいという実態があります．
大学として，広仁会などの外郭団体が主体となって，勤務医の子弟のための託児所・保育所を運営してもらえるなら，勤務先の異動のたびに託児所・保育所を変えたり，探したりしないですむので，好都合です．実現のためには各病院付設の保育所を吸収するなどの方策も考慮して，女性医師支援という観点から，是非共同利用のできる託児保育施設の設置を望みます．		※設問９の時短勤務者は，9：00～16：00 セツモンジタンキンムシャ

		救急科 キュウキュウ		志馬　伸朗		田邊　優子 タナベユウコ		27		5		19		9		4		44		3		0		0		0		2		1		0		0		6		0		0		2		0		0		4		1		1		2		0		0		0		0		0		0		0		0		0		1		開業の後継
（大学は非常勤で継続）		0		0		0		0		4		1		3		0		4		0		0		0		0		0		2		1		0		0		1		1		0		0		0		0		当直，夜勤など工面が可能です。 トウチョクヤキンクメンカノウ						勧誘の場に女性医師（当科）も参加して具体的にお話しできるようにしています。 カンユウバジョセイイシトウカサンカグタイテキハナ						産休育休を経て院内保育を利用されている方がおられます。 サンキュウイクキュウヘインナイホイクリヨウカタ				男女特に変わらないと思います。 ダンジョトクカオモ		専門医研修中，出産に伴う６ケ月以内の休暇は，男女ともに１回まで研修期間にカウントできるようにしています。 センモンイケンシュウナカシュッサントモナツキイナイキュウカダンジョカイケンシュウキカン						※設問９のフルタイム勤務者について，復職当初は夜勤なし，2年後から夜勤ありのフルタイム セツモンキンムシャフクショクトウショヤキンネンノチヤキン

		血液内科 ケツエキナイカ		一戸　辰夫 イチノヘタツオ		一戸　辰夫 イチノヘタツオ		32		4		13		5		3		60		2		0		1		0		0		0		0		0		把握していない ハアク																														なし												0		0		1		0		0		0		5		1		5		1		0		0		0		0		0		0		0		0		1		1										・短時間の外来勤務のみでの非常勤雇用
・大学院への進学（ライフスタイルに合わせて休学可能）
（上記は女性医師に限らず，ライフスタイルに合わせて男性医師にも適用されるべきことと考える。） タンジカンガイライキンムヒジョウキンコヨウダイガクインシンガクアキュウガクカノウジョウキジョセイイシカギアダンセイイシテキヨウカンガ										○		育児を行いながら，フルタイムの教員として服務を全うしている。 イクジオコナキョウインフクムマット				女性であるということのみを理由に特別な要求を行うことは不適切と考える。 ジョセイリユウトクベツヨウキュウオコナフテキセツカンガ		男性・女性を問わず，ライフスタイルに合わせた配慮を行っている。 ダンセイジョセイトアハイリョオコナ

		呼吸器外科 コキュウキゲカ		岡田　守人 オカダモリト		桝本　法生 マスモトホウナマ		90		10		11		26		7		27		3		0		1		1		0		0		2		2		1		1		1		2				0		1				0		2		2		2		3				1		0		0		0		0		0				0		0		0		0		3		1		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		2		1		2		0		0		2		0		0		カンファレンスを１８時までに終了する。 ジシュウリョウ		カンファレンス１７時半終了を考慮中 ジハンシュウリョウコウリョナカ				子育てしながらのキャリア継続可能 コソダケイゾクカノウ						子育てしながら専門医・博士号を取得する。 コソダセンモンイハカセゴウシュトク						妊娠している場合，本人の家庭状況を考慮する。 ニンシンバアイホンニンカテイジョウキョウコウリョ

		リウマチ・膠原病科 コウゲンビョウ		杉山　英二 スギヤマエイジ		平田　信太郎 ヒラタシンタロウ		18		1		6		13		1		8		0		0		1		0		0		0		0		0		0		0		0		1		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		なし												0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0				勤務先の選定について意向に沿う。 キンムサキセンテイイコウソ								男性医師との差は全くない。 ダンセイイシサマッタ				○		社会性（男女問わず） シャカイセイダンジョト				○

		感染症科 カンセンショウカ		大毛　宏喜 オオゲヒロヨロコ				女性医師はいません，との回答有（未提出） ジョセイイシカイトウアリミテイシュツ

		腎臓内科		正木　崇生 マサキタカオ		土井　俊樹 ドイトシキ		63		14		22		36		13		36		4		0		9		9		1		1		1		1		把握していない ハアク																														1		0		1		0		0		2016年　家庭の事情
2014年　出産 ネンカテイジジョウネンシュッサン		0		0		2		1		1		0		0		0		1												1								4		0		2		2		0		0		外来中心の勤務としています。 ガイライチュウシンキンム						外来中心の勤務ができることを伝えています。 ガイライチュウシンキンムツタ										特にありません トク				○		゛大学教育関連病院゛の定義がよくわかりませんでした。個人病院に医局派遣している場合など，人事について数年前のことは不明である場合も多く，十分答えられず申し訳ございませんでした。 ダイガクキョウイクカンレンビョウインテイギコジンビョウインイキョクハケンバアイジンジスウネンマエフメイバアイオオジュウブンコタモウワケ

		がん化学療法科 カガクリョウホウカ		杉山　一彦 スギヤマカズヒコ		杉山　一彦 スギヤマイチヒコ		2		0		0		2		0		0		0		0		1		0		1		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0				0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0																○						現在，女性医師がいないため配慮はしていないが，入った場合は配慮する。 ゲンザイジョセイイシハイリョハイバアイハイリョ

		病理診断科 ビョウリ		有廣　光司 アヒロヒカツカサ		有廣　光司 アヒロヒカツカサ		3		1		33		1		1		100		1		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0				1		0		1		0		0		0		0		0		2		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0				具体的には，本人の希望に従って配慮する。 グタイテキホンニンキボウシタガハイリョ				女性に優しい職場環境であることを強調する。 ジョセイヤサショクバカンキョウキョウチョウ						歯科医師のgeneral　pathologist　への転身 シカイシテンシン				特にない トク		育児に関する優遇を計画 イクジカンユウグウケイカク				特にない トク

		ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ科		木村　浩彰 キムラヒロアキラ		木村　浩彰 キムラヒロアキラ		10		1		10		3		0		0		0		0		1		1		0		0		0		0		2		1		1		1		0		0		1		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		1		0		0		家事に専念・開業（夫）の手伝い カジセンネンカイギョウオットテツダ		0		0		0		0		1		1		1		0		1		1		0		0		0		0		0		0		0		0		1		0		1		0		0		0		産休（１～3年），出産１年までの時短など，法律を守るようにしている。 サンキュウネンシュッサンネンジタンホウリツマモ						女性医師からの体験談を話してもらっている。 ジョセイイシタイケンダンハナシ						リハ学会でも取り上げられた。子ども２人いても診察できることを伝えています。 ガッカイトアコヒトシンサツツタ				人によって条件が異なるので，できるだけ意見を聞いて，法律内で調整します。 ヒトジョウケンコトイケンキホウリツナイチョウセイ				○		有給や特休，産休は医師の権利なので，周知したほうがよいと思います。また，この問いを含め労働管理を事務方でしてください。時間外の管理など，働けば請求できるものではありません。 ユウキュウトッキュウサンキュウイシケンリシュウチオモトフクロウドウカンリジムカタジカンガイカンリハタラセイキュウ





全診療科データ（集計）元 (2)

				【設問１】医師数 セツモンイシ								【設問2】専門医を目指す者 セツモンセンモンイメザモノ								　【設問3】在籍女性医師経験別人数，専門医取得状況 セツモンザイセキジョセイイシケイケンベツニンズウセンモンイシュトクジョウキョウ																　　　　　【設問4】年度別専門医取得医師，同女性医師，うち女性 セツモンネンドベツセンモンイシュトクイシドウジョセイイシジョセイ																														【設問5】専門医取得後退職理由 セツモンセンモンイシュトクノチタイショクリユウ												【設問6】2012～16　在籍期間別退職者数，うち女性 セツモンタイショクシャスウジョセイ																　　【設問7】退職後の勤務形態別人数　１男　２女 セツモンタイショクノチキンムケイタイベツニンズウオトコオンナ																				【設問8】 セツモン		【設問9】復職時の勤務形態別数 セツモンフクショクトキキンムケイタイベツスウ										【設問10】キャリア継続の工夫 セツモンケイゾククフウ						【設問11】レジデント勧誘の工夫 セツモンカンユウクフウ						【設問12】モデルケース セツモン				【設問13】人事上 セツモンジンジジョウ		【設問14】男女参画への配慮 セツモンダンジョサンカクハイリョ				【設問15】人事上　　 セツモンジンジジョウ

		診療科 シンリョウカ		医師総数 イシソウスウ		女性 ジョセイ		男性 ダンセイ		％		総数 ソウスウ		女性 ジョセイ		男性 ダンセイ		％		～5年未満 ネンミマン		うち専門医 センモンイ		5～10年 ネン		うち専門医 センモンイ		10～15年 ネン		うち専門医 センモンイ		15年以上 ネンイジョウ		うち専門医 センモンイ		2016		女性 ジョセイ		在籍 ザイセキ		2015		女性 ジョセイ		在籍 ザイセキ		2014		女性 ジョセイ		在籍 ザイセキ		2013		女性 ジョセイ		在籍 ザイセキ		2012		女性 ジョセイ		在籍 ザイセキ		2016		2015		2014		2013		2012		理由 リユウ		～5年未満 ネンミマン		女性 ジョセイ		5～10年 ネン		女性 ジョセイ		10～15年 ネン		女性 ジョセイ		15年以上 ネンイジョウ		女性 ジョセイ		常勤1 ジョウキン		常勤2 ジョウキン		時短1 ジタン		時短2 ジタン		休職1 キュウショク		休職2 キュウショク		開業1 カイギョウ		開業2 カイギョウ		不明1 フメイ		不明2 フメイ		復職女性 フクショクジョセイ		フル		夜免除 ヨルメンジョ		時短 ジタン		院生 インセイ		その他 タ		している		する予定 ヨテイ		なし		あり		する予定 ヨテイ		なし		いる		いない		女性医師に求めること ジョセイイシモト		している		いない		意見・要望 イケンヨウボウ

		総合診療科 ソウゴウ		38		5		33		13		22		3		19		14		4		0		1		1		0		0		0		0		2		1		1		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0				0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		個別にヒアリングを行い配慮をおこなっている。 コベツオコナハイリョ										○				○		特になし トク				○		アンケートの簡略化 カンリャクカ

		第一内科 ダイイチ		283		56		227		20		112		37		75		33		6		0		18		0		3		3		10		5		未記入 ミキニュウ																																										4		4		4		4		0		0		19		0		0		0		1		2		1		3		9		0		8		3		5		0		0		3		2		0						○						○				○		女性医師に限定したものはなし ジョセイイシゲンテイ				○		なし

		呼吸器内科 コキュウキ		165		53		112		32		17		7		10		41		14		5		13		12		9		8		17		11		不明 フメイ																														1		5		1		4		不明 フメイ		2016年　その他
2015年　出産・育児３名
　　　　留学１名
　　　　開業１名
2014年　出産・育児
2013年　労働条件の不一致
　　　　（パート希望）１名
　　　　出産・育児３名 ネンタネンネンシュッサンイクジネン		1		1		10		6		6		4		8		1		3		1		1		2		0		5		12		1		9		3		10		0		3		0		1		6		当直・待機の免除 トウチョクタイキメンジョ						出産・育児中また復職について相談可能な教室であることをアピールしている。 シュッサンイクジナカフクショクソウダンカノウキョウシツ						育児をしながら，家族の協力の下，フルタイム（当直有）で勤務しているケース イクジカゾクキョウリョクシタトウチョクアリキンム				特になし トク				○		今回のアンケート（後ろ向き）は一部把握できていない情報もあるため，女性医師個別にアンケートされるのも一考かと思いました。 コンカイウシムイチブハアクジョウホウジョセイイシコベツイッコウオモ		※設問６は，2013～2016年度分を集計 セツモンネンドブンシュウケイ

		内分泌・糖尿病内科		57		27		30		47		26		13		13		50		7		0		7		0		5		5		8		8		記録なし キロク																														2		3		0		1		0		2016年　１名病気
　　　　１名他病院
2015年　１名妊娠
　　　　２名転居
2013年　１名妊娠 ネンネンネン		3		2		3		2		4		4		6		3		4		1		0		4		0		1		1		0		0		5		5		0		1		2		0		2		非常勤の勤務や夕方の早い時間に終了できる検診などの仕事を用意している。 ヒジョウキンキンムユウガタハヤジカンシュウリョウケンシンシゴトヨウイ						過去の事例，先輩女性医師の方などを紹介する。 カコジレイセンパイジョセイイシカタショウカイ						産休・育休後に常勤に復帰し，今では教育病院の部長 サンキュウイクキュウノチジョウキンフッキイマキョウイクビョウインブチョウ				常勤でも非常勤でもいいので，とにかく復職を！！ ジョウキンヒジョウキンフクショク				○		医局でこのようなデータを記録していないので，大変しんどいアンケートでした。どこの医局も毎年データを残しているのでしょうか。 イキョクキロクタイヘンイキョクマイトシノコ		※設問９のその他は非常勤 セツモンタヒジョウキン

		第三内科 ダイサン		84		23		61		27		16		9		7		56		10		2		5		5		2		1		6		6		9		1		0		12		3		1		16		6		6		12		0		0		13		5		5		0		0		0		0		0				0		0		2		1		0		0		4		0		2		0		0		0		0		1		2		0		1		0		5		0		1		3		1		0		産休・育休をとる女性医師に対して勤務条件が合うように勤務先とも調整しサポートを行っている。 サンキュウイクキュウジョセイイシタイキンムジョウケンアキンムサキチョウセイオコナ						女性医師の入局が多いこと，勤務条件に関して配慮していることを入局説明会で説明を行うとともに，HP上に女性医会のページを作成し，公開している。 ジョセイイシニュウキョクオオキンムジョウケンカンハイリョニュウキョクセツメイカイセツメイオコナウエジョセイイカイサクセイコウカイ						市中病院において，産休・育休をとりながら常勤として勤務している女性医師が数名おり，それぞれのライフスタイル合せて勤務体制をとっている。 シチュウビョウインサンキュウイクキュウジョウキンキンムジョセイイシスウメイアワキンムタイセイ				特になし トク		勤務条件に関して本人の希望を聴取した上で勤務地を決めており，専門医取得に配慮を行っている。 キンムジョウケンカンホンニンキボウチョウシュウエキンムチキセンモンイシュトクハイリョオコナ				特になし トク

		循環器内科 ジュンカンキ		180		20		160		11		未記入 ミキニュウ								0		0		3		0		6		5		2		2		不明 フメイ																														1		0		0		0		0		2016年　出産後，他大学へ ネン		0		0		4		2		3		0		3		0		2		0		0		2		0		0		6		0		0		0		2		記入なし キニュウ										○										○		結婚・出産後，総合病院で常勤として勤務している。主に外来勤務。 ケッコンシュッサンノチソウゴウビョウインジョウキンキンムオモガイライキンム				なし						なし

		精神科神経科 セイシンカ		75		21		54		28		22		4		18		18		1		0		5		1		6		5		9		8		把握していない ハアク																														0		1		1		3		2		2015年　就職
2014年　不明
2013年　結婚，育児，夫の転勤
2012年　結婚，出産・育児 ネンシュウショクネンフメイネンネンケッコンシュッサンイクジ		0		0		9		3		8		3		8		1		18		7		0		0		0		1		5		0		0		0		3		1		0		2		0		0		本人の条件に合せて配慮している。 ホンニンジョウケンアワハイリョ						配慮するということを伝えている。 ハイリョツタ		未定 ミテイ				そのような人は，出産・育児において周囲の援助が受けられる人であり，援助がない人は困難。 ヒトシュッサンイクジシュウイエンジョウヒトエンジョヒトコンナン				どのような形でもよいから，退職しないでキャリアを続けて欲しい。 カタチタイショクツヅホ		男性女性を問わず，家庭の事情にはできる限り配慮している。 ダンセイジョセイトカテイジジョウカギハイリョ				このアンケートがどのように役に立つのか，是非とも教えて欲しい。 ヤクタゼヒオシホ

		小児科		160		55		105		34		50		20		30		40		15		0		11		11		12		11		17		17		9		6		5		8		2		2		10		3		3		10		6		5		7		3		3		6		2		2		2		3		2016年　家庭の事情（夫の転
　　　　勤）3名，結婚2名,
　　　　定年1名
2015年　家庭の事情1名，
　　　　定年1名
2014年　家庭の事情　2名
2013年　家庭の事情　2名
2012年　家庭の事情2名，
　　　　定年1名 ネンネンカテイジジョウメイテイネンメイネンナネンナネン		4		4		10		4		8		4		16		3		3		1		3		8		0		3		17		0		0		3		10		0		5		2		3		0		勤務病院・勤務内容(当直免除など)について配慮している。 キンムビョウインキンムナイヨウトウチョクメンジョハイリョ						配偶者との勤務病院について配慮している。 ハイグウシャキンムビョウインハイリョ						職歴・研究歴：初期研修→専門医研修→大学院・サブスペシャリティ取得
家庭：大学院在籍中に結婚・出産・育児休暇取得あり				勤務の休止期間を短くし、少しずつでも勤務を継続すること		出産育児による研修の休止に関しては、研修休止が6か月までであれば、休止期間以外での規定の症例経験がなされていると判断される場合には、3年間の専攻医研修終了を認める。				院内保育園の定員増加・優先的入園、ベビーシッターの斡旋、複数主治医制導入の促進を希望いたします。

		第一外科 ダイイチ		44		5		39		11		23		3		20		13		7		0		11		1		12		8		14		11		37		1		3		35		1		2		36		1		1		34		0		0		33		0		0														0		0		1		1		2		0		0		0		2		1		0		0		0		0		0		0		0		0		3		2		1		0		0		0		当直免除など トウチョクメンジョ				○				女性も活躍できる科をアピール ジョセイカツヤクカ				○				女性としての強みを診療に生かしていただければ ジョセイツヨシンリョウイ				○

		第二外科 ダイニ		200		14		186		7		39		5		34		13		1				4				3				6				把握していない ハアク																														0		0		0		0		0				0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		4		3		0		1		0		0		相談の上，柔軟に対応している。 ソウダンウエジュウナンタイオウ						できるだけ，女性医師から実情など話してもらう機会をもつ。 ジョセイイシジツジョウハナキカイ						特別なケースはありません。→ トクベツ		○		女性医師だからということはありません。 ジョセイイシ		妊娠・出産などの際には人事配置などの配慮を行います。 ニンシンシュッサンサイジンジハイチハイリョオコナ

		脳神経外科 ノウシンケイ		183		8		175		4		10		0		10		0		0		0		2		1		0		0		6		6		0		0		0		3		1		1		5		0		0		4		0		1		1		0		0		0		0		0		0		0				0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		1		0		0		1		0		0		実情に合わせて休職，部分復帰など。また，急性期からやや亜急性期や慢性期の施設での研修や勤務を考慮 ジツジョウアキュウショクブブンフッキキュウセイキアキュウセイキマンセイキシセツケンシュウキンムコウリョ						入局説明会で，相談に応じている。 ニュウキョクセツメイカイソウダンオウ						第一線の臨床医から、厚労省の役人になったS57年卒。専門医、学位あり。
第一線の急性期病院から亜急性期、あるいはリハビリ等、NST指導等、日本脳神経外科女医会の副会長を歴任、一時期4年制女子総合大学の栄養学科の教授を務めた。S57年卒。専門医、学位あり。
第一線の急性期病院で、ずっと急患、手術に没頭している。H5年卒。専門医あり。
第一線の急性期から帰局、大学院生の時に結婚妊娠出産。亜急性期、リハビリを経験して、行政の領域へ。保健所勤務。H10年卒。専門医、学位あり。
第一線の急性期から帰局、出張。社会人大学院生～学位取得。専門医。今も急性期病院に勤務。H11年卒。				家庭と勤務の両立が理想。ただし，妊娠出産子育てを優先。その後の復帰のプロセスをサポートする。 カテイキンムリョウリツリソウニンシンシュッサンコソダユウセンゴフッキ				○		女性医師の場合、色々とキャリアを取りうるので、柔軟的な対応が必要と考えます。選択肢は多いほうが良い。

		整形外科 セイケイ		260		11		249		4		100		3		97		3		2		0		1		0		1		1		2		2		4		0		0		6		0		0		7		0		0		8		0		0		5		1		1		なし												0		0		0		0		2		0		3		0		3		0		0		0		0		0		2		0		0		0		0		0		0		0		0		0						○		入局説明会 ニュウキョクセツメイカイ						子どもがいるが常勤で働いている。 コジョウキンハタラ								○		特になし トク

		形成外科 ケイセイ		8		3		5		38		2		1		1		50		1		0		1		1		1		1		0		0		1		1		1		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		1		0		0		0		0		不明
（労働条件不一致？）		1		1		0		0		0		0		0		0		0		0		0		1		0		0		0		0		0		0		1		1		0		0		0		0		個々と面談を行い，個人の環境に合った就業形態を考える ココメンダンオコナコジンカンキョウアシュウギョウケイタイカンガ										○		結婚，出産，子育て，仕事を経験，継続している。 ケッコンシュッサンコソダシゴトケイケンケイゾク				なし				○		なし

		皮膚科		58		29		29		50		30		19		11		63		15		0		10				6		5		2		2		1		0		0		1		0		0		2		1		1		0		0		0		0		0		0		なし												1		1		2		2		0		0		0		0		0		3		0		0		0		0		0		0		0		0		12		4		0		6		2		0		関連病院にフルタイムで復帰した女性医師に対して，子供の急病などで勤務から離れる場合などは，大学病院勤務の女性医師によるバックアップ体制を整えている。 カンレンビョウインフッキジョセイイシタイコドモキュウビョウキンムハナバアイダイガクビョウインキンムジョセイイシタイセイトトノ						年に2回の入局説明会を行い，先輩医師のキャリアなどについての情報提供をしている。 ネンカイニュウキョクセツメイカイオコナセンパイイシジョウホウテイキョウ						・男性医師と同様に勤務し，専門医を取得後，関連病院の部長として勤務している女性医師は増えてきている。
・妊娠出産を経て，時短勤務をしつつ，大学病院で外来枠を担当されている先生もいる。
・関連病院でフルタイムで復帰されている先生もいる。 ダンセイイシドウヨウキンムセンモンイシュトクノチカンレンビョウインブチョウキンムジョセイイシフニンシンシュッサンヘジタンキンムダイガクビョウインガイライワクタントウセンセイカンレンビョウインフッキセンセイ				目先の利益にとらわれず，長い目でのキャリアアップと組織全体の向上を考えられる視点。 メサキリエキナガメソシキゼンタイコウジョウカンガシテン		妊娠・出産を経ても，専門医を取得できる条件を満たせるように勤務形態を配慮している。 ニンシンシュッサンヘセンモンイシュトクジョウケンミキンムケイタイハイリョ

		泌尿器科		50		2		48		4		11		1		10		9		1		0		0		0		0		0		1		1		1		0		0		4		0		0		2		0		0		1		0		0		2		0		0		なし												1		1		1		0		0		0		0		0		1		1		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0						○						○				○		なし				○		特になし トク

		眼科		66		31		35		47		16		9		7		56		17		0		24		18		4		4		18		18		2		1		1		3		2		2		4		2		2		5		3		3		6		6		6		2		0		0		3		0		2016年　出産・育児１名
　　　　病気療養1名
2013年　出産・育児1名
　　　　実家医院勤務1名
　　　　個人病院勤務1名
 ネンネン		2		1		4		3		7		1		11		4		9		15		0		1		0		0		8		0		1		0		4		3		0		1		0		0		当直，急患対応の免除等 トウチョクキュウカンタイオウメンジョトウ						入局説明会にて女性医師のライフワークを先輩ママから話してもらう。 ニュウキョクセツメイカイジョセイイシセンパイハナ						常勤勤務から出産・育休を経て非常勤勤務の後に常勤。常勤勤務から出産で退職後，非常勤務を経て常勤。 ジョウキンキンムシュッサンイクキュウヘヒジョウキンキンムノチジョウキンジョウキンキンムシュッサンタイショクノチヒジョウキンムヘジョウキン												※設問９の時短勤務者は，9：00～13：00 セツモンジタンキンムシャ

		耳鼻咽喉科 ジビインコウ		72		10		62		14		13		2		11		15		2		0		0		0		5		5		3		3		3		0		0		2		0		0		3		1		1		4		0		0		4		2		2		1		0		0		0		0		2016年　開業 ネンカイギョウ		0		0		1		0		0		0		4		1		1		0		0		0		0		0		3		1		0		0		4		2		1		1		0		0		当直の免除，勤務先の変更 トウチョクメンジョキンムサキヘンコウ										○		子どもを育てながら常勤で働いている。 コソダジョウキンハタラ				可能であれば仕事を続けて欲しい。 カノウシゴトツヅホ				○

		放射線診断科 ホウシャセンシンダン		81		28		53		35		14		5		9		36		7		0		7		5		1		1		13		13		3		2		1		3		1		0		0		0		0		0		0		0		1		1		0		1		0		0		0		0		他県へ転出（結婚）		1		1		1		1		0		0		0		0		0		2		0		0		0		0		0		0		0		0		5		0		0		5		0		0		短時間でも読影業務できる勤務場所を確保し，常に情報提供をしている。 タンジカンドクエイギョウムキンムバショカクホツネジョウホウテイキョウ										男女で同じ勧誘をしている。希望者には，女性医師（育休中等）との談話を設ける。 ダンジョオナカンユウキボウシャジョセイイシイクキュウナカトウダンワモウ		育休，産休と継続しつつ，放射線診断専門医を取得した。 イクキュウサンキュウケイゾクホウシャセンシンダンセンモンイシュトク				短時間でもよいので働き続けること。 タンジカンハタラツヅ				個々のケースに対応できる体制をとっている。 ココタイオウタイセイ

		放射線治療科 ホウシャセンチリョウ		30		3		27		10		5		0		5		0		0		0		2		2		0		0		1		1		1		0		0		0		0		0		2		2		1		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0				1		1		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		1		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0				現在，学会で検討中 ゲンザイガッカイケントウナカ				女性医師の茶話会 ジョセイイシサワカイ								○		ワークライフバランス		子育て支援 コソダシエン				特になし トク

		産科婦人科 サンカ		87		41		46		47		39		21		18		54		8		1		13		13		6		6		14		14		5		3		3		8		4		4		3		0		0		8		5		5		5		1		1		2		1		1		0		2		2016年　他院就職1名　
　　　　育児1名
2015年　育児1名
2014年　結婚1名
　　　　病気・療養1名
2012年　夫の転勤1名
　　　　病気・療養1名 ネンタインシュウショクナイクジネンイクジナネンケッコンナビョウキリョウヨウナネンオットテンキンナビョウキリョウヨウナ		3		2		1		0		2		1		10		4		9		7		0		0		0		0		0		0		0		0		10		8		2		0		0		0		　内容：復帰支援（希望の勤務体制を考慮、やりがいのある仕事に復帰）
専門医取得の希望に応じて各種調整を行う
異動の際は夫の勤務場所を考慮
妊娠時・育児中の日当直、勤務時間等への配慮						医局案内のパンフレットに女性医師の項目を掲載しています。医局説明会、病院見学に来た際などには女性医師が持つ不安を解消するために説明を行っています。また、医局の女性医師と話をする時間を設けています。						育児しながら、フルタイムで勤務し、夜勤・当直業務も行っている				・ 今後は主任部長または相応する責任を負う役職に就くことになる
・ 時間がかかるかもしれないが家庭内でも相談を行いながら、そのような職
につく準備を進めてほしい		異動の際は夫の勤務場所を考慮
妊娠時・育児中の日当直、勤務時間等への配慮				院内保育園の定員が少ない（希望があっても入れない医師がおり、困りました）
病児保育（必須と思われます）
女性医師採用支援枠		※設問９のフルタイム勤務について，施設の状況にもよるが、日当直の回数や曜日など、かなりの融通をきかせている
 セツモンキンム

		麻酔科蘇生科 マスイカソセイ		115		51		64		44		38		26		12		68		5		0		21		14		8		8		18		18		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0				3		2		10		9		5		4		4		1		20		2		0		2		0		0		2		0		0		14		6		1		1		4		0		0		本人の希望を聞いて最大限勤務に融通を持たせるようにしている。 ホンニンキボウキサイダイゲンキンムユウヅウモ		未定 ミテイ				勤務に当たっては，本人の希望を尊重することを説明している。 キンムアホンニンキボウソンチョウセツメイ		未定 ミテイ				子育てをしながら常勤医として，診療，研究にあたっている医師が複数ある。 コソダジョウキンイシンリョウケンキュウイシフクスウ				医師としての責務を果たすこと。 イシセキムハ		子育て等の休業期間は経験年数から除外している。 コソダトウキュウギョウキカンケイケンネンスウジョガイ				託児所・保育所の絶対数が足りないので勤務の制限や困難をきたしている女性医師が多い．最近は病院に付設の保育所を持つところも増えたが，医師の異動の度に子供の託児施設のことを配慮する必要があり，異動に制約が大きい．大学病院の保育所は，病院職員でなくなったときには退去を求められるため，関連病院への異動を考慮すると利用しづらいという実態があります．
大学として，広仁会などの外郭団体が主体となって，勤務医の子弟のための託児所・保育所を運営してもらえるなら，勤務先の異動のたびに託児所・保育所を変えたり，探したりしないですむので，好都合です．実現のためには各病院付設の保育所を吸収するなどの方策も考慮して，女性医師支援という観点から，是非共同利用のできる託児保育施設の設置を望みます．		※設問９の時短勤務者は，9：00～16：00 セツモンジタンキンムシャ

		救急科 キュウキュウ		27		5		22		19		9		4		5		44		3		0		0		0		2		1		0		0		6		0		0		2		0		0		4		1		1		2		0		0		0		0		0		0		0		0		0		1		開業の後継
（大学は非常勤で継続）		0		0		0		0		4		1		3		0		4		0		0		0		0		0		2		1		0		0		1		1		0		0		0		0		当直，夜勤など工面が可能です。 トウチョクヤキンクメンカノウ						勧誘の場に女性医師（当科）も参加して具体的にお話しできるようにしています。 カンユウバジョセイイシトウカサンカグタイテキハナ						産休育休を経て院内保育を利用されている方がおられます。 サンキュウイクキュウヘインナイホイクリヨウカタ				男女特に変わらないと思います。 ダンジョトクカオモ		専門医研修中，出産に伴う６ケ月以内の休暇は，男女ともに１回まで研修期間にカウントできるようにしています。 センモンイケンシュウナカシュッサントモナツキイナイキュウカダンジョカイケンシュウキカン						※設問９のフルタイム勤務者について，復職当初は夜勤なし，2年後から夜勤ありのフルタイム セツモンキンムシャフクショクトウショヤキンネンノチヤキン

		血液内科 ケツエキナイカ		32		4		28		13		5		3		2		60		2		0		1		0		0		0		0		0		把握していない ハアク																														なし												0		0		1		0		0		0		5		1		5		1		0		0		0		0		0		0		0		0		1		1										・短時間の外来勤務のみでの非常勤雇用
・大学院への進学（ライフスタイルに合わせて休学可能）
（上記は女性医師に限らず，ライフスタイルに合わせて男性医師にも適用されるべきことと考える。） タンジカンガイライキンムヒジョウキンコヨウダイガクインシンガクアキュウガクカノウジョウキジョセイイシカギアダンセイイシテキヨウカンガ										○		育児を行いながら，フルタイムの教員として服務を全うしている。 イクジオコナキョウインフクムマット				女性であるということのみを理由に特別な要求を行うことは不適切と考える。 ジョセイリユウトクベツヨウキュウオコナフテキセツカンガ		男性・女性を問わず，ライフスタイルに合わせた配慮を行っている。 ダンセイジョセイトアハイリョオコナ

		呼吸器外科 コキュウキゲカ		90		10		80		11		26		7		19		27		3		0		1		1		0		0		2		2		1		1		1		2				0		1				0		2		2		2		3				1		0		0		0		0		0				0		0		0		0		3		1		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		2		1		2		0		0		2		0		0		カンファレンスを１８時までに終了する。 ジシュウリョウ		カンファレンス１７時半終了を考慮中 ジハンシュウリョウコウリョナカ				子育てしながらのキャリア継続可能 コソダケイゾクカノウ						子育てしながら専門医・博士号を取得する。 コソダセンモンイハカセゴウシュトク						妊娠している場合，本人の家庭状況を考慮する。 ニンシンバアイホンニンカテイジョウキョウコウリョ

		リウマチ・膠原病科 コウゲンビョウ		18		1		17		6		13		1		12		8		0		0		1		0		0		0		0		0		0		0		0		1		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		なし												0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0				勤務先の選定について意向に沿う。 キンムサキセンテイイコウソ								男性医師との差は全くない。 ダンセイイシサマッタ				○		社会性（男女問わず） シャカイセイダンジョト				○

		感染症科 カンセンショウカ		3		0		3		0

		腎臓内科		63		14		49		22		36		13		23		36		4		0		9		9		1		1		1		1		把握していない ハアク																														1		0		1		0		0		2016年　家庭の事情
2014年　出産 ネンカテイジジョウネンシュッサン		0		0		2		1		1		0		0		0		1												1								4		0		2		2		0		0		外来中心の勤務としています。 ガイライチュウシンキンム						外来中心の勤務ができることを伝えています。 ガイライチュウシンキンムツタ										特にありません トク				○		゛大学教育関連病院゛の定義がよくわかりませんでした。個人病院に医局派遣している場合など，人事について数年前のことは不明である場合も多く，十分答えられず申し訳ございませんでした。 ダイガクキョウイクカンレンビョウインテイギコジンビョウインイキョクハケンバアイジンジスウネンマエフメイバアイオオジュウブンコタモウワケ

		がん化学療法科 カガクリョウホウカ		2		0		2		0		2		0		2		0		0		0		1		0		1		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0				0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0																○						現在，女性医師がいないため配慮はしていないが，入った場合は配慮する。 ゲンザイジョセイイシハイリョハイバアイハイリョ

		病理診断科 ビョウリ		3		1		2		33		1		1		0		100		1		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0				1		0		1		0		0		0		0		0		2		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0				具体的には，本人の希望に従って配慮する。 グタイテキホンニンキボウシタガハイリョ				女性に優しい職場環境であることを強調する。 ジョセイヤサショクバカンキョウキョウチョウ						歯科医師のgeneral　pathologist　への転身 シカイシテンシン				特にない トク		育児に関する優遇を計画 イクジカンユウグウケイカク				特にない トク

		ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ科		10		1		9		10		3		0		3		0		0		0		1		1		0		0		0		0		2		1		1		1		0		0		1		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		1		0		0		家事に専念・開業（夫）の手伝い カジセンネンカイギョウオットテツダ		0		0		0		0		1		1		1		0		1		1		0		0		0		0		0		0		0		0		1		0		1		0		0		0		産休（１～3年），出産１年までの時短など，法律を守るようにしている。 サンキュウネンシュッサンネンジタンホウリツマモ						女性医師からの体験談を話してもらっている。 ジョセイイシタイケンダンハナシ						リハ学会でも取り上げられた。子ども２人いても診察できることを伝えています。 ガッカイトアコヒトシンサツツタ				人によって条件が異なるので，できるだけ意見を聞いて，法律内で調整します。 ヒトジョウケンコトイケンキホウリツナイチョウセイ				○		有給や特休，産休は医師の権利なので，周知したほうがよいと思います。また，この問いを含め労働管理を事務方でしてください。時間外の管理など，働けば請求できるものではありません。 ユウキュウトッキュウサンキュウイシケンリシュウチオモトフクロウドウカンリジムカタジカンガイカンリハタラセイキュウ

						532		2012						217		483																						18						14						17						16						19				18		12		7		13		8





診療科別医師数と専門医を目指す医師数

						専門医 センモンイ						専門医 センモンイ						専門医 センモンイ

				総診 ソウ						消内 ショウナイ						呼内 コナイ						内糖 ウチトウ						脳内 ノウナイ						循内 ジュンナイ						精神 セイシン						小児 ショウニ						一外 イチガイ						二外 ２ガイ						脳外 ノウゲカ						整形 セイケイ						形成 ケイセイ						皮膚 ヒフ						泌尿 ヒニョウ						眼科 ガンカ						耳鼻 ジビ						放診 ホウミ						放治 ホウ						産婦						麻酔 マスイ						救急 キュウキュウ						血内 ケツナイ						呼外 コガイ						リ膠 ニカワ						感染 カンセン						腎内 ジン						が化 カ						病理 ビョウリ						リハ

		女性 ジョセイ		5		3				56		37				53		7				27		13				23		9				20						21		4				55		20				5		3				14		5				8		0				11		3				3		1				29		19				2		1				31		9				10		2				28		5				3		0				41		21				51		26				5		4				4		3				10		7				1		1				0						14		13				0		0				1		1				1		0

		男性 ダンセイ		33		19				227		75				112		10				30		13				61		7				160						54		18				105		30				39		20				186		34				175		10				249		97				5		1				29		11				48		10				35		7				62		11				53		9				27		5				46		18				64		12				22		5				28		2				80		19				17		12				3						49		23				2		2				2		0				9		3

				男性 ダンセイ		女性 ジョセイ

		医師数 イシスウ		2012		532

		専門医 センモンイ		483		217





診療科別医師数と専門医を目指す医師数

		



医師数　　　女性　　　　男性

専門医を目指す医師数　　　　　女性　　　　男性

人

※女性医師支援センター運営委員会アンケート（診療科からの回答）

男性

女性

診療科別医師数と専門医を目指す医師数



所属年数と専門医取得状況

		



専門医

医師数

外側：医師数
内側：専門医取得を目指す医師数



過去５年専門医取得女性医師数と退職者数

				　【設問3】在籍女性医師経験別人数，専門医取得状況 セツモンザイセキジョセイイシケイケンベツニンズウセンモンイシュトクジョウキョウ

		診療科 シンリョウカ		～5年未満 ネンミマン		うち専門医取得者 センモンイシュトクシャ		5～10年 ネン		うち専門医取得者 センモンイシュトクシャ		10～15年 ネン		うち専門医取得者 センモンイシュトクシャ		15年以上 ネンイジョウ		うち専門医取得者 センモンイシュトクシャ

		総診 ソウシン		4		0		1		1		0		0		0		0

		消内 ショウナイ		6		0		18		0		3		3		10		5

		呼内 コナイナイ		14		5		13		12		9		8		17		11

		内糖		7		0		7		0		5		5		8		8

		脳内 ノウナイ		10		2		5		5		2		1		6		6

		循内 ジュンナイナイ		0		0		3		0		6		5		2		2

		精神 セイシン		1		0		5		1		6		5		9		8

		小児		15		0		11		11		12		11		17		17

		一外 イッガイ		7		0		11		1		12		8		14		11

		二外 ニガイ		1				4				3				6

		脳外 ノウゲ		0		0		2		1		0		0		6		6

		整形 セイケイ		2		0		1		0		1		1		2		2

		形成 ケイセイ		1		0		1		1		1		1		0		0

		皮膚		15		0		10				6		5		2		2

		泌尿		1		0		0		0		0		0		1		1

		眼科		17		0		24		18		4		4		18		18

		耳鼻 ジビ		2		0		0		0		5		5		3		3

		放診 ホウミ		7		0		7		5		1		1		13		13

		放治 ホウ		0		0		2		2		0		0		1		1

		産婦 サン		8		1		13		13		6		6		14		14

		麻酔 マスイ		5		0		21		14		8		8		18		18

		救急 キュウキュウ		3		0		0		0		2		1		0		0

		血内 ケツナイ		2		0		1		0		0		0		0		0

		呼外 コガイ		3		0		1		1		0		0		2		2

		リ膠 ニカワ		0		0		1		0		0		0		0		0

		感染 カンセン

		腎内		4		0		9		9		1		1		1		1

		が化 カ		0		0		1		0		1		0		0		0

		病理 ビョウリ		1		0		0		0		0		0		0		0

		リハ		0		0		1		1		0		0		0		0





過去５年専門医取得女性医師数と退職者数

		



～5年未満

うち専門医取得者

診療科所属後５年未満



退職者数と退職後勤務形態

		



5～10年

うち専門医取得者

診療科所属後５年以上１０年未満



復職

		



10～15年

うち専門医取得者

診療科所属後１０年以上１５年未満



		



15年以上

うち専門医取得者

診療科所属後１５年以上



														【設問5】専門医取得後退職理由 セツモンセンモンイシュトクノチタイショクリユウ

				2016		2015		2014		2013		2012		2016		2015		2014		2013		2012		理由 リユウ

		総診 ソウ		1		0		0		0		0		0		0		0		0		0

		消内 ショウナイ

		呼内 コナイナイ												1		5		1		4				2016年　その他
2015年　出産・育児３名
　　　　留学１名
　　　　開業１名
2014年　出産・育児
2013年　労働条件の不一致
　　　　（パート希望）１名
　　　　出産・育児３名 ネンタネンネンシュッサンイクジネン

		内糖												2		3		0		1		0		2016年　１名病気
　　　　１名他病院
2015年　１名妊娠
　　　　２名転居
2013年　１名妊娠 ネンネンネン

		脳内 ノウナイ		1		3		6		0		5		0		0		0		0		0

		循内 ジュンナイナイ												1		0		0		0		0		2016年　出産後，他大学へ ネン

		精神 セイシン												0		1		1		3		2		2015年　就職
2014年　不明
2013年　結婚，育児，夫の転勤
2012年　結婚，出産・育児 ネンシュウショクネンフメイネンネンケッコンシュッサンイクジ

		小児		6		2		3		6		3		6		2		2		2		3		2016年　家庭の事情（夫の転
　　　　勤）3名，結婚2名,
　　　　定年1名
2015年　家庭の事情1名，
　　　　定年1名
2014年　家庭の事情　2名
2013年　家庭の事情　2名
2012年　家庭の事情2名，
　　　　定年1名 ネンネンカテイジジョウメイテイネンメイネンナネンナネン

		一外 イチガイ		1		1		1		0		0

		二外 ニガイ												0		0		0		0		0

		脳外 ノウゲカ		0		1		0		0		0		0		0		0		0		0

		整形 セイケイ		0		0		0		0		1

		形成 ケイセイ		1		0		0		0		0		1		0		0		0		0		不明
（労働条件不一致？）

		皮膚		0		0		1		0		0

		泌尿		0		0		0		0		0

		眼科		1		2		2		3		6		2		0		0		3		0		2016年　出産・育児１名
　　　　病気療養1名
2013年　出産・育児1名
　　　　実家医院勤務1名
　　　　個人病院勤務1名
 ネンネン

		耳鼻 ジビ		0		0		1		0		2		1		0		0		0		0		2016年　開業 ネンカイギョウ

		放診 ホウミ		2		1		0		0		1		1		0		0		0		0		他県へ転出（結婚）

		放治 ホウ		0		0		2		0		0		0		0		0		0		0

		産婦 サンプ		3		4		0		5		1		2		1		2		0		2		2016年　他院就職1名　
　　　　育児1名
2015年　育児1名
2014年　結婚1名
　　　　病気・療養1名
2012年　夫の転勤1名
　　　　病気・療養1名 ネンタインシュウショクナイクジネンイクジナネンケッコンナビョウキリョウヨウナネンオットテンキンナビョウキリョウヨウナ

		麻酔 マスイ		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

		救急 キュウキュウ		0		0		1		0		0		0		0		0		0		1		開業の後継
（大学は非常勤で継続）

		血内 ケツナイ

		呼外 コガイ		1						2				0		0		0		0		0

		リ膠 ニカワ		0		0		0		0		0

		感染 カンセン

		腎内												1		0		1		0		0		2016年　家庭の事情
2014年　出産 ネンカテイジジョウネンシュッサン

		が化 カ		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

		病理 ビョウリ		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

		リハ		1		0		0		0		0		0		0		1		0		0		家事に専念・開業（夫）の手伝い カジセンネンカイギョウオットテツダ

														18		12		8		13		8

				2016		2015		2014		2013		2012

		取得者数 シュトクシャスウ		18		14		17		16		19

		退職者数 タイショクシャスウ		18		12		8		13		8		59

		理由別 リユウベツ																合計 ゴウケイ

		出産・育児 シュッサンイクジ		6		1		2		2		2		2		1		16

		留学 リュウガク		1														1

		開業 カイギョウ		1		1		1		1								4

		労働条件の不一致（パート希望） ロウドウジョウケンフイッチキボウ		1														1

		病気 ビョウキ		1		1		2										4

		転居 テンキョ		2														2

		他病院 タビョウイン		1		1		1										3

		出産後に他大学へ シュッサンゴタダイガク		1														1

		夫の転勤 オットテンキン		1		3		1										5

		結婚 ケッコン		2		2		1		1								6

		定年 テイネン		3														3

		家庭の事情 カテイジジョウ		7		1												8

		家事専念 カジセンネン		1														1

		その他（不明） タフメイ		1		1		1										3

		就職 シュウショク		1														1

		合計 ゴウケイ		30		11		9		4		2		2		1		59





		



退職理由別割合



		



人

年

退職者数

専門医取得後に退職した女性医師数
※把握していない診療科もあり

12

8

13

8



				【設問6】2012～16　在籍期間別退職者数，うち女性 セツモンタイショクシャスウジョセイ																								　　【設問7】退職後の勤務形態別人数　１男　２女 セツモンタイショクノチキンムケイタイベツニンズウオトコオンナ

		診療科 シンリョウカ		～5年未満 ネンミマン		５年未満女性 ネンミマンジョセイ		５年未満男性 ネンミマンダンセイ		5～10年 ネン		５～１０年女性 ネンジョセイ		５～１０年男性 ネンダンセイ		10～15年 ネン		１０年～１５年女性 ネンネンジョセイ		１０年～１５年男性 ネンネンダンセイ		15年以上 ネンイジョウ		１５年以上女性 ネンイジョウジョセイ		１５年以上男性 ネンイジョウダンセイ		常勤(男性） ジョウキンダンセイ		常勤（女性） ジョウキンジョセイ		時短ｱﾙﾊﾞｲﾄ（男性） ジタンダンセイ		時短ｱﾙﾊﾞｲﾄ（女性） ジタンジョセイ		休職（男性） キュウショクダンセイ		休職（女性） キュウショクジョセイ		開業（男性） カイギョウダンセイ		開業（女性） カイギョウジョセイ		不明（男性） フメイダンセイ		不明（女性） フメイジョセイ

		総診 ソウ		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

		消内 ショウナイ		4		4		0		4		4		0		0		0		0		19		0		19		0		0		1		2		1		3		9		0		8		3

		呼内 コナイナイ		1		1		0		10		6		4		6		4		2		8		1		7		3		1		1		2		0		5		12		1		9		3

		内糖		3		2		1		3		2		1		4		4		0		6		3		3		4		1		0		4		0		1		1		0		0		5

		脳内 ノウナイ		0		0		0		2		1		1		0		0		0		4		0		4		2		0		0		0		0		1		2		0		1		0

		循内 ジュンナイナイ		0		0		0		4		2		2		3		0		3		3		0		3		2		0		0		2		0		0		6		0		0		0

		精神 セイシン		0		0		0		9		3		6		8		3		5		8		1		7		18		7		0		0		0		1		5		0		0		0

		小児		4		4		0		10		4		6		8		4		4		16		3		13		3		1		3		8		0		3		17		0		0		3

		一外 イチガイ		0		0		0		1		1		0		2		0		2		0		0		0		2		1		0		0		0		0		0		0		0		0

		二外 ニガイ		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

		脳外 ノウゲカ		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

		整形 セイケイ		0		0		0		0		0		0		2		0		2		3		0		3		3		0		0		0		0		0		2		0		0		0

		形成 ケイセイ		1		1		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		1		0		0		0		0		0		0

		皮膚		1		1		0		2		2		0		0		0		0		0		0		0		0		3		0		0		0		0		0		0		0		0

		泌尿		1		1		0		1		0		1		0		0		0		0		0		0		1		1		0		0		0		0		0		0		0		0

		眼科		2		1		1		4		3		1		7		1		6		11		4		7		9		15		0		1		0		0		8		0		1		0

		耳鼻 ジビ		0		0		0		1		0		1		0		0		0		4		1		3		1		0		0		0		0		0		3		1		0		0

		放診 ホウミ		1		1		0		1		1		0		0		0		0		0		0		0		0		2		0		0		0		0		0		0		0		0

		放治 ホウ		1		1		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		1		0		0		0		0

		産婦 サンプ		3		2		1		1		0		1		2		1		1		10		4		6		9		7		0		0		0		0		0		0		0		0

		麻酔 マスイ		3		2		1		10		9		1		5		4		1		4		1		3		20		2		0		2		0		0		2		0		0		14

		救急 キュウキュウ		0		0		0		0		0		0		4		1		3		3		0		3		4		0		0		0		0		0		2		1		0		0

		血内 ケツナイ		0		0		0		1		0		1		0		0		0		5		1		4		5		1		0		0		0		0		0		0		0		0

		呼外 コガイ		0		0		0		0		0		0		3		1		2		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		2		1

		リ膠 ニカワ		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

		感染 カンセン

		腎内		0		0		0		2		1		1		1		0		1		0		0		0		1												1

		が化 カ		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

		病理 ビョウリ		1		0		1		1		0		1		0		0		0		0		0		0		2		0		0		0		0		0		0		0		0		0

		リハ		0		0		0		0		0		0		1		1		0		1		0		1		1		1		0		0		0		0		0		0		0		0

																												90		43		5		22		1		15		70		3		21		29

																												常勤 ジョウキン		時短ｱﾙﾊﾞｲﾄ ジタン		休職 キュウショク		開業 カイギョウ		不明 フメイ

																										男性 ダンセイ		90		5		1		70		21

																										女性 ジョセイ		43		22		15		3		29





		



５年未満女性

５年未満男性

５～１０年女性

５～１０年男性

１０年～１５年女性

１０年～１５年男性

１５年以上女性

１５年以上男性



		



外側：男性医師
内側：女性医師

女性

男性



				【設問8】 セツモン		【設問9】復職時の勤務形態別数 セツモンフクショクトキキンムケイタイベツスウ

		診療科 シンリョウカ		復職女性 フクショクジョセイ		フルタイム		夜免除 ヨルメンジョ		時短 ジタン		院生 インセイ		その他 タ

		総診 ソウ		0		0		0		0		0		0

		消内 ショウナイ		5		0		0		3		2		0

		呼内 コナイナイ		10		0		3		0		1		6

		内糖		5		0		1		2		0		2

		脳内 ノウナイ		5		0		1		3		1		0

		循内 ジュンナイナイ		2

		精神 セイシン		3		1		0		2		0		0

		小児		10		0		5		2		3		0

		一外 イチガイ		3		2		1		0		0		0

		二外 ニガイ		4		3		0		1		0		0

		脳外 ノウゲカ		1		0		0		1		0		0

		整形 セイケイ		0		0		0		0		0		0

		形成 ケイセイ		1		1		0		0		0		0

		皮膚		12		4		0		6		2		0

		泌尿		0		0		0		0		0		0

		眼科		4		3		0		1		0		0

		耳鼻 ジビ		4		2		1		1		0		0

		放診 ホウミ		5		0		0		5		0		0

		放治 ホウ		0		0		0		0		0		0

		産婦 サンプ		10		8		2		0		0		0

		麻酔 マスイ		6		1		1		4		0		0

		救急 キュウキュウ		1		1		0		0		0		0

		血内 ケツナイ		1		1

		呼外 コガイ		2		0		0		2		0		0

		リ膠 ニカワ		0		0		0		0		0		0

		感染 カンセン

		腎内		4		0		2		2		0		0

		が化 カ		0		0		0		0		0		0

		病理 ビョウリ		0		0		0		0		0		0

		リハ		1		0		1		0		0		0

						27		18		35		9		8





		



復職女性



		









過去5年間で大学病院，大学教育関連病院を退職した
医師の各診療科男女別割合と退職後の勤務形態
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Graph1

		総診		総診		総診		総診		総診		総診		総診		総診
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		精神		精神		精神		精神		精神		精神		精神		精神

		小児		小児		小児		小児		小児		小児		小児		小児

		一外		一外		一外		一外		一外		一外		一外		一外

		二外		二外		二外		二外		二外		二外		二外		二外

		脳外		脳外		脳外		脳外		脳外		脳外		脳外		脳外

		整形		整形		整形		整形		整形		整形		整形		整形

		形成		形成		形成		形成		形成		形成		形成		形成

		皮膚		皮膚		皮膚		皮膚		皮膚		皮膚		皮膚		皮膚

		泌尿		泌尿		泌尿		泌尿		泌尿		泌尿		泌尿		泌尿

		眼科		眼科		眼科		眼科		眼科		眼科		眼科		眼科

		耳鼻		耳鼻		耳鼻		耳鼻		耳鼻		耳鼻		耳鼻		耳鼻

		放診		放診		放診		放診		放診		放診		放診		放診

		放治		放治		放治		放治		放治		放治		放治		放治

		産婦		産婦		産婦		産婦		産婦		産婦		産婦		産婦

		麻酔		麻酔		麻酔		麻酔		麻酔		麻酔		麻酔		麻酔

		救急		救急		救急		救急		救急		救急		救急		救急

		血内		血内		血内		血内		血内		血内		血内		血内

		呼外		呼外		呼外		呼外		呼外		呼外		呼外		呼外

		リ膠		リ膠		リ膠		リ膠		リ膠		リ膠		リ膠		リ膠

		感染		感染		感染		感染		感染		感染		感染		感染

		腎内		腎内		腎内		腎内		腎内		腎内		腎内		腎内

		が化		が化		が化		が化		が化		が化		が化		が化

		病理		病理		病理		病理		病理		病理		病理		病理

		リハ		リハ		リハ		リハ		リハ		リハ		リハ		リハ



※グラフ内数字は、人数，色別年数は，診療科等所属年数
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全診療科データ（集計）元

		診療科 シンリョウカ		診療科長名 シンリョウカチョウナ		記入者 キニュウシャ		【設問１】医師数 セツモンイシ						【設問2】専門医を目指す者 セツモンセンモンイメザモノ						　【設問3】在籍女性医師経験別人数，専門医取得状況 セツモンザイセキジョセイイシケイケンベツニンズウセンモンイシュトクジョウキョウ																　　　　　【設問4】年度別専門医取得医師，同女性医師，うち女性 セツモンネンドベツセンモンイシュトクイシドウジョセイイシジョセイ																														【設問5】専門医取得後退職理由 セツモンセンモンイシュトクノチタイショクリユウ												【設問6】2012～16　在籍期間別退職者数，うち女性 セツモンタイショクシャスウジョセイ																　　【設問7】退職後の勤務形態別人数　１男　２女 セツモンタイショクノチキンムケイタイベツニンズウオトコオンナ																				【設問8】 セツモン		【設問9】復職時の勤務形態別数 セツモンフクショクトキキンムケイタイベツスウ										【設問10】キャリア継続の工夫 セツモンケイゾククフウ						【設問11】レジデント勧誘の工夫 セツモンカンユウクフウ						【設問12】モデルケース セツモン				【設問13】人事上 セツモンジンジジョウ		【設問14】男女参画への配慮 セツモンダンジョサンカクハイリョ				【設問15】人事上　　 セツモンジンジジョウ

								医師総数 イシソウスウ		うち女性 ジョセイ		％		総数 ソウスウ		うち女性 ジョセイ		％		～5年未満 ネンミマン		うち専門医 センモンイ		5～10年 ネン		うち専門医 センモンイ		10～15年 ネン		うち専門医 センモンイ		15年以上 ネンイジョウ		うち専門医 センモンイ		2016		女性 ジョセイ		在籍 ザイセキ		2015		女性 ジョセイ		在籍 ザイセキ		2014		女性 ジョセイ		在籍 ザイセキ		2013		女性 ジョセイ		在籍 ザイセキ		2012		女性 ジョセイ		在籍 ザイセキ		2016		2015		2014		2013		2012		理由 リユウ		～5年未満 ネンミマン		女性 ジョセイ		5～10年 ネン		女性 ジョセイ		10～15年 ネン		女性 ジョセイ		15年以上 ネンイジョウ		女性 ジョセイ		常勤1 ジョウキン		常勤2 ジョウキン		時短1 ジタン		時短2 ジタン		休職1 キュウショク		休職2 キュウショク		開業1 カイギョウ		開業2 カイギョウ		不明1 フメイ		不明2 フメイ		復職女性 フクショクジョセイ		フル		夜免除 ヨルメンジョ		時短 ジタン		院生 インセイ		その他 タ		している		する予定 ヨテイ		なし		あり		する予定 ヨテイ		なし		いる		いない		女性医師に求めること ジョセイイシモト		している		いない		意見・要望 イケンヨウボウ

		総合診療科 ソウゴウ		田妻　進 タツマススム		菅野　啓司 スガノケイジ		38		5		13		22		3		14		4		0		1		1		0		0		0		0		2		1		1		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0				0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		個別にヒアリングを行い配慮をおこなっている。 コベツオコナハイリョ										○				○		特になし トク				○		アンケートの簡略化 カンリャクカ

		第一内科 ダイイチ		茶山　一彰 チャヤマイチアキラ		茶山　一彰 チャヤマイチアキラ		283		56		20		112		37		33		6		0		18		0		3		3		10		5		未記入 ミキニュウ																																										4		4		4		4		0		0		19		0		0		0		1		2		1		3		9		0		8		3		5		0		0		3		2		0						○						○				○		女性医師に限定したものはなし ジョセイイシゲンテイ				○		なし

		呼吸器内科 コキュウキ		服部　登 ハットリノボル		藤高　一慶 フジタカ１		165		53		32		17		7		41		14		5		13		12		9		8		17		11		不明 フメイ																														1		5		1		4		不明 フメイ		2016年　その他
2015年　出産・育児３名
　　　　留学１名
　　　　開業１名
2014年　出産・育児
2013年　労働条件の不一致
　　　　（パート希望）１名
　　　　出産・育児３名 ネンタネンネンシュッサンイクジネン		1		1		10		6		6		4		8		1		3		1		1		2		0		5		12		1		9		3		10		0		3		0		1		6		当直・待機の免除 トウチョクタイキメンジョ						出産・育児中また復職について相談可能な教室であることをアピールしている。 シュッサンイクジナカフクショクソウダンカノウキョウシツ						育児をしながら，家族の協力の下，フルタイム（当直有）で勤務しているケース イクジカゾクキョウリョクシタトウチョクアリキンム				特になし トク				○		今回のアンケート（後ろ向き）は一部把握できていない情報もあるため，女性医師個別にアンケートされるのも一考かと思いました。 コンカイウシムイチブハアクジョウホウジョセイイシコベツイッコウオモ		※設問６は，2013～2016年度分を集計 セツモンネンドブンシュウケイ

		内分泌・糖尿病内科		米田　真康 ヨネダマサヤス		米田　真康 ヨネダマサヤス		57		27		47		26		13		50		7		0		7		0		5		5		8		8		記録なし キロク																														2		3		0		1		0		2016年　１名病気
　　　　１名他病院
2015年　１名妊娠
　　　　２名転居
2013年　１名妊娠 ネンネンネン		3		2		3		2		4		4		6		3		4		1		0		4		0		1		1		0		0		5		5		0		1		2		0		2		非常勤の勤務や夕方の早い時間に終了できる検診などの仕事を用意している。 ヒジョウキンキンムユウガタハヤジカンシュウリョウケンシンシゴトヨウイ						過去の事例，先輩女性医師の方などを紹介する。 カコジレイセンパイジョセイイシカタショウカイ						産休・育休後に常勤に復帰し，今では教育病院の部長 サンキュウイクキュウノチジョウキンフッキイマキョウイクビョウインブチョウ				常勤でも非常勤でもいいので，とにかく復職を！！ ジョウキンヒジョウキンフクショク				○		医局でこのようなデータを記録していないので，大変しんどいアンケートでした。どこの医局も毎年データを残しているのでしょうか。 イキョクキロクタイヘンイキョクマイトシノコ		※設問９のその他は非常勤 セツモンタヒジョウキン

		第三内科 ダイサン		丸山　博文		永野　義人 ナガノギヒト		84		23		27		16		9		56		10		2		5		5		2		1		6		6		9		1		0		12		3		1		16		6		6		12		0		0		13		5		5		0		0		0		0		0				0		0		2		1		0		0		4		0		2		0		0		0		0		1		2		0		1		0		5		0		1		3		1		0		産休・育休をとる女性医師に対して勤務条件が合うように勤務先とも調整しサポートを行っている。 サンキュウイクキュウジョセイイシタイキンムジョウケンアキンムサキチョウセイオコナ						女性医師の入局が多いこと，勤務条件に関して配慮していることを入局説明会で説明を行うとともに，HP上に女性医会のページを作成し，公開している。 ジョセイイシニュウキョクオオキンムジョウケンカンハイリョニュウキョクセツメイカイセツメイオコナウエジョセイイカイサクセイコウカイ						市中病院において，産休・育休をとりながら常勤として勤務している女性医師が数名おり，それぞれのライフスタイル合せて勤務体制をとっている。 シチュウビョウインサンキュウイクキュウジョウキンキンムジョセイイシスウメイアワキンムタイセイ				特になし トク		勤務条件に関して本人の希望を聴取した上で勤務地を決めており，専門医取得に配慮を行っている。 キンムジョウケンカンホンニンキボウチョウシュウエキンムチキセンモンイシュトクハイリョオコナ				特になし トク

		循環器内科 ジュンカンキ		木原　康樹 キハラヤスキ		山本　秀也 ヤマモトヒデヤ		180		20		11		未記入 ミキニュウ						0		0		3		0		6		5		2		2		不明 フメイ																														1		0		0		0		0		2016年　出産後，他大学へ ネン		0		0		4		2		3		0		3		0		2		0		0		2		0		0		6		0		0		0		2		記入なし キニュウ										○										○		結婚・出産後，総合病院で常勤として勤務している。主に外来勤務。 ケッコンシュッサンノチソウゴウビョウインジョウキンキンムオモガイライキンム				なし						なし

		精神科神経科 セイシンカ		岡本　泰昌 オカモトヤスシ		町野　彰彦 マチノアキヒコ		75		21		28		22		4		18		1		0		5		1		6		5		9		8		把握していない ハアク																														0		1		1		3		2		2015年　就職
2014年　不明
2013年　結婚，育児，夫の転勤
2012年　結婚，出産・育児 ネンシュウショクネンフメイネンネンケッコンシュッサンイクジ		0		0		9		3		8		3		8		1		18		7		0		0		0		1		5		0		0		0		3		1		0		2		0		0		本人の条件に合せて配慮している。 ホンニンジョウケンアワハイリョ						配慮するということを伝えている。 ハイリョツタ		未定 ミテイ				そのような人は，出産・育児において周囲の援助が受けられる人であり，援助がない人は困難。 ヒトシュッサンイクジシュウイエンジョウヒトエンジョヒトコンナン				どのような形でもよいから，退職しないでキャリアを続けて欲しい。 カタチタイショクツヅホ		男性女性を問わず，家庭の事情にはできる限り配慮している。 ダンセイジョセイトカテイジジョウカギハイリョ				このアンケートがどのように役に立つのか，是非とも教えて欲しい。 ヤクタゼヒオシホ

		小児科		小林　正夫 コバヤシマサオ		川口　浩史 カワグチヒロシフミ		160		55		34		50		20		40		15		0		11		11		12		11		17		17		9		6		5		8		2		2		10		3		3		10		6		5		7		3		3		6		2		2		2		3		2016年　家庭の事情（夫の転
　　　　勤）3名，結婚2名,
　　　　定年1名
2015年　家庭の事情1名，
　　　　定年1名
2014年　家庭の事情　2名
2013年　家庭の事情　2名
2012年　家庭の事情2名，
　　　　定年1名 ネンネンカテイジジョウメイテイネンメイネンナネンナネン		4		4		10		4		8		4		16		3		3		1		3		8		0		3		17		0		0		3		10		0		5		2		3		0		勤務病院・勤務内容(当直免除など)について配慮している。 キンムビョウインキンムナイヨウトウチョクメンジョハイリョ						配偶者との勤務病院について配慮している。 ハイグウシャキンムビョウインハイリョ						職歴・研究歴：初期研修→専門医研修→大学院・サブスペシャリティ取得
家庭：大学院在籍中に結婚・出産・育児休暇取得あり				勤務の休止期間を短くし、少しずつでも勤務を継続すること		出産育児による研修の休止に関しては、研修休止が6か月までであれば、休止期間以外での規定の症例経験がなされていると判断される場合には、3年間の専攻医研修終了を認める。				院内保育園の定員増加・優先的入園、ベビーシッターの斡旋、複数主治医制導入の促進を希望いたします。

		第一外科 ダイイチ		末田　泰二郎 スエダタイジロウ		末田・栗原 スエダクリハラ		44		5		11		23		3		13		7		0		11		1		12		8		14		11		37		1		3		35		1		2		36		1		1		34		0		0		33		0		0														0		0		1		1		2		0		0		0		2		1		0		0		0		0		0		0		0		0		3		2		1		0		0		0		当直免除など トウチョクメンジョ				○				女性も活躍できる科をアピール ジョセイカツヤクカ				○				女性としての強みを診療に生かしていただければ ジョセイツヨシンリョウイ				○

		第二外科 ダイニ		大段　秀樹 ダイダンヒデキ		田邊　和照 タナベカズテル		200		14		7		39		5		13		1				4				3				6				把握していない ハアク																														0		0		0		0		0				0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		4		3		0		1		0		0		相談の上，柔軟に対応している。 ソウダンウエジュウナンタイオウ						できるだけ，女性医師から実情など話してもらう機会をもつ。 ジョセイイシジツジョウハナキカイ						特別なケースはありません。→ トクベツ		○		女性医師だからということはありません。 ジョセイイシ		妊娠・出産などの際には人事配置などの配慮を行います。 ニンシンシュッサンサイジンジハイチハイリョオコナ

		脳神経外科 ノウシンケイ		栗栖　薫 クリスカオル		栗栖　薫 クリスカオル		183		8		4		10		0		0		0		0		2		1		0		0		6		6		0		0		0		3		1		1		5		0		0		4		0		1		1		0		0		0		0		0		0		0				0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		1		0		0		1		0		0		実情に合わせて休職，部分復帰など。また，急性期からやや亜急性期や慢性期の施設での研修や勤務を考慮 ジツジョウアキュウショクブブンフッキキュウセイキアキュウセイキマンセイキシセツケンシュウキンムコウリョ						入局説明会で，相談に応じている。 ニュウキョクセツメイカイソウダンオウ						第一線の臨床医から、厚労省の役人になったS57年卒。専門医、学位あり。
第一線の急性期病院から亜急性期、あるいはリハビリ等、NST指導等、日本脳神経外科女医会の副会長を歴任、一時期4年制女子総合大学の栄養学科の教授を務めた。S57年卒。専門医、学位あり。
第一線の急性期病院で、ずっと急患、手術に没頭している。H5年卒。専門医あり。
第一線の急性期から帰局、大学院生の時に結婚妊娠出産。亜急性期、リハビリを経験して、行政の領域へ。保健所勤務。H10年卒。専門医、学位あり。
第一線の急性期から帰局、出張。社会人大学院生～学位取得。専門医。今も急性期病院に勤務。H11年卒。				家庭と勤務の両立が理想。ただし，妊娠出産子育てを優先。その後の復帰のプロセスをサポートする。 カテイキンムリョウリツリソウニンシンシュッサンコソダユウセンゴフッキ				○		女性医師の場合、色々とキャリアを取りうるので、柔軟的な対応が必要と考えます。選択肢は多いほうが良い。

		整形外科 セイケイ		安達　伸生		田中　信弘 タナカノブヒロ		260		11		4		100		3		3		2		0		1		0		1		1		2		2		4		0		0		6		0		0		7		0		0		8		0		0		5		1		1		なし												0		0		0		0		2		0		3		0		3		0		0		0		0		0		2		0		0		0		0		0		0		0		0		0						○		入局説明会 ニュウキョクセツメイカイ						子どもがいるが常勤で働いている。 コジョウキンハタラ								○		特になし トク

		形成外科 ケイセイ		横田　和典 ヨコタカズノリ		横田　和典 ヨコタカズノリ		8		3		38		2		1		50		1		0		1		1		1		1		0		0		1		1		1		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		1		0		0		0		0		不明
（労働条件不一致？）		1		1		0		0		0		0		0		0		0		0		0		1		0		0		0		0		0		0		1		1		0		0		0		0		個々と面談を行い，個人の環境に合った就業形態を考える ココメンダンオコナコジンカンキョウアシュウギョウケイタイカンガ										○		結婚，出産，子育て，仕事を経験，継続している。 ケッコンシュッサンコソダシゴトケイケンケイゾク				なし				○		なし

		皮膚科		秀　道広 ヒデミチヒロ		菅　崇暢 スガタカノブ		58		29		50		30		19		63		15		0		10				6		5		2		2		1		0		0		1		0		0		2		1		1		0		0		0		0		0		0		なし												1		1		2		2		0		0		0		0		0		3		0		0		0		0		0		0		0		0		12		4		0		6		2		0		関連病院にフルタイムで復帰した女性医師に対して，子供の急病などで勤務から離れる場合などは，大学病院勤務の女性医師によるバックアップ体制を整えている。 カンレンビョウインフッキジョセイイシタイコドモキュウビョウキンムハナバアイダイガクビョウインキンムジョセイイシタイセイトトノ						年に2回の入局説明会を行い，先輩医師のキャリアなどについての情報提供をしている。 ネンカイニュウキョクセツメイカイオコナセンパイイシジョウホウテイキョウ						・男性医師と同様に勤務し，専門医を取得後，関連病院の部長として勤務している女性医師は増えてきている。
・妊娠出産を経て，時短勤務をしつつ，大学病院で外来枠を担当されている先生もいる。
・関連病院でフルタイムで復帰されている先生もいる。 ダンセイイシドウヨウキンムセンモンイシュトクノチカンレンビョウインブチョウキンムジョセイイシフニンシンシュッサンヘジタンキンムダイガクビョウインガイライワクタントウセンセイカンレンビョウインフッキセンセイ				目先の利益にとらわれず，長い目でのキャリアアップと組織全体の向上を考えられる視点。 メサキリエキナガメソシキゼンタイコウジョウカンガシテン		妊娠・出産を経ても，専門医を取得できる条件を満たせるように勤務形態を配慮している。 ニンシンシュッサンヘセンモンイシュトクジョウケンミキンムケイタイハイリョ

		泌尿器科		松原　昭郎 マツバラアキロウ		上野　剛志 ウエノタケシシ		50		2		4		11		1		9		1		0		0		0		0		0		1		1		1		0		0		4		0		0		2		0		0		1		0		0		2		0		0		なし												1		1		1		0		0		0		0		0		1		1		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0						○						○				○		なし				○		特になし トク

		眼科		木内　良明 キウチヨシアキ		千崎　かしば センザキ		66		31		47		16		9		56		17		0		24		18		4		4		18		18		2		1		1		3		2		2		4		2		2		5		3		3		6		6		6		2		0		0		3		0		2016年　出産・育児１名
　　　　病気療養1名
2013年　出産・育児1名
　　　　実家医院勤務1名
　　　　個人病院勤務1名
 ネンネン		2		1		4		3		7		1		11		4		9		15		0		1		0		0		8		0		1		0		4		3		0		1		0		0		当直，急患対応の免除等 トウチョクキュウカンタイオウメンジョトウ						入局説明会にて女性医師のライフワークを先輩ママから話してもらう。 ニュウキョクセツメイカイジョセイイシセンパイハナ						常勤勤務から出産・育休を経て非常勤勤務の後に常勤。常勤勤務から出産で退職後，非常勤務を経て常勤。 ジョウキンキンムシュッサンイクキュウヘヒジョウキンキンムノチジョウキンジョウキンキンムシュッサンタイショクノチヒジョウキンムヘジョウキン												※設問９の時短勤務者は，9：00～13：00 セツモンジタンキンムシャ

		耳鼻咽喉科 ジビインコウ		平川　勝洋 ヒラカワカツヨウ		井門　廉太郎 イモンレンタロウ		72		10		14		13		2		15		2		0		0		0		5		5		3		3		3		0		0		2		0		0		3		1		1		4		0		0		4		2		2		1		0		0		0		0		2016年　開業 ネンカイギョウ		0		0		1		0		0		0		4		1		1		0		0		0		0		0		3		1		0		0		4		2		1		1		0		0		当直の免除，勤務先の変更 トウチョクメンジョキンムサキヘンコウ										○		子どもを育てながら常勤で働いている。 コソダジョウキンハタラ				可能であれば仕事を続けて欲しい。 カノウシゴトツヅホ				○

		放射線診断科 ホウシャセンシンダン		粟井　和夫 アワイカズオ		飯田　慎 イイダシン		81		28		35		14		5		36		7		0		7		5		1		1		13		13		3		2		1		3		1		0		0		0		0		0		0		0		1		1		0		1		0		0		0		0		他県へ転出（結婚）		1		1		1		1		0		0		0		0		0		2		0		0		0		0		0		0		0		0		5		0		0		5		0		0		短時間でも読影業務できる勤務場所を確保し，常に情報提供をしている。 タンジカンドクエイギョウムキンムバショカクホツネジョウホウテイキョウ										男女で同じ勧誘をしている。希望者には，女性医師（育休中等）との談話を設ける。 ダンジョオナカンユウキボウシャジョセイイシイクキュウナカトウダンワモウ		育休，産休と継続しつつ，放射線診断専門医を取得した。 イクキュウサンキュウケイゾクホウシャセンシンダンセンモンイシュトク				短時間でもよいので働き続けること。 タンジカンハタラツヅ				個々のケースに対応できる体制をとっている。 ココタイオウタイセイ

		放射線治療科 ホウシャセンチリョウ		永田　靖 ナガタヤスシ		永田　靖 ナガタヤスシ		30		3		10		5		0		0		0		0		2		2		0		0		1		1		1		0		0		0		0		0		2		2		1		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0				1		1		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		1		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0				現在，学会で検討中 ゲンザイガッカイケントウナカ				女性医師の茶話会 ジョセイイシサワカイ								○		ワークライフバランス		子育て支援 コソダシエン				特になし トク

		産科婦人科 サンカ		工藤　美樹 クドウヨシキ		平田英司・田中教文 ヒラタヒデシタナカノリフミ		87		41		47		39		21		54		8		1		13		13		6		6		14		14		5		3		3		8		4		4		3		0		0		8		5		5		5		1		1		2		1		1		0		2		2016年　他院就職1名　
　　　　育児1名
2015年　育児1名
2014年　結婚1名
　　　　病気・療養1名
2012年　夫の転勤1名
　　　　病気・療養1名 ネンタインシュウショクナイクジネンイクジナネンケッコンナビョウキリョウヨウナネンオットテンキンナビョウキリョウヨウナ		3		2		1		0		2		1		10		4		9		7		0		0		0		0		0		0		0		0		10		8		2		0		0		0		　内容：復帰支援（希望の勤務体制を考慮、やりがいのある仕事に復帰）
専門医取得の希望に応じて各種調整を行う
異動の際は夫の勤務場所を考慮
妊娠時・育児中の日当直、勤務時間等への配慮						医局案内のパンフレットに女性医師の項目を掲載しています。医局説明会、病院見学に来た際などには女性医師が持つ不安を解消するために説明を行っています。また、医局の女性医師と話をする時間を設けています。						育児しながら、フルタイムで勤務し、夜勤・当直業務も行っている				・ 今後は主任部長または相応する責任を負う役職に就くことになる
・ 時間がかかるかもしれないが家庭内でも相談を行いながら、そのような職
につく準備を進めてほしい		異動の際は夫の勤務場所を考慮
妊娠時・育児中の日当直、勤務時間等への配慮				院内保育園の定員が少ない（希望があっても入れない医師がおり、困りました）
病児保育（必須と思われます）
女性医師採用支援枠		※設問９のフルタイム勤務について，施設の状況にもよるが、日当直の回数や曜日など、かなりの融通をきかせている
 セツモンキンム

		麻酔科蘇生科 マスイカソセイ		河本　昌志 コウモトマサシ		河本　昌志 コウモトマサシ		115		51		44		38		26		68		5		0		21		14		8		8		18		18		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0				3		2		10		9		5		4		4		1		20		2		0		2		0		0		2		0		0		14		6		1		1		4		0		0		本人の希望を聞いて最大限勤務に融通を持たせるようにしている。 ホンニンキボウキサイダイゲンキンムユウヅウモ		未定 ミテイ				勤務に当たっては，本人の希望を尊重することを説明している。 キンムアホンニンキボウソンチョウセツメイ		未定 ミテイ				子育てをしながら常勤医として，診療，研究にあたっている医師が複数ある。 コソダジョウキンイシンリョウケンキュウイシフクスウ				医師としての責務を果たすこと。 イシセキムハ		子育て等の休業期間は経験年数から除外している。 コソダトウキュウギョウキカンケイケンネンスウジョガイ				託児所・保育所の絶対数が足りないので勤務の制限や困難をきたしている女性医師が多い．最近は病院に付設の保育所を持つところも増えたが，医師の異動の度に子供の託児施設のことを配慮する必要があり，異動に制約が大きい．大学病院の保育所は，病院職員でなくなったときには退去を求められるため，関連病院への異動を考慮すると利用しづらいという実態があります．
大学として，広仁会などの外郭団体が主体となって，勤務医の子弟のための託児所・保育所を運営してもらえるなら，勤務先の異動のたびに託児所・保育所を変えたり，探したりしないですむので，好都合です．実現のためには各病院付設の保育所を吸収するなどの方策も考慮して，女性医師支援という観点から，是非共同利用のできる託児保育施設の設置を望みます．		※設問９の時短勤務者は，9：00～16：00 セツモンジタンキンムシャ

		救急科 キュウキュウ		志馬　伸朗		田邊　優子 タナベユウコ		27		5		19		9		4		44		3		0		0		0		2		1		0		0		6		0		0		2		0		0		4		1		1		2		0		0		0		0		0		0		0		0		0		1		開業の後継
（大学は非常勤で継続）		0		0		0		0		4		1		3		0		4		0		0		0		0		0		2		1		0		0		1		1		0		0		0		0		当直，夜勤など工面が可能です。 トウチョクヤキンクメンカノウ						勧誘の場に女性医師（当科）も参加して具体的にお話しできるようにしています。 カンユウバジョセイイシトウカサンカグタイテキハナ						産休育休を経て院内保育を利用されている方がおられます。 サンキュウイクキュウヘインナイホイクリヨウカタ				男女特に変わらないと思います。 ダンジョトクカオモ		専門医研修中，出産に伴う６ケ月以内の休暇は，男女ともに１回まで研修期間にカウントできるようにしています。 センモンイケンシュウナカシュッサントモナツキイナイキュウカダンジョカイケンシュウキカン						※設問９のフルタイム勤務者について，復職当初は夜勤なし，2年後から夜勤ありのフルタイム セツモンキンムシャフクショクトウショヤキンネンノチヤキン

		血液内科 ケツエキナイカ		一戸　辰夫 イチノヘタツオ		一戸　辰夫 イチノヘタツオ		32		4		13		5		3		60		2		0		1		0		0		0		0		0		把握していない ハアク																														なし												0		0		1		0		0		0		5		1		5		1		0		0		0		0		0		0		0		0		1		1										・短時間の外来勤務のみでの非常勤雇用
・大学院への進学（ライフスタイルに合わせて休学可能）
（上記は女性医師に限らず，ライフスタイルに合わせて男性医師にも適用されるべきことと考える。） タンジカンガイライキンムヒジョウキンコヨウダイガクインシンガクアキュウガクカノウジョウキジョセイイシカギアダンセイイシテキヨウカンガ										○		育児を行いながら，フルタイムの教員として服務を全うしている。 イクジオコナキョウインフクムマット				女性であるということのみを理由に特別な要求を行うことは不適切と考える。 ジョセイリユウトクベツヨウキュウオコナフテキセツカンガ		男性・女性を問わず，ライフスタイルに合わせた配慮を行っている。 ダンセイジョセイトアハイリョオコナ

		呼吸器外科 コキュウキゲカ		岡田　守人 オカダモリト		桝本　法生 マスモトホウナマ		90		10		11		26		7		27		3		0		1		1		0		0		2		2		1		1		1		2				0		1				0		2		2		2		3				1		0		0		0		0		0				0		0		0		0		3		1		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		2		1		2		0		0		2		0		0		カンファレンスを１８時までに終了する。 ジシュウリョウ		カンファレンス１７時半終了を考慮中 ジハンシュウリョウコウリョナカ				子育てしながらのキャリア継続可能 コソダケイゾクカノウ						子育てしながら専門医・博士号を取得する。 コソダセンモンイハカセゴウシュトク						妊娠している場合，本人の家庭状況を考慮する。 ニンシンバアイホンニンカテイジョウキョウコウリョ

		リウマチ・膠原病科 コウゲンビョウ		杉山　英二 スギヤマエイジ		平田　信太郎 ヒラタシンタロウ		18		1		6		13		1		8		0		0		1		0		0		0		0		0		0		0		0		1		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		なし												0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0				勤務先の選定について意向に沿う。 キンムサキセンテイイコウソ								男性医師との差は全くない。 ダンセイイシサマッタ				○		社会性（男女問わず） シャカイセイダンジョト				○

		感染症科 カンセンショウカ		大毛　宏喜 オオゲヒロヨロコ				女性医師はいません，との回答有（未提出） ジョセイイシカイトウアリミテイシュツ

		腎臓内科		正木　崇生 マサキタカオ		土井　俊樹 ドイトシキ		63		14		22		36		13		36		4		0		9		9		1		1		1		1		把握していない ハアク																														1		0		1		0		0		2016年　家庭の事情
2014年　出産 ネンカテイジジョウネンシュッサン		0		0		2		1		1		0		0		0		1												1								4		0		2		2		0		0		外来中心の勤務としています。 ガイライチュウシンキンム						外来中心の勤務ができることを伝えています。 ガイライチュウシンキンムツタ										特にありません トク				○		゛大学教育関連病院゛の定義がよくわかりませんでした。個人病院に医局派遣している場合など，人事について数年前のことは不明である場合も多く，十分答えられず申し訳ございませんでした。 ダイガクキョウイクカンレンビョウインテイギコジンビョウインイキョクハケンバアイジンジスウネンマエフメイバアイオオジュウブンコタモウワケ

		がん化学療法科 カガクリョウホウカ		杉山　一彦 スギヤマカズヒコ		杉山　一彦 スギヤマイチヒコ		2		0		0		2		0		0		0		0		1		0		1		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0				0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0																○						現在，女性医師がいないため配慮はしていないが，入った場合は配慮する。 ゲンザイジョセイイシハイリョハイバアイハイリョ

		病理診断科 ビョウリ		有廣　光司 アヒロヒカツカサ		有廣　光司 アヒロヒカツカサ		3		1		33		1		1		100		1		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0				1		0		1		0		0		0		0		0		2		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0				具体的には，本人の希望に従って配慮する。 グタイテキホンニンキボウシタガハイリョ				女性に優しい職場環境であることを強調する。 ジョセイヤサショクバカンキョウキョウチョウ						歯科医師のgeneral　pathologist　への転身 シカイシテンシン				特にない トク		育児に関する優遇を計画 イクジカンユウグウケイカク				特にない トク

		ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ科		木村　浩彰 キムラヒロアキラ		木村　浩彰 キムラヒロアキラ		10		1		10		3		0		0		0		0		1		1		0		0		0		0		2		1		1		1		0		0		1		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		1		0		0		家事に専念・開業（夫）の手伝い カジセンネンカイギョウオットテツダ		0		0		0		0		1		1		1		0		1		1		0		0		0		0		0		0		0		0		1		0		1		0		0		0		産休（１～3年），出産１年までの時短など，法律を守るようにしている。 サンキュウネンシュッサンネンジタンホウリツマモ						女性医師からの体験談を話してもらっている。 ジョセイイシタイケンダンハナシ						リハ学会でも取り上げられた。子ども２人いても診察できることを伝えています。 ガッカイトアコヒトシンサツツタ				人によって条件が異なるので，できるだけ意見を聞いて，法律内で調整します。 ヒトジョウケンコトイケンキホウリツナイチョウセイ				○		有給や特休，産休は医師の権利なので，周知したほうがよいと思います。また，この問いを含め労働管理を事務方でしてください。時間外の管理など，働けば請求できるものではありません。 ユウキュウトッキュウサンキュウイシケンリシュウチオモトフクロウドウカンリジムカタジカンガイカンリハタラセイキュウ





全診療科データ（集計）元 (2)

				【設問１】医師数 セツモンイシ								【設問2】専門医を目指す者 セツモンセンモンイメザモノ								　【設問3】在籍女性医師経験別人数，専門医取得状況 セツモンザイセキジョセイイシケイケンベツニンズウセンモンイシュトクジョウキョウ																　　　　　【設問4】年度別専門医取得医師，同女性医師，うち女性 セツモンネンドベツセンモンイシュトクイシドウジョセイイシジョセイ																														【設問5】専門医取得後退職理由 セツモンセンモンイシュトクノチタイショクリユウ												【設問6】2012～16　在籍期間別退職者数，うち女性 セツモンタイショクシャスウジョセイ																　　【設問7】退職後の勤務形態別人数　１男　２女 セツモンタイショクノチキンムケイタイベツニンズウオトコオンナ																				【設問8】 セツモン		【設問9】復職時の勤務形態別数 セツモンフクショクトキキンムケイタイベツスウ										【設問10】キャリア継続の工夫 セツモンケイゾククフウ						【設問11】レジデント勧誘の工夫 セツモンカンユウクフウ						【設問12】モデルケース セツモン				【設問13】人事上 セツモンジンジジョウ		【設問14】男女参画への配慮 セツモンダンジョサンカクハイリョ				【設問15】人事上　　 セツモンジンジジョウ

		診療科 シンリョウカ		医師総数 イシソウスウ		女性 ジョセイ		男性 ダンセイ		％		総数 ソウスウ		女性 ジョセイ		男性 ダンセイ		％		～5年未満 ネンミマン		うち専門医 センモンイ		5～10年 ネン		うち専門医 センモンイ		10～15年 ネン		うち専門医 センモンイ		15年以上 ネンイジョウ		うち専門医 センモンイ		2016		女性 ジョセイ		在籍 ザイセキ		2015		女性 ジョセイ		在籍 ザイセキ		2014		女性 ジョセイ		在籍 ザイセキ		2013		女性 ジョセイ		在籍 ザイセキ		2012		女性 ジョセイ		在籍 ザイセキ		2016		2015		2014		2013		2012		理由 リユウ		～5年未満 ネンミマン		女性 ジョセイ		5～10年 ネン		女性 ジョセイ		10～15年 ネン		女性 ジョセイ		15年以上 ネンイジョウ		女性 ジョセイ		常勤1 ジョウキン		常勤2 ジョウキン		時短1 ジタン		時短2 ジタン		休職1 キュウショク		休職2 キュウショク		開業1 カイギョウ		開業2 カイギョウ		不明1 フメイ		不明2 フメイ		復職女性 フクショクジョセイ		フル		夜免除 ヨルメンジョ		時短 ジタン		院生 インセイ		その他 タ		している		する予定 ヨテイ		なし		あり		する予定 ヨテイ		なし		いる		いない		女性医師に求めること ジョセイイシモト		している		いない		意見・要望 イケンヨウボウ

		総合診療科 ソウゴウ		38		5		33		13		22		3		19		14		4		0		1		1		0		0		0		0		2		1		1		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0				0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		個別にヒアリングを行い配慮をおこなっている。 コベツオコナハイリョ										○				○		特になし トク				○		アンケートの簡略化 カンリャクカ

		第一内科 ダイイチ		283		56		227		20		112		37		75		33		6		0		18		0		3		3		10		5		未記入 ミキニュウ																																										4		4		4		4		0		0		19		0		0		0		1		2		1		3		9		0		8		3		5		0		0		3		2		0						○						○				○		女性医師に限定したものはなし ジョセイイシゲンテイ				○		なし

		呼吸器内科 コキュウキ		165		53		112		32		17		7		10		41		14		5		13		12		9		8		17		11		不明 フメイ																														1		5		1		4		不明 フメイ		2016年　その他
2015年　出産・育児３名
　　　　留学１名
　　　　開業１名
2014年　出産・育児
2013年　労働条件の不一致
　　　　（パート希望）１名
　　　　出産・育児３名 ネンタネンネンシュッサンイクジネン		1		1		10		6		6		4		8		1		3		1		1		2		0		5		12		1		9		3		10		0		3		0		1		6		当直・待機の免除 トウチョクタイキメンジョ						出産・育児中また復職について相談可能な教室であることをアピールしている。 シュッサンイクジナカフクショクソウダンカノウキョウシツ						育児をしながら，家族の協力の下，フルタイム（当直有）で勤務しているケース イクジカゾクキョウリョクシタトウチョクアリキンム				特になし トク				○		今回のアンケート（後ろ向き）は一部把握できていない情報もあるため，女性医師個別にアンケートされるのも一考かと思いました。 コンカイウシムイチブハアクジョウホウジョセイイシコベツイッコウオモ		※設問６は，2013～2016年度分を集計 セツモンネンドブンシュウケイ

		内分泌・糖尿病内科		57		27		30		47		26		13		13		50		7		0		7		0		5		5		8		8		記録なし キロク																														2		3		0		1		0		2016年　１名病気
　　　　１名他病院
2015年　１名妊娠
　　　　２名転居
2013年　１名妊娠 ネンネンネン		3		2		3		2		4		4		6		3		4		1		0		4		0		1		1		0		0		5		5		0		1		2		0		2		非常勤の勤務や夕方の早い時間に終了できる検診などの仕事を用意している。 ヒジョウキンキンムユウガタハヤジカンシュウリョウケンシンシゴトヨウイ						過去の事例，先輩女性医師の方などを紹介する。 カコジレイセンパイジョセイイシカタショウカイ						産休・育休後に常勤に復帰し，今では教育病院の部長 サンキュウイクキュウノチジョウキンフッキイマキョウイクビョウインブチョウ				常勤でも非常勤でもいいので，とにかく復職を！！ ジョウキンヒジョウキンフクショク				○		医局でこのようなデータを記録していないので，大変しんどいアンケートでした。どこの医局も毎年データを残しているのでしょうか。 イキョクキロクタイヘンイキョクマイトシノコ		※設問９のその他は非常勤 セツモンタヒジョウキン

		第三内科 ダイサン		84		23		61		27		16		9		7		56		10		2		5		5		2		1		6		6		9		1		0		12		3		1		16		6		6		12		0		0		13		5		5		0		0		0		0		0				0		0		2		1		0		0		4		0		2		0		0		0		0		1		2		0		1		0		5		0		1		3		1		0		産休・育休をとる女性医師に対して勤務条件が合うように勤務先とも調整しサポートを行っている。 サンキュウイクキュウジョセイイシタイキンムジョウケンアキンムサキチョウセイオコナ						女性医師の入局が多いこと，勤務条件に関して配慮していることを入局説明会で説明を行うとともに，HP上に女性医会のページを作成し，公開している。 ジョセイイシニュウキョクオオキンムジョウケンカンハイリョニュウキョクセツメイカイセツメイオコナウエジョセイイカイサクセイコウカイ						市中病院において，産休・育休をとりながら常勤として勤務している女性医師が数名おり，それぞれのライフスタイル合せて勤務体制をとっている。 シチュウビョウインサンキュウイクキュウジョウキンキンムジョセイイシスウメイアワキンムタイセイ				特になし トク		勤務条件に関して本人の希望を聴取した上で勤務地を決めており，専門医取得に配慮を行っている。 キンムジョウケンカンホンニンキボウチョウシュウエキンムチキセンモンイシュトクハイリョオコナ				特になし トク

		循環器内科 ジュンカンキ		180		20		160		11		未記入 ミキニュウ								0		0		3		0		6		5		2		2		不明 フメイ																														1		0		0		0		0		2016年　出産後，他大学へ ネン		0		0		4		2		3		0		3		0		2		0		0		2		0		0		6		0		0		0		2		記入なし キニュウ										○										○		結婚・出産後，総合病院で常勤として勤務している。主に外来勤務。 ケッコンシュッサンノチソウゴウビョウインジョウキンキンムオモガイライキンム				なし						なし

		精神科神経科 セイシンカ		75		21		54		28		22		4		18		18		1		0		5		1		6		5		9		8		把握していない ハアク																														0		1		1		3		2		2015年　就職
2014年　不明
2013年　結婚，育児，夫の転勤
2012年　結婚，出産・育児 ネンシュウショクネンフメイネンネンケッコンシュッサンイクジ		0		0		9		3		8		3		8		1		18		7		0		0		0		1		5		0		0		0		3		1		0		2		0		0		本人の条件に合せて配慮している。 ホンニンジョウケンアワハイリョ						配慮するということを伝えている。 ハイリョツタ		未定 ミテイ				そのような人は，出産・育児において周囲の援助が受けられる人であり，援助がない人は困難。 ヒトシュッサンイクジシュウイエンジョウヒトエンジョヒトコンナン				どのような形でもよいから，退職しないでキャリアを続けて欲しい。 カタチタイショクツヅホ		男性女性を問わず，家庭の事情にはできる限り配慮している。 ダンセイジョセイトカテイジジョウカギハイリョ				このアンケートがどのように役に立つのか，是非とも教えて欲しい。 ヤクタゼヒオシホ

		小児科		160		55		105		34		50		20		30		40		15		0		11		11		12		11		17		17		9		6		5		8		2		2		10		3		3		10		6		5		7		3		3		6		2		2		2		3		2016年　家庭の事情（夫の転
　　　　勤）3名，結婚2名,
　　　　定年1名
2015年　家庭の事情1名，
　　　　定年1名
2014年　家庭の事情　2名
2013年　家庭の事情　2名
2012年　家庭の事情2名，
　　　　定年1名 ネンネンカテイジジョウメイテイネンメイネンナネンナネン		4		4		10		4		8		4		16		3		3		1		3		8		0		3		17		0		0		3		10		0		5		2		3		0		勤務病院・勤務内容(当直免除など)について配慮している。 キンムビョウインキンムナイヨウトウチョクメンジョハイリョ						配偶者との勤務病院について配慮している。 ハイグウシャキンムビョウインハイリョ						職歴・研究歴：初期研修→専門医研修→大学院・サブスペシャリティ取得
家庭：大学院在籍中に結婚・出産・育児休暇取得あり				勤務の休止期間を短くし、少しずつでも勤務を継続すること		出産育児による研修の休止に関しては、研修休止が6か月までであれば、休止期間以外での規定の症例経験がなされていると判断される場合には、3年間の専攻医研修終了を認める。				院内保育園の定員増加・優先的入園、ベビーシッターの斡旋、複数主治医制導入の促進を希望いたします。

		第一外科 ダイイチ		44		5		39		11		23		3		20		13		7		0		11		1		12		8		14		11		37		1		3		35		1		2		36		1		1		34		0		0		33		0		0														0		0		1		1		2		0		0		0		2		1		0		0		0		0		0		0		0		0		3		2		1		0		0		0		当直免除など トウチョクメンジョ				○				女性も活躍できる科をアピール ジョセイカツヤクカ				○				女性としての強みを診療に生かしていただければ ジョセイツヨシンリョウイ				○

		第二外科 ダイニ		200		14		186		7		39		5		34		13		1				4				3				6				把握していない ハアク																														0		0		0		0		0				0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		4		3		0		1		0		0		相談の上，柔軟に対応している。 ソウダンウエジュウナンタイオウ						できるだけ，女性医師から実情など話してもらう機会をもつ。 ジョセイイシジツジョウハナキカイ						特別なケースはありません。→ トクベツ		○		女性医師だからということはありません。 ジョセイイシ		妊娠・出産などの際には人事配置などの配慮を行います。 ニンシンシュッサンサイジンジハイチハイリョオコナ

		脳神経外科 ノウシンケイ		183		8		175		4		10		0		10		0		0		0		2		1		0		0		6		6		0		0		0		3		1		1		5		0		0		4		0		1		1		0		0		0		0		0		0		0				0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		1		0		0		1		0		0		実情に合わせて休職，部分復帰など。また，急性期からやや亜急性期や慢性期の施設での研修や勤務を考慮 ジツジョウアキュウショクブブンフッキキュウセイキアキュウセイキマンセイキシセツケンシュウキンムコウリョ						入局説明会で，相談に応じている。 ニュウキョクセツメイカイソウダンオウ						第一線の臨床医から、厚労省の役人になったS57年卒。専門医、学位あり。
第一線の急性期病院から亜急性期、あるいはリハビリ等、NST指導等、日本脳神経外科女医会の副会長を歴任、一時期4年制女子総合大学の栄養学科の教授を務めた。S57年卒。専門医、学位あり。
第一線の急性期病院で、ずっと急患、手術に没頭している。H5年卒。専門医あり。
第一線の急性期から帰局、大学院生の時に結婚妊娠出産。亜急性期、リハビリを経験して、行政の領域へ。保健所勤務。H10年卒。専門医、学位あり。
第一線の急性期から帰局、出張。社会人大学院生～学位取得。専門医。今も急性期病院に勤務。H11年卒。				家庭と勤務の両立が理想。ただし，妊娠出産子育てを優先。その後の復帰のプロセスをサポートする。 カテイキンムリョウリツリソウニンシンシュッサンコソダユウセンゴフッキ				○		女性医師の場合、色々とキャリアを取りうるので、柔軟的な対応が必要と考えます。選択肢は多いほうが良い。

		整形外科 セイケイ		260		11		249		4		100		3		97		3		2		0		1		0		1		1		2		2		4		0		0		6		0		0		7		0		0		8		0		0		5		1		1		なし												0		0		0		0		2		0		3		0		3		0		0		0		0		0		2		0		0		0		0		0		0		0		0		0						○		入局説明会 ニュウキョクセツメイカイ						子どもがいるが常勤で働いている。 コジョウキンハタラ								○		特になし トク

		形成外科 ケイセイ		8		3		5		38		2		1		1		50		1		0		1		1		1		1		0		0		1		1		1		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		1		0		0		0		0		不明
（労働条件不一致？）		1		1		0		0		0		0		0		0		0		0		0		1		0		0		0		0		0		0		1		1		0		0		0		0		個々と面談を行い，個人の環境に合った就業形態を考える ココメンダンオコナコジンカンキョウアシュウギョウケイタイカンガ										○		結婚，出産，子育て，仕事を経験，継続している。 ケッコンシュッサンコソダシゴトケイケンケイゾク				なし				○		なし

		皮膚科		58		29		29		50		30		19		11		63		15		0		10				6		5		2		2		1		0		0		1		0		0		2		1		1		0		0		0		0		0		0		なし												1		1		2		2		0		0		0		0		0		3		0		0		0		0		0		0		0		0		12		4		0		6		2		0		関連病院にフルタイムで復帰した女性医師に対して，子供の急病などで勤務から離れる場合などは，大学病院勤務の女性医師によるバックアップ体制を整えている。 カンレンビョウインフッキジョセイイシタイコドモキュウビョウキンムハナバアイダイガクビョウインキンムジョセイイシタイセイトトノ						年に2回の入局説明会を行い，先輩医師のキャリアなどについての情報提供をしている。 ネンカイニュウキョクセツメイカイオコナセンパイイシジョウホウテイキョウ						・男性医師と同様に勤務し，専門医を取得後，関連病院の部長として勤務している女性医師は増えてきている。
・妊娠出産を経て，時短勤務をしつつ，大学病院で外来枠を担当されている先生もいる。
・関連病院でフルタイムで復帰されている先生もいる。 ダンセイイシドウヨウキンムセンモンイシュトクノチカンレンビョウインブチョウキンムジョセイイシフニンシンシュッサンヘジタンキンムダイガクビョウインガイライワクタントウセンセイカンレンビョウインフッキセンセイ				目先の利益にとらわれず，長い目でのキャリアアップと組織全体の向上を考えられる視点。 メサキリエキナガメソシキゼンタイコウジョウカンガシテン		妊娠・出産を経ても，専門医を取得できる条件を満たせるように勤務形態を配慮している。 ニンシンシュッサンヘセンモンイシュトクジョウケンミキンムケイタイハイリョ

		泌尿器科		50		2		48		4		11		1		10		9		1		0		0		0		0		0		1		1		1		0		0		4		0		0		2		0		0		1		0		0		2		0		0		なし												1		1		1		0		0		0		0		0		1		1		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0						○						○				○		なし				○		特になし トク

		眼科		66		31		35		47		16		9		7		56		17		0		24		18		4		4		18		18		2		1		1		3		2		2		4		2		2		5		3		3		6		6		6		2		0		0		3		0		2016年　出産・育児１名
　　　　病気療養1名
2013年　出産・育児1名
　　　　実家医院勤務1名
　　　　個人病院勤務1名
 ネンネン		2		1		4		3		7		1		11		4		9		15		0		1		0		0		8		0		1		0		4		3		0		1		0		0		当直，急患対応の免除等 トウチョクキュウカンタイオウメンジョトウ						入局説明会にて女性医師のライフワークを先輩ママから話してもらう。 ニュウキョクセツメイカイジョセイイシセンパイハナ						常勤勤務から出産・育休を経て非常勤勤務の後に常勤。常勤勤務から出産で退職後，非常勤務を経て常勤。 ジョウキンキンムシュッサンイクキュウヘヒジョウキンキンムノチジョウキンジョウキンキンムシュッサンタイショクノチヒジョウキンムヘジョウキン												※設問９の時短勤務者は，9：00～13：00 セツモンジタンキンムシャ

		耳鼻咽喉科 ジビインコウ		72		10		62		14		13		2		11		15		2		0		0		0		5		5		3		3		3		0		0		2		0		0		3		1		1		4		0		0		4		2		2		1		0		0		0		0		2016年　開業 ネンカイギョウ		0		0		1		0		0		0		4		1		1		0		0		0		0		0		3		1		0		0		4		2		1		1		0		0		当直の免除，勤務先の変更 トウチョクメンジョキンムサキヘンコウ										○		子どもを育てながら常勤で働いている。 コソダジョウキンハタラ				可能であれば仕事を続けて欲しい。 カノウシゴトツヅホ				○

		放射線診断科 ホウシャセンシンダン		81		28		53		35		14		5		9		36		7		0		7		5		1		1		13		13		3		2		1		3		1		0		0		0		0		0		0		0		1		1		0		1		0		0		0		0		他県へ転出（結婚）		1		1		1		1		0		0		0		0		0		2		0		0		0		0		0		0		0		0		5		0		0		5		0		0		短時間でも読影業務できる勤務場所を確保し，常に情報提供をしている。 タンジカンドクエイギョウムキンムバショカクホツネジョウホウテイキョウ										男女で同じ勧誘をしている。希望者には，女性医師（育休中等）との談話を設ける。 ダンジョオナカンユウキボウシャジョセイイシイクキュウナカトウダンワモウ		育休，産休と継続しつつ，放射線診断専門医を取得した。 イクキュウサンキュウケイゾクホウシャセンシンダンセンモンイシュトク				短時間でもよいので働き続けること。 タンジカンハタラツヅ				個々のケースに対応できる体制をとっている。 ココタイオウタイセイ

		放射線治療科 ホウシャセンチリョウ		30		3		27		10		5		0		5		0		0		0		2		2		0		0		1		1		1		0		0		0		0		0		2		2		1		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0				1		1		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		1		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0				現在，学会で検討中 ゲンザイガッカイケントウナカ				女性医師の茶話会 ジョセイイシサワカイ								○		ワークライフバランス		子育て支援 コソダシエン				特になし トク

		産科婦人科 サンカ		87		41		46		47		39		21		18		54		8		1		13		13		6		6		14		14		5		3		3		8		4		4		3		0		0		8		5		5		5		1		1		2		1		1		0		2		2016年　他院就職1名　
　　　　育児1名
2015年　育児1名
2014年　結婚1名
　　　　病気・療養1名
2012年　夫の転勤1名
　　　　病気・療養1名 ネンタインシュウショクナイクジネンイクジナネンケッコンナビョウキリョウヨウナネンオットテンキンナビョウキリョウヨウナ		3		2		1		0		2		1		10		4		9		7		0		0		0		0		0		0		0		0		10		8		2		0		0		0		　内容：復帰支援（希望の勤務体制を考慮、やりがいのある仕事に復帰）
専門医取得の希望に応じて各種調整を行う
異動の際は夫の勤務場所を考慮
妊娠時・育児中の日当直、勤務時間等への配慮						医局案内のパンフレットに女性医師の項目を掲載しています。医局説明会、病院見学に来た際などには女性医師が持つ不安を解消するために説明を行っています。また、医局の女性医師と話をする時間を設けています。						育児しながら、フルタイムで勤務し、夜勤・当直業務も行っている				・ 今後は主任部長または相応する責任を負う役職に就くことになる
・ 時間がかかるかもしれないが家庭内でも相談を行いながら、そのような職
につく準備を進めてほしい		異動の際は夫の勤務場所を考慮
妊娠時・育児中の日当直、勤務時間等への配慮				院内保育園の定員が少ない（希望があっても入れない医師がおり、困りました）
病児保育（必須と思われます）
女性医師採用支援枠		※設問９のフルタイム勤務について，施設の状況にもよるが、日当直の回数や曜日など、かなりの融通をきかせている
 セツモンキンム

		麻酔科蘇生科 マスイカソセイ		115		51		64		44		38		26		12		68		5		0		21		14		8		8		18		18		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0				3		2		10		9		5		4		4		1		20		2		0		2		0		0		2		0		0		14		6		1		1		4		0		0		本人の希望を聞いて最大限勤務に融通を持たせるようにしている。 ホンニンキボウキサイダイゲンキンムユウヅウモ		未定 ミテイ				勤務に当たっては，本人の希望を尊重することを説明している。 キンムアホンニンキボウソンチョウセツメイ		未定 ミテイ				子育てをしながら常勤医として，診療，研究にあたっている医師が複数ある。 コソダジョウキンイシンリョウケンキュウイシフクスウ				医師としての責務を果たすこと。 イシセキムハ		子育て等の休業期間は経験年数から除外している。 コソダトウキュウギョウキカンケイケンネンスウジョガイ				託児所・保育所の絶対数が足りないので勤務の制限や困難をきたしている女性医師が多い．最近は病院に付設の保育所を持つところも増えたが，医師の異動の度に子供の託児施設のことを配慮する必要があり，異動に制約が大きい．大学病院の保育所は，病院職員でなくなったときには退去を求められるため，関連病院への異動を考慮すると利用しづらいという実態があります．
大学として，広仁会などの外郭団体が主体となって，勤務医の子弟のための託児所・保育所を運営してもらえるなら，勤務先の異動のたびに託児所・保育所を変えたり，探したりしないですむので，好都合です．実現のためには各病院付設の保育所を吸収するなどの方策も考慮して，女性医師支援という観点から，是非共同利用のできる託児保育施設の設置を望みます．		※設問９の時短勤務者は，9：00～16：00 セツモンジタンキンムシャ

		救急科 キュウキュウ		27		5		22		19		9		4		5		44		3		0		0		0		2		1		0		0		6		0		0		2		0		0		4		1		1		2		0		0		0		0		0		0		0		0		0		1		開業の後継
（大学は非常勤で継続）		0		0		0		0		4		1		3		0		4		0		0		0		0		0		2		1		0		0		1		1		0		0		0		0		当直，夜勤など工面が可能です。 トウチョクヤキンクメンカノウ						勧誘の場に女性医師（当科）も参加して具体的にお話しできるようにしています。 カンユウバジョセイイシトウカサンカグタイテキハナ						産休育休を経て院内保育を利用されている方がおられます。 サンキュウイクキュウヘインナイホイクリヨウカタ				男女特に変わらないと思います。 ダンジョトクカオモ		専門医研修中，出産に伴う６ケ月以内の休暇は，男女ともに１回まで研修期間にカウントできるようにしています。 センモンイケンシュウナカシュッサントモナツキイナイキュウカダンジョカイケンシュウキカン						※設問９のフルタイム勤務者について，復職当初は夜勤なし，2年後から夜勤ありのフルタイム セツモンキンムシャフクショクトウショヤキンネンノチヤキン

		血液内科 ケツエキナイカ		32		4		28		13		5		3		2		60		2		0		1		0		0		0		0		0		把握していない ハアク																														なし												0		0		1		0		0		0		5		1		5		1		0		0		0		0		0		0		0		0		1		1										・短時間の外来勤務のみでの非常勤雇用
・大学院への進学（ライフスタイルに合わせて休学可能）
（上記は女性医師に限らず，ライフスタイルに合わせて男性医師にも適用されるべきことと考える。） タンジカンガイライキンムヒジョウキンコヨウダイガクインシンガクアキュウガクカノウジョウキジョセイイシカギアダンセイイシテキヨウカンガ										○		育児を行いながら，フルタイムの教員として服務を全うしている。 イクジオコナキョウインフクムマット				女性であるということのみを理由に特別な要求を行うことは不適切と考える。 ジョセイリユウトクベツヨウキュウオコナフテキセツカンガ		男性・女性を問わず，ライフスタイルに合わせた配慮を行っている。 ダンセイジョセイトアハイリョオコナ

		呼吸器外科 コキュウキゲカ		90		10		80		11		26		7		19		27		3		0		1		1		0		0		2		2		1		1		1		2				0		1				0		2		2		2		3				1		0		0		0		0		0				0		0		0		0		3		1		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		2		1		2		0		0		2		0		0		カンファレンスを１８時までに終了する。 ジシュウリョウ		カンファレンス１７時半終了を考慮中 ジハンシュウリョウコウリョナカ				子育てしながらのキャリア継続可能 コソダケイゾクカノウ						子育てしながら専門医・博士号を取得する。 コソダセンモンイハカセゴウシュトク						妊娠している場合，本人の家庭状況を考慮する。 ニンシンバアイホンニンカテイジョウキョウコウリョ

		リウマチ・膠原病科 コウゲンビョウ		18		1		17		6		13		1		12		8		0		0		1		0		0		0		0		0		0		0		0		1		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		なし												0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0				勤務先の選定について意向に沿う。 キンムサキセンテイイコウソ								男性医師との差は全くない。 ダンセイイシサマッタ				○		社会性（男女問わず） シャカイセイダンジョト				○

		感染症科 カンセンショウカ		3		0		3		0

		腎臓内科		63		14		49		22		36		13		23		36		4		0		9		9		1		1		1		1		把握していない ハアク																														1		0		1		0		0		2016年　家庭の事情
2014年　出産 ネンカテイジジョウネンシュッサン		0		0		2		1		1		0		0		0		1												1								4		0		2		2		0		0		外来中心の勤務としています。 ガイライチュウシンキンム						外来中心の勤務ができることを伝えています。 ガイライチュウシンキンムツタ										特にありません トク				○		゛大学教育関連病院゛の定義がよくわかりませんでした。個人病院に医局派遣している場合など，人事について数年前のことは不明である場合も多く，十分答えられず申し訳ございませんでした。 ダイガクキョウイクカンレンビョウインテイギコジンビョウインイキョクハケンバアイジンジスウネンマエフメイバアイオオジュウブンコタモウワケ

		がん化学療法科 カガクリョウホウカ		2		0		2		0		2		0		2		0		0		0		1		0		1		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0				0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0																○						現在，女性医師がいないため配慮はしていないが，入った場合は配慮する。 ゲンザイジョセイイシハイリョハイバアイハイリョ

		病理診断科 ビョウリ		3		1		2		33		1		1		0		100		1		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0				1		0		1		0		0		0		0		0		2		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0				具体的には，本人の希望に従って配慮する。 グタイテキホンニンキボウシタガハイリョ				女性に優しい職場環境であることを強調する。 ジョセイヤサショクバカンキョウキョウチョウ						歯科医師のgeneral　pathologist　への転身 シカイシテンシン				特にない トク		育児に関する優遇を計画 イクジカンユウグウケイカク				特にない トク

		ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ科		10		1		9		10		3		0		3		0		0		0		1		1		0		0		0		0		2		1		1		1		0		0		1		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		1		0		0		家事に専念・開業（夫）の手伝い カジセンネンカイギョウオットテツダ		0		0		0		0		1		1		1		0		1		1		0		0		0		0		0		0		0		0		1		0		1		0		0		0		産休（１～3年），出産１年までの時短など，法律を守るようにしている。 サンキュウネンシュッサンネンジタンホウリツマモ						女性医師からの体験談を話してもらっている。 ジョセイイシタイケンダンハナシ						リハ学会でも取り上げられた。子ども２人いても診察できることを伝えています。 ガッカイトアコヒトシンサツツタ				人によって条件が異なるので，できるだけ意見を聞いて，法律内で調整します。 ヒトジョウケンコトイケンキホウリツナイチョウセイ				○		有給や特休，産休は医師の権利なので，周知したほうがよいと思います。また，この問いを含め労働管理を事務方でしてください。時間外の管理など，働けば請求できるものではありません。 ユウキュウトッキュウサンキュウイシケンリシュウチオモトフクロウドウカンリジムカタジカンガイカンリハタラセイキュウ

						532		2012						217		483																						18						14						17						16						19				18		12		7		13		8





診療科別医師数と専門医を目指す医師数

						専門医 センモンイ						専門医 センモンイ						専門医 センモンイ

				総診 ソウ						消内 ショウナイ						呼内 コナイ						内糖 ウチトウ						脳内 ノウナイ						循内 ジュンナイ						精神 セイシン						小児 ショウニ						一外 イチガイ						二外 ２ガイ						脳外 ノウゲカ						整形 セイケイ						形成 ケイセイ						皮膚 ヒフ						泌尿 ヒニョウ						眼科 ガンカ						耳鼻 ジビ						放診 ホウミ						放治 ホウ						産婦						麻酔 マスイ						救急 キュウキュウ						血内 ケツナイ						呼外 コガイ						リ膠 ニカワ						感染 カンセン						腎内 ジン						が化 カ						病理 ビョウリ						リハ

		女性 ジョセイ		5		3				56		37				53		7				27		13				23		9				20						21		4				55		20				5		3				14		5				8		0				11		3				3		1				29		19				2		1				31		9				10		2				28		5				3		0				41		21				51		26				5		4				4		3				10		7				1		1				0						14		13				0		0				1		1				1		0

		男性 ダンセイ		33		19				227		75				112		10				30		13				61		7				160						54		18				105		30				39		20				186		34				175		10				249		97				5		1				29		11				48		10				35		7				62		11				53		9				27		5				46		18				64		12				22		5				28		2				80		19				17		12				3						49		23				2		2				2		0				9		3

				男性 ダンセイ		女性 ジョセイ

		医師数 イシスウ		2012		532

		専門医 センモンイ		483		217





診療科別医師数と専門医を目指す医師数

		



医師数　　　女性　　　　男性

専門医を目指す医師数　　　　　女性　　　　男性

人

※女性医師支援センター運営委員会アンケート（診療科からの回答）

男性

女性

診療科別医師数と専門医を目指す医師数



所属年数と専門医取得状況

		



専門医

医師数

外側：医師数
内側：専門医取得を目指す医師数



過去５年専門医取得女性医師数と退職者数

				　【設問3】在籍女性医師経験別人数，専門医取得状況 セツモンザイセキジョセイイシケイケンベツニンズウセンモンイシュトクジョウキョウ

		診療科 シンリョウカ		～5年未満 ネンミマン		うち専門医取得者 センモンイシュトクシャ		5～10年 ネン		うち専門医取得者 センモンイシュトクシャ		10～15年 ネン		うち専門医取得者 センモンイシュトクシャ		15年以上 ネンイジョウ		うち専門医取得者 センモンイシュトクシャ

		総診 ソウシン		4		0		1		1		0		0		0		0

		消内 ショウナイ		6		0		18		0		3		3		10		5

		呼内 コナイナイ		14		5		13		12		9		8		17		11

		内糖		7		0		7		0		5		5		8		8

		脳内 ノウナイ		10		2		5		5		2		1		6		6

		循内 ジュンナイナイ		0		0		3		0		6		5		2		2

		精神 セイシン		1		0		5		1		6		5		9		8

		小児		15		0		11		11		12		11		17		17

		一外 イッガイ		7		0		11		1		12		8		14		11

		二外 ニガイ		1				4				3				6

		脳外 ノウゲ		0		0		2		1		0		0		6		6

		整形 セイケイ		2		0		1		0		1		1		2		2

		形成 ケイセイ		1		0		1		1		1		1		0		0

		皮膚		15		0		10				6		5		2		2

		泌尿		1		0		0		0		0		0		1		1

		眼科		17		0		24		18		4		4		18		18

		耳鼻 ジビ		2		0		0		0		5		5		3		3

		放診 ホウミ		7		0		7		5		1		1		13		13

		放治 ホウ		0		0		2		2		0		0		1		1

		産婦 サン		8		1		13		13		6		6		14		14

		麻酔 マスイ		5		0		21		14		8		8		18		18

		救急 キュウキュウ		3		0		0		0		2		1		0		0

		血内 ケツナイ		2		0		1		0		0		0		0		0

		呼外 コガイ		3		0		1		1		0		0		2		2

		リ膠 ニカワ		0		0		1		0		0		0		0		0

		感染 カンセン

		腎内		4		0		9		9		1		1		1		1

		が化 カ		0		0		1		0		1		0		0		0

		病理 ビョウリ		1		0		0		0		0		0		0		0

		リハ		0		0		1		1		0		0		0		0





過去５年専門医取得女性医師数と退職者数

		



～5年未満

うち専門医取得者

診療科所属後５年未満



退職者数と退職後勤務形態

		



5～10年

うち専門医取得者

診療科所属後５年以上１０年未満



復職

		



10～15年

うち専門医取得者

診療科所属後１０年以上１５年未満



		



15年以上

うち専門医取得者

診療科所属後１５年以上



														【設問5】専門医取得後退職理由 セツモンセンモンイシュトクノチタイショクリユウ

				2016		2015		2014		2013		2012		2016		2015		2014		2013		2012		理由 リユウ

		総診 ソウ		1		0		0		0		0		0		0		0		0		0

		消内 ショウナイ

		呼内 コナイナイ												1		5		1		4				2016年　その他
2015年　出産・育児３名
　　　　留学１名
　　　　開業１名
2014年　出産・育児
2013年　労働条件の不一致
　　　　（パート希望）１名
　　　　出産・育児３名 ネンタネンネンシュッサンイクジネン

		内糖												2		3		0		1		0		2016年　１名病気
　　　　１名他病院
2015年　１名妊娠
　　　　２名転居
2013年　１名妊娠 ネンネンネン

		脳内 ノウナイ		1		3		6		0		5		0		0		0		0		0

		循内 ジュンナイナイ												1		0		0		0		0		2016年　出産後，他大学へ ネン

		精神 セイシン												0		1		1		3		2		2015年　就職
2014年　不明
2013年　結婚，育児，夫の転勤
2012年　結婚，出産・育児 ネンシュウショクネンフメイネンネンケッコンシュッサンイクジ

		小児		6		2		3		6		3		6		2		2		2		3		2016年　家庭の事情（夫の転
　　　　勤）3名，結婚2名,
　　　　定年1名
2015年　家庭の事情1名，
　　　　定年1名
2014年　家庭の事情　2名
2013年　家庭の事情　2名
2012年　家庭の事情2名，
　　　　定年1名 ネンネンカテイジジョウメイテイネンメイネンナネンナネン

		一外 イチガイ		1		1		1		0		0

		二外 ニガイ												0		0		0		0		0

		脳外 ノウゲカ		0		1		0		0		0		0		0		0		0		0

		整形 セイケイ		0		0		0		0		1

		形成 ケイセイ		1		0		0		0		0		1		0		0		0		0		不明
（労働条件不一致？）

		皮膚		0		0		1		0		0

		泌尿		0		0		0		0		0

		眼科		1		2		2		3		6		2		0		0		3		0		2016年　出産・育児１名
　　　　病気療養1名
2013年　出産・育児1名
　　　　実家医院勤務1名
　　　　個人病院勤務1名
 ネンネン

		耳鼻 ジビ		0		0		1		0		2		1		0		0		0		0		2016年　開業 ネンカイギョウ

		放診 ホウミ		2		1		0		0		1		1		0		0		0		0		他県へ転出（結婚）

		放治 ホウ		0		0		2		0		0		0		0		0		0		0

		産婦 サンプ		3		4		0		5		1		2		1		2		0		2		2016年　他院就職1名　
　　　　育児1名
2015年　育児1名
2014年　結婚1名
　　　　病気・療養1名
2012年　夫の転勤1名
　　　　病気・療養1名 ネンタインシュウショクナイクジネンイクジナネンケッコンナビョウキリョウヨウナネンオットテンキンナビョウキリョウヨウナ

		麻酔 マスイ		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

		救急 キュウキュウ		0		0		1		0		0		0		0		0		0		1		開業の後継
（大学は非常勤で継続）

		血内 ケツナイ

		呼外 コガイ		1						2				0		0		0		0		0

		リ膠 ニカワ		0		0		0		0		0

		感染 カンセン

		腎内												1		0		1		0		0		2016年　家庭の事情
2014年　出産 ネンカテイジジョウネンシュッサン

		が化 カ		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

		病理 ビョウリ		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

		リハ		1		0		0		0		0		0		0		1		0		0		家事に専念・開業（夫）の手伝い カジセンネンカイギョウオットテツダ

														18		12		8		13		8

				2016		2015		2014		2013		2012

		取得者数 シュトクシャスウ		18		14		17		16		19

		退職者数 タイショクシャスウ		18		12		8		13		8		59

		理由別 リユウベツ																合計 ゴウケイ

		出産・育児 シュッサンイクジ		6		1		2		2		2		2		1		16

		留学 リュウガク		1														1

		開業 カイギョウ		1		1		1		1								4

		労働条件の不一致（パート希望） ロウドウジョウケンフイッチキボウ		1														1

		病気 ビョウキ		1		1		2										4

		転居 テンキョ		2														2

		他病院 タビョウイン		1		1		1										3

		出産後に他大学へ シュッサンゴタダイガク		1														1

		夫の転勤 オットテンキン		1		3		1										5

		結婚 ケッコン		2		2		1		1								6

		定年 テイネン		3														3

		家庭の事情 カテイジジョウ		7		1												8

		家事専念 カジセンネン		1														1

		その他（不明） タフメイ		1		1		1										3

		就職 シュウショク		1														1

		合計 ゴウケイ		30		11		9		4		2		2		1		59





		



退職理由別割合



		



人

年

退職者数

取得者数

専門医取得後に退職した女性医師数
※把握していない診療科もあり

12

8

13

8



				【設問6】2012～16　在籍期間別退職者数，うち女性 セツモンタイショクシャスウジョセイ																								　　【設問7】退職後の勤務形態別人数　１男　２女 セツモンタイショクノチキンムケイタイベツニンズウオトコオンナ

		診療科 シンリョウカ		～5年未満 ネンミマン		５年未満女性 ネンミマンジョセイ		５年未満男性 ネンミマンダンセイ		5～10年 ネン		５～１０年女性 ネンジョセイ		５～１０年男性 ネンダンセイ		10～15年 ネン		１０年～１５年女性 ネンネンジョセイ		１０年～１５年男性 ネンネンダンセイ		15年以上 ネンイジョウ		１５年以上女性 ネンイジョウジョセイ		１５年以上男性 ネンイジョウダンセイ		常勤(男性） ジョウキンダンセイ		常勤（女性） ジョウキンジョセイ		時短ｱﾙﾊﾞｲﾄ（男性） ジタンダンセイ		時短ｱﾙﾊﾞｲﾄ（女性） ジタンジョセイ		休職（男性） キュウショクダンセイ		休職（女性） キュウショクジョセイ		開業（男性） カイギョウダンセイ		開業（女性） カイギョウジョセイ		不明（男性） フメイダンセイ		不明（女性） フメイジョセイ

		総診 ソウ		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

		消内 ショウナイ		4		4		0		4		4		0		0		0		0		19		0		19		0		0		1		2		1		3		9		0		8		3

		呼内 コナイナイ		1		1		0		10		6		4		6		4		2		8		1		7		3		1		1		2		0		5		12		1		9		3

		内糖		3		2		1		3		2		1		4		4		0		6		3		3		4		1		0		4		0		1		1		0		0		5

		脳内 ノウナイ		0		0		0		2		1		1		0		0		0		4		0		4		2		0		0		0		0		1		2		0		1		0

		循内 ジュンナイナイ		0		0		0		4		2		2		3		0		3		3		0		3		2		0		0		2		0		0		6		0		0		0

		精神 セイシン		0		0		0		9		3		6		8		3		5		8		1		7		18		7		0		0		0		1		5		0		0		0

		小児		4		4		0		10		4		6		8		4		4		16		3		13		3		1		3		8		0		3		17		0		0		3

		一外 イチガイ		0		0		0		1		1		0		2		0		2		0		0		0		2		1		0		0		0		0		0		0		0		0

		二外 ニガイ		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

		脳外 ノウゲカ		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

		整形 セイケイ		0		0		0		0		0		0		2		0		2		3		0		3		3		0		0		0		0		0		2		0		0		0

		形成 ケイセイ		1		1		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		1		0		0		0		0		0		0

		皮膚		1		1		0		2		2		0		0		0		0		0		0		0		0		3		0		0		0		0		0		0		0		0

		泌尿		1		1		0		1		0		1		0		0		0		0		0		0		1		1		0		0		0		0		0		0		0		0

		眼科		2		1		1		4		3		1		7		1		6		11		4		7		9		15		0		1		0		0		8		0		1		0

		耳鼻 ジビ		0		0		0		1		0		1		0		0		0		4		1		3		1		0		0		0		0		0		3		1		0		0

		放診 ホウミ		1		1		0		1		1		0		0		0		0		0		0		0		0		2		0		0		0		0		0		0		0		0

		放治 ホウ		1		1		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		1		0		0		0		0

		産婦 サンプ		3		2		1		1		0		1		2		1		1		10		4		6		9		7		0		0		0		0		0		0		0		0

		麻酔 マスイ		3		2		1		10		9		1		5		4		1		4		1		3		20		2		0		2		0		0		2		0		0		14

		救急 キュウキュウ		0		0		0		0		0		0		4		1		3		3		0		3		4		0		0		0		0		0		2		1		0		0

		血内 ケツナイ		0		0		0		1		0		1		0		0		0		5		1		4		5		1		0		0		0		0		0		0		0		0

		呼外 コガイ		0		0		0		0		0		0		3		1		2		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		2		1

		リ膠 ニカワ		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

		感染 カンセン

		腎内		0		0		0		2		1		1		1		0		1		0		0		0		1												1

		が化 カ		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

		病理 ビョウリ		1		0		1		1		0		1		0		0		0		0		0		0		2		0		0		0		0		0		0		0		0		0

		リハ		0		0		0		0		0		0		1		1		0		1		0		1		1		1		0		0		0		0		0		0		0		0

																												90		43		5		22		1		15		70		3		21		29

																												常勤 ジョウキン		時短ｱﾙﾊﾞｲﾄ ジタン		休職 キュウショク		開業 カイギョウ		不明 フメイ

																										男性 ダンセイ		90		5		1		70		21

																										女性 ジョセイ		43		22		15		3		29





		



※グラフ内数字は、人数，色別年数は，診療科等所属年数

５年未満女性

５年未満男性

５～１０年女性

５～１０年男性

１０年～１５年女性

１０年～１５年男性

１５年以上女性

１５年以上男性



		



女性

男性

診療科等を退職後の勤務形態
（男性：外側，女性：内側）



				【設問8】 セツモン		【設問9】復職時の勤務形態別数 セツモンフクショクトキキンムケイタイベツスウ

		診療科 シンリョウカ		復職女性 フクショクジョセイ		フルタイム		夜免除 ヨルメンジョ		時短 ジタン		院生 インセイ		その他 タ

		総診 ソウ		0		0		0		0		0		0

		消内 ショウナイ		5		0		0		3		2		0

		呼内 コナイナイ		10		0		3		0		1		6

		内糖		5		0		1		2		0		2

		脳内 ノウナイ		5		0		1		3		1		0

		循内 ジュンナイナイ		2

		精神 セイシン		3		1		0		2		0		0

		小児		10		0		5		2		3		0

		一外 イチガイ		3		2		1		0		0		0

		二外 ニガイ		4		3		0		1		0		0

		脳外 ノウゲカ		1		0		0		1		0		0

		整形 セイケイ		0		0		0		0		0		0

		形成 ケイセイ		1		1		0		0		0		0

		皮膚		12		4		0		6		2		0

		泌尿		0		0		0		0		0		0

		眼科		4		3		0		1		0		0

		耳鼻 ジビ		4		2		1		1		0		0

		放診 ホウミ		5		0		0		5		0		0

		放治 ホウ		0		0		0		0		0		0

		産婦 サンプ		10		8		2		0		0		0

		麻酔 マスイ		6		1		1		4		0		0

		救急 キュウキュウ		1		1		0		0		0		0

		血内 ケツナイ		1		1

		呼外 コガイ		2		0		0		2		0		0

		リ膠 ニカワ		0		0		0		0		0		0

		感染 カンセン

		腎内		4		0		2		2		0		0

		が化 カ		0		0		0		0		0		0

		病理 ビョウリ		0		0		0		0		0		0

		リハ		1		0		1		0		0		0

						27		18		35		9		8





		



復職女性



		








Graph1

		常勤		常勤

		時短ｱﾙﾊﾞｲﾄ		時短ｱﾙﾊﾞｲﾄ

		休職		休職

		開業		開業

		不明		不明



女性

男性

診療科等を退職後の勤務形態
（男性：外側，女性：内側）

43

90

22

5

15

1

3

70

29

21



全診療科データ（集計）元

		診療科 シンリョウカ		診療科長名 シンリョウカチョウナ		記入者 キニュウシャ		【設問１】医師数 セツモンイシ						【設問2】専門医を目指す者 セツモンセンモンイメザモノ						　【設問3】在籍女性医師経験別人数，専門医取得状況 セツモンザイセキジョセイイシケイケンベツニンズウセンモンイシュトクジョウキョウ																　　　　　【設問4】年度別専門医取得医師，同女性医師，うち女性 セツモンネンドベツセンモンイシュトクイシドウジョセイイシジョセイ																														【設問5】専門医取得後退職理由 セツモンセンモンイシュトクノチタイショクリユウ												【設問6】2012～16　在籍期間別退職者数，うち女性 セツモンタイショクシャスウジョセイ																　　【設問7】退職後の勤務形態別人数　１男　２女 セツモンタイショクノチキンムケイタイベツニンズウオトコオンナ																				【設問8】 セツモン		【設問9】復職時の勤務形態別数 セツモンフクショクトキキンムケイタイベツスウ										【設問10】キャリア継続の工夫 セツモンケイゾククフウ						【設問11】レジデント勧誘の工夫 セツモンカンユウクフウ						【設問12】モデルケース セツモン				【設問13】人事上 セツモンジンジジョウ		【設問14】男女参画への配慮 セツモンダンジョサンカクハイリョ				【設問15】人事上　　 セツモンジンジジョウ

								医師総数 イシソウスウ		うち女性 ジョセイ		％		総数 ソウスウ		うち女性 ジョセイ		％		～5年未満 ネンミマン		うち専門医 センモンイ		5～10年 ネン		うち専門医 センモンイ		10～15年 ネン		うち専門医 センモンイ		15年以上 ネンイジョウ		うち専門医 センモンイ		2016		女性 ジョセイ		在籍 ザイセキ		2015		女性 ジョセイ		在籍 ザイセキ		2014		女性 ジョセイ		在籍 ザイセキ		2013		女性 ジョセイ		在籍 ザイセキ		2012		女性 ジョセイ		在籍 ザイセキ		2016		2015		2014		2013		2012		理由 リユウ		～5年未満 ネンミマン		女性 ジョセイ		5～10年 ネン		女性 ジョセイ		10～15年 ネン		女性 ジョセイ		15年以上 ネンイジョウ		女性 ジョセイ		常勤1 ジョウキン		常勤2 ジョウキン		時短1 ジタン		時短2 ジタン		休職1 キュウショク		休職2 キュウショク		開業1 カイギョウ		開業2 カイギョウ		不明1 フメイ		不明2 フメイ		復職女性 フクショクジョセイ		フル		夜免除 ヨルメンジョ		時短 ジタン		院生 インセイ		その他 タ		している		する予定 ヨテイ		なし		あり		する予定 ヨテイ		なし		いる		いない		女性医師に求めること ジョセイイシモト		している		いない		意見・要望 イケンヨウボウ

		総合診療科 ソウゴウ		田妻　進 タツマススム		菅野　啓司 スガノケイジ		38		5		13		22		3		14		4		0		1		1		0		0		0		0		2		1		1		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0				0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		個別にヒアリングを行い配慮をおこなっている。 コベツオコナハイリョ										○				○		特になし トク				○		アンケートの簡略化 カンリャクカ

		第一内科 ダイイチ		茶山　一彰 チャヤマイチアキラ		茶山　一彰 チャヤマイチアキラ		283		56		20		112		37		33		6		0		18		0		3		3		10		5		未記入 ミキニュウ																																										4		4		4		4		0		0		19		0		0		0		1		2		1		3		9		0		8		3		5		0		0		3		2		0						○						○				○		女性医師に限定したものはなし ジョセイイシゲンテイ				○		なし

		呼吸器内科 コキュウキ		服部　登 ハットリノボル		藤高　一慶 フジタカ１		165		53		32		17		7		41		14		5		13		12		9		8		17		11		不明 フメイ																														1		5		1		4		不明 フメイ		2016年　その他
2015年　出産・育児３名
　　　　留学１名
　　　　開業１名
2014年　出産・育児
2013年　労働条件の不一致
　　　　（パート希望）１名
　　　　出産・育児３名 ネンタネンネンシュッサンイクジネン		1		1		10		6		6		4		8		1		3		1		1		2		0		5		12		1		9		3		10		0		3		0		1		6		当直・待機の免除 トウチョクタイキメンジョ						出産・育児中また復職について相談可能な教室であることをアピールしている。 シュッサンイクジナカフクショクソウダンカノウキョウシツ						育児をしながら，家族の協力の下，フルタイム（当直有）で勤務しているケース イクジカゾクキョウリョクシタトウチョクアリキンム				特になし トク				○		今回のアンケート（後ろ向き）は一部把握できていない情報もあるため，女性医師個別にアンケートされるのも一考かと思いました。 コンカイウシムイチブハアクジョウホウジョセイイシコベツイッコウオモ		※設問６は，2013～2016年度分を集計 セツモンネンドブンシュウケイ

		内分泌・糖尿病内科		米田　真康 ヨネダマサヤス		米田　真康 ヨネダマサヤス		57		27		47		26		13		50		7		0		7		0		5		5		8		8		記録なし キロク																														2		3		0		1		0		2016年　１名病気
　　　　１名他病院
2015年　１名妊娠
　　　　２名転居
2013年　１名妊娠 ネンネンネン		3		2		3		2		4		4		6		3		4		1		0		4		0		1		1		0		0		5		5		0		1		2		0		2		非常勤の勤務や夕方の早い時間に終了できる検診などの仕事を用意している。 ヒジョウキンキンムユウガタハヤジカンシュウリョウケンシンシゴトヨウイ						過去の事例，先輩女性医師の方などを紹介する。 カコジレイセンパイジョセイイシカタショウカイ						産休・育休後に常勤に復帰し，今では教育病院の部長 サンキュウイクキュウノチジョウキンフッキイマキョウイクビョウインブチョウ				常勤でも非常勤でもいいので，とにかく復職を！！ ジョウキンヒジョウキンフクショク				○		医局でこのようなデータを記録していないので，大変しんどいアンケートでした。どこの医局も毎年データを残しているのでしょうか。 イキョクキロクタイヘンイキョクマイトシノコ		※設問９のその他は非常勤 セツモンタヒジョウキン

		第三内科 ダイサン		丸山　博文		永野　義人 ナガノギヒト		84		23		27		16		9		56		10		2		5		5		2		1		6		6		9		1		0		12		3		1		16		6		6		12		0		0		13		5		5		0		0		0		0		0				0		0		2		1		0		0		4		0		2		0		0		0		0		1		2		0		1		0		5		0		1		3		1		0		産休・育休をとる女性医師に対して勤務条件が合うように勤務先とも調整しサポートを行っている。 サンキュウイクキュウジョセイイシタイキンムジョウケンアキンムサキチョウセイオコナ						女性医師の入局が多いこと，勤務条件に関して配慮していることを入局説明会で説明を行うとともに，HP上に女性医会のページを作成し，公開している。 ジョセイイシニュウキョクオオキンムジョウケンカンハイリョニュウキョクセツメイカイセツメイオコナウエジョセイイカイサクセイコウカイ						市中病院において，産休・育休をとりながら常勤として勤務している女性医師が数名おり，それぞれのライフスタイル合せて勤務体制をとっている。 シチュウビョウインサンキュウイクキュウジョウキンキンムジョセイイシスウメイアワキンムタイセイ				特になし トク		勤務条件に関して本人の希望を聴取した上で勤務地を決めており，専門医取得に配慮を行っている。 キンムジョウケンカンホンニンキボウチョウシュウエキンムチキセンモンイシュトクハイリョオコナ				特になし トク

		循環器内科 ジュンカンキ		木原　康樹 キハラヤスキ		山本　秀也 ヤマモトヒデヤ		180		20		11		未記入 ミキニュウ						0		0		3		0		6		5		2		2		不明 フメイ																														1		0		0		0		0		2016年　出産後，他大学へ ネン		0		0		4		2		3		0		3		0		2		0		0		2		0		0		6		0		0		0		2		記入なし キニュウ										○										○		結婚・出産後，総合病院で常勤として勤務している。主に外来勤務。 ケッコンシュッサンノチソウゴウビョウインジョウキンキンムオモガイライキンム				なし						なし

		精神科神経科 セイシンカ		岡本　泰昌 オカモトヤスシ		町野　彰彦 マチノアキヒコ		75		21		28		22		4		18		1		0		5		1		6		5		9		8		把握していない ハアク																														0		1		1		3		2		2015年　就職
2014年　不明
2013年　結婚，育児，夫の転勤
2012年　結婚，出産・育児 ネンシュウショクネンフメイネンネンケッコンシュッサンイクジ		0		0		9		3		8		3		8		1		18		7		0		0		0		1		5		0		0		0		3		1		0		2		0		0		本人の条件に合せて配慮している。 ホンニンジョウケンアワハイリョ						配慮するということを伝えている。 ハイリョツタ		未定 ミテイ				そのような人は，出産・育児において周囲の援助が受けられる人であり，援助がない人は困難。 ヒトシュッサンイクジシュウイエンジョウヒトエンジョヒトコンナン				どのような形でもよいから，退職しないでキャリアを続けて欲しい。 カタチタイショクツヅホ		男性女性を問わず，家庭の事情にはできる限り配慮している。 ダンセイジョセイトカテイジジョウカギハイリョ				このアンケートがどのように役に立つのか，是非とも教えて欲しい。 ヤクタゼヒオシホ

		小児科		小林　正夫 コバヤシマサオ		川口　浩史 カワグチヒロシフミ		160		55		34		50		20		40		15		0		11		11		12		11		17		17		9		6		5		8		2		2		10		3		3		10		6		5		7		3		3		6		2		2		2		3		2016年　家庭の事情（夫の転
　　　　勤）3名，結婚2名,
　　　　定年1名
2015年　家庭の事情1名，
　　　　定年1名
2014年　家庭の事情　2名
2013年　家庭の事情　2名
2012年　家庭の事情2名，
　　　　定年1名 ネンネンカテイジジョウメイテイネンメイネンナネンナネン		4		4		10		4		8		4		16		3		3		1		3		8		0		3		17		0		0		3		10		0		5		2		3		0		勤務病院・勤務内容(当直免除など)について配慮している。 キンムビョウインキンムナイヨウトウチョクメンジョハイリョ						配偶者との勤務病院について配慮している。 ハイグウシャキンムビョウインハイリョ						職歴・研究歴：初期研修→専門医研修→大学院・サブスペシャリティ取得
家庭：大学院在籍中に結婚・出産・育児休暇取得あり				勤務の休止期間を短くし、少しずつでも勤務を継続すること		出産育児による研修の休止に関しては、研修休止が6か月までであれば、休止期間以外での規定の症例経験がなされていると判断される場合には、3年間の専攻医研修終了を認める。				院内保育園の定員増加・優先的入園、ベビーシッターの斡旋、複数主治医制導入の促進を希望いたします。

		第一外科 ダイイチ		末田　泰二郎 スエダタイジロウ		末田・栗原 スエダクリハラ		44		5		11		23		3		13		7		0		11		1		12		8		14		11		37		1		3		35		1		2		36		1		1		34		0		0		33		0		0														0		0		1		1		2		0		0		0		2		1		0		0		0		0		0		0		0		0		3		2		1		0		0		0		当直免除など トウチョクメンジョ				○				女性も活躍できる科をアピール ジョセイカツヤクカ				○				女性としての強みを診療に生かしていただければ ジョセイツヨシンリョウイ				○

		第二外科 ダイニ		大段　秀樹 ダイダンヒデキ		田邊　和照 タナベカズテル		200		14		7		39		5		13		1				4				3				6				把握していない ハアク																														0		0		0		0		0				0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		4		3		0		1		0		0		相談の上，柔軟に対応している。 ソウダンウエジュウナンタイオウ						できるだけ，女性医師から実情など話してもらう機会をもつ。 ジョセイイシジツジョウハナキカイ						特別なケースはありません。→ トクベツ		○		女性医師だからということはありません。 ジョセイイシ		妊娠・出産などの際には人事配置などの配慮を行います。 ニンシンシュッサンサイジンジハイチハイリョオコナ

		脳神経外科 ノウシンケイ		栗栖　薫 クリスカオル		栗栖　薫 クリスカオル		183		8		4		10		0		0		0		0		2		1		0		0		6		6		0		0		0		3		1		1		5		0		0		4		0		1		1		0		0		0		0		0		0		0				0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		1		0		0		1		0		0		実情に合わせて休職，部分復帰など。また，急性期からやや亜急性期や慢性期の施設での研修や勤務を考慮 ジツジョウアキュウショクブブンフッキキュウセイキアキュウセイキマンセイキシセツケンシュウキンムコウリョ						入局説明会で，相談に応じている。 ニュウキョクセツメイカイソウダンオウ						第一線の臨床医から、厚労省の役人になったS57年卒。専門医、学位あり。
第一線の急性期病院から亜急性期、あるいはリハビリ等、NST指導等、日本脳神経外科女医会の副会長を歴任、一時期4年制女子総合大学の栄養学科の教授を務めた。S57年卒。専門医、学位あり。
第一線の急性期病院で、ずっと急患、手術に没頭している。H5年卒。専門医あり。
第一線の急性期から帰局、大学院生の時に結婚妊娠出産。亜急性期、リハビリを経験して、行政の領域へ。保健所勤務。H10年卒。専門医、学位あり。
第一線の急性期から帰局、出張。社会人大学院生～学位取得。専門医。今も急性期病院に勤務。H11年卒。				家庭と勤務の両立が理想。ただし，妊娠出産子育てを優先。その後の復帰のプロセスをサポートする。 カテイキンムリョウリツリソウニンシンシュッサンコソダユウセンゴフッキ				○		女性医師の場合、色々とキャリアを取りうるので、柔軟的な対応が必要と考えます。選択肢は多いほうが良い。

		整形外科 セイケイ		安達　伸生		田中　信弘 タナカノブヒロ		260		11		4		100		3		3		2		0		1		0		1		1		2		2		4		0		0		6		0		0		7		0		0		8		0		0		5		1		1		なし												0		0		0		0		2		0		3		0		3		0		0		0		0		0		2		0		0		0		0		0		0		0		0		0						○		入局説明会 ニュウキョクセツメイカイ						子どもがいるが常勤で働いている。 コジョウキンハタラ								○		特になし トク

		形成外科 ケイセイ		横田　和典 ヨコタカズノリ		横田　和典 ヨコタカズノリ		8		3		38		2		1		50		1		0		1		1		1		1		0		0		1		1		1		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		1		0		0		0		0		不明
（労働条件不一致？）		1		1		0		0		0		0		0		0		0		0		0		1		0		0		0		0		0		0		1		1		0		0		0		0		個々と面談を行い，個人の環境に合った就業形態を考える ココメンダンオコナコジンカンキョウアシュウギョウケイタイカンガ										○		結婚，出産，子育て，仕事を経験，継続している。 ケッコンシュッサンコソダシゴトケイケンケイゾク				なし				○		なし

		皮膚科		秀　道広 ヒデミチヒロ		菅　崇暢 スガタカノブ		58		29		50		30		19		63		15		0		10				6		5		2		2		1		0		0		1		0		0		2		1		1		0		0		0		0		0		0		なし												1		1		2		2		0		0		0		0		0		3		0		0		0		0		0		0		0		0		12		4		0		6		2		0		関連病院にフルタイムで復帰した女性医師に対して，子供の急病などで勤務から離れる場合などは，大学病院勤務の女性医師によるバックアップ体制を整えている。 カンレンビョウインフッキジョセイイシタイコドモキュウビョウキンムハナバアイダイガクビョウインキンムジョセイイシタイセイトトノ						年に2回の入局説明会を行い，先輩医師のキャリアなどについての情報提供をしている。 ネンカイニュウキョクセツメイカイオコナセンパイイシジョウホウテイキョウ						・男性医師と同様に勤務し，専門医を取得後，関連病院の部長として勤務している女性医師は増えてきている。
・妊娠出産を経て，時短勤務をしつつ，大学病院で外来枠を担当されている先生もいる。
・関連病院でフルタイムで復帰されている先生もいる。 ダンセイイシドウヨウキンムセンモンイシュトクノチカンレンビョウインブチョウキンムジョセイイシフニンシンシュッサンヘジタンキンムダイガクビョウインガイライワクタントウセンセイカンレンビョウインフッキセンセイ				目先の利益にとらわれず，長い目でのキャリアアップと組織全体の向上を考えられる視点。 メサキリエキナガメソシキゼンタイコウジョウカンガシテン		妊娠・出産を経ても，専門医を取得できる条件を満たせるように勤務形態を配慮している。 ニンシンシュッサンヘセンモンイシュトクジョウケンミキンムケイタイハイリョ

		泌尿器科		松原　昭郎 マツバラアキロウ		上野　剛志 ウエノタケシシ		50		2		4		11		1		9		1		0		0		0		0		0		1		1		1		0		0		4		0		0		2		0		0		1		0		0		2		0		0		なし												1		1		1		0		0		0		0		0		1		1		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0						○						○				○		なし				○		特になし トク

		眼科		木内　良明 キウチヨシアキ		千崎　かしば センザキ		66		31		47		16		9		56		17		0		24		18		4		4		18		18		2		1		1		3		2		2		4		2		2		5		3		3		6		6		6		2		0		0		3		0		2016年　出産・育児１名
　　　　病気療養1名
2013年　出産・育児1名
　　　　実家医院勤務1名
　　　　個人病院勤務1名
 ネンネン		2		1		4		3		7		1		11		4		9		15		0		1		0		0		8		0		1		0		4		3		0		1		0		0		当直，急患対応の免除等 トウチョクキュウカンタイオウメンジョトウ						入局説明会にて女性医師のライフワークを先輩ママから話してもらう。 ニュウキョクセツメイカイジョセイイシセンパイハナ						常勤勤務から出産・育休を経て非常勤勤務の後に常勤。常勤勤務から出産で退職後，非常勤務を経て常勤。 ジョウキンキンムシュッサンイクキュウヘヒジョウキンキンムノチジョウキンジョウキンキンムシュッサンタイショクノチヒジョウキンムヘジョウキン												※設問９の時短勤務者は，9：00～13：00 セツモンジタンキンムシャ

		耳鼻咽喉科 ジビインコウ		平川　勝洋 ヒラカワカツヨウ		井門　廉太郎 イモンレンタロウ		72		10		14		13		2		15		2		0		0		0		5		5		3		3		3		0		0		2		0		0		3		1		1		4		0		0		4		2		2		1		0		0		0		0		2016年　開業 ネンカイギョウ		0		0		1		0		0		0		4		1		1		0		0		0		0		0		3		1		0		0		4		2		1		1		0		0		当直の免除，勤務先の変更 トウチョクメンジョキンムサキヘンコウ										○		子どもを育てながら常勤で働いている。 コソダジョウキンハタラ				可能であれば仕事を続けて欲しい。 カノウシゴトツヅホ				○

		放射線診断科 ホウシャセンシンダン		粟井　和夫 アワイカズオ		飯田　慎 イイダシン		81		28		35		14		5		36		7		0		7		5		1		1		13		13		3		2		1		3		1		0		0		0		0		0		0		0		1		1		0		1		0		0		0		0		他県へ転出（結婚）		1		1		1		1		0		0		0		0		0		2		0		0		0		0		0		0		0		0		5		0		0		5		0		0		短時間でも読影業務できる勤務場所を確保し，常に情報提供をしている。 タンジカンドクエイギョウムキンムバショカクホツネジョウホウテイキョウ										男女で同じ勧誘をしている。希望者には，女性医師（育休中等）との談話を設ける。 ダンジョオナカンユウキボウシャジョセイイシイクキュウナカトウダンワモウ		育休，産休と継続しつつ，放射線診断専門医を取得した。 イクキュウサンキュウケイゾクホウシャセンシンダンセンモンイシュトク				短時間でもよいので働き続けること。 タンジカンハタラツヅ				個々のケースに対応できる体制をとっている。 ココタイオウタイセイ

		放射線治療科 ホウシャセンチリョウ		永田　靖 ナガタヤスシ		永田　靖 ナガタヤスシ		30		3		10		5		0		0		0		0		2		2		0		0		1		1		1		0		0		0		0		0		2		2		1		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0				1		1		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		1		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0				現在，学会で検討中 ゲンザイガッカイケントウナカ				女性医師の茶話会 ジョセイイシサワカイ								○		ワークライフバランス		子育て支援 コソダシエン				特になし トク

		産科婦人科 サンカ		工藤　美樹 クドウヨシキ		平田英司・田中教文 ヒラタヒデシタナカノリフミ		87		41		47		39		21		54		8		1		13		13		6		6		14		14		5		3		3		8		4		4		3		0		0		8		5		5		5		1		1		2		1		1		0		2		2016年　他院就職1名　
　　　　育児1名
2015年　育児1名
2014年　結婚1名
　　　　病気・療養1名
2012年　夫の転勤1名
　　　　病気・療養1名 ネンタインシュウショクナイクジネンイクジナネンケッコンナビョウキリョウヨウナネンオットテンキンナビョウキリョウヨウナ		3		2		1		0		2		1		10		4		9		7		0		0		0		0		0		0		0		0		10		8		2		0		0		0		　内容：復帰支援（希望の勤務体制を考慮、やりがいのある仕事に復帰）
専門医取得の希望に応じて各種調整を行う
異動の際は夫の勤務場所を考慮
妊娠時・育児中の日当直、勤務時間等への配慮						医局案内のパンフレットに女性医師の項目を掲載しています。医局説明会、病院見学に来た際などには女性医師が持つ不安を解消するために説明を行っています。また、医局の女性医師と話をする時間を設けています。						育児しながら、フルタイムで勤務し、夜勤・当直業務も行っている				・ 今後は主任部長または相応する責任を負う役職に就くことになる
・ 時間がかかるかもしれないが家庭内でも相談を行いながら、そのような職
につく準備を進めてほしい		異動の際は夫の勤務場所を考慮
妊娠時・育児中の日当直、勤務時間等への配慮				院内保育園の定員が少ない（希望があっても入れない医師がおり、困りました）
病児保育（必須と思われます）
女性医師採用支援枠		※設問９のフルタイム勤務について，施設の状況にもよるが、日当直の回数や曜日など、かなりの融通をきかせている
 セツモンキンム

		麻酔科蘇生科 マスイカソセイ		河本　昌志 コウモトマサシ		河本　昌志 コウモトマサシ		115		51		44		38		26		68		5		0		21		14		8		8		18		18		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0				3		2		10		9		5		4		4		1		20		2		0		2		0		0		2		0		0		14		6		1		1		4		0		0		本人の希望を聞いて最大限勤務に融通を持たせるようにしている。 ホンニンキボウキサイダイゲンキンムユウヅウモ		未定 ミテイ				勤務に当たっては，本人の希望を尊重することを説明している。 キンムアホンニンキボウソンチョウセツメイ		未定 ミテイ				子育てをしながら常勤医として，診療，研究にあたっている医師が複数ある。 コソダジョウキンイシンリョウケンキュウイシフクスウ				医師としての責務を果たすこと。 イシセキムハ		子育て等の休業期間は経験年数から除外している。 コソダトウキュウギョウキカンケイケンネンスウジョガイ				託児所・保育所の絶対数が足りないので勤務の制限や困難をきたしている女性医師が多い．最近は病院に付設の保育所を持つところも増えたが，医師の異動の度に子供の託児施設のことを配慮する必要があり，異動に制約が大きい．大学病院の保育所は，病院職員でなくなったときには退去を求められるため，関連病院への異動を考慮すると利用しづらいという実態があります．
大学として，広仁会などの外郭団体が主体となって，勤務医の子弟のための託児所・保育所を運営してもらえるなら，勤務先の異動のたびに託児所・保育所を変えたり，探したりしないですむので，好都合です．実現のためには各病院付設の保育所を吸収するなどの方策も考慮して，女性医師支援という観点から，是非共同利用のできる託児保育施設の設置を望みます．		※設問９の時短勤務者は，9：00～16：00 セツモンジタンキンムシャ

		救急科 キュウキュウ		志馬　伸朗		田邊　優子 タナベユウコ		27		5		19		9		4		44		3		0		0		0		2		1		0		0		6		0		0		2		0		0		4		1		1		2		0		0		0		0		0		0		0		0		0		1		開業の後継
（大学は非常勤で継続）		0		0		0		0		4		1		3		0		4		0		0		0		0		0		2		1		0		0		1		1		0		0		0		0		当直，夜勤など工面が可能です。 トウチョクヤキンクメンカノウ						勧誘の場に女性医師（当科）も参加して具体的にお話しできるようにしています。 カンユウバジョセイイシトウカサンカグタイテキハナ						産休育休を経て院内保育を利用されている方がおられます。 サンキュウイクキュウヘインナイホイクリヨウカタ				男女特に変わらないと思います。 ダンジョトクカオモ		専門医研修中，出産に伴う６ケ月以内の休暇は，男女ともに１回まで研修期間にカウントできるようにしています。 センモンイケンシュウナカシュッサントモナツキイナイキュウカダンジョカイケンシュウキカン						※設問９のフルタイム勤務者について，復職当初は夜勤なし，2年後から夜勤ありのフルタイム セツモンキンムシャフクショクトウショヤキンネンノチヤキン

		血液内科 ケツエキナイカ		一戸　辰夫 イチノヘタツオ		一戸　辰夫 イチノヘタツオ		32		4		13		5		3		60		2		0		1		0		0		0		0		0		把握していない ハアク																														なし												0		0		1		0		0		0		5		1		5		1		0		0		0		0		0		0		0		0		1		1										・短時間の外来勤務のみでの非常勤雇用
・大学院への進学（ライフスタイルに合わせて休学可能）
（上記は女性医師に限らず，ライフスタイルに合わせて男性医師にも適用されるべきことと考える。） タンジカンガイライキンムヒジョウキンコヨウダイガクインシンガクアキュウガクカノウジョウキジョセイイシカギアダンセイイシテキヨウカンガ										○		育児を行いながら，フルタイムの教員として服務を全うしている。 イクジオコナキョウインフクムマット				女性であるということのみを理由に特別な要求を行うことは不適切と考える。 ジョセイリユウトクベツヨウキュウオコナフテキセツカンガ		男性・女性を問わず，ライフスタイルに合わせた配慮を行っている。 ダンセイジョセイトアハイリョオコナ

		呼吸器外科 コキュウキゲカ		岡田　守人 オカダモリト		桝本　法生 マスモトホウナマ		90		10		11		26		7		27		3		0		1		1		0		0		2		2		1		1		1		2				0		1				0		2		2		2		3				1		0		0		0		0		0				0		0		0		0		3		1		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		2		1		2		0		0		2		0		0		カンファレンスを１８時までに終了する。 ジシュウリョウ		カンファレンス１７時半終了を考慮中 ジハンシュウリョウコウリョナカ				子育てしながらのキャリア継続可能 コソダケイゾクカノウ						子育てしながら専門医・博士号を取得する。 コソダセンモンイハカセゴウシュトク						妊娠している場合，本人の家庭状況を考慮する。 ニンシンバアイホンニンカテイジョウキョウコウリョ

		リウマチ・膠原病科 コウゲンビョウ		杉山　英二 スギヤマエイジ		平田　信太郎 ヒラタシンタロウ		18		1		6		13		1		8		0		0		1		0		0		0		0		0		0		0		0		1		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		なし												0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0				勤務先の選定について意向に沿う。 キンムサキセンテイイコウソ								男性医師との差は全くない。 ダンセイイシサマッタ				○		社会性（男女問わず） シャカイセイダンジョト				○

		感染症科 カンセンショウカ		大毛　宏喜 オオゲヒロヨロコ				女性医師はいません，との回答有（未提出） ジョセイイシカイトウアリミテイシュツ

		腎臓内科		正木　崇生 マサキタカオ		土井　俊樹 ドイトシキ		63		14		22		36		13		36		4		0		9		9		1		1		1		1		把握していない ハアク																														1		0		1		0		0		2016年　家庭の事情
2014年　出産 ネンカテイジジョウネンシュッサン		0		0		2		1		1		0		0		0		1												1								4		0		2		2		0		0		外来中心の勤務としています。 ガイライチュウシンキンム						外来中心の勤務ができることを伝えています。 ガイライチュウシンキンムツタ										特にありません トク				○		゛大学教育関連病院゛の定義がよくわかりませんでした。個人病院に医局派遣している場合など，人事について数年前のことは不明である場合も多く，十分答えられず申し訳ございませんでした。 ダイガクキョウイクカンレンビョウインテイギコジンビョウインイキョクハケンバアイジンジスウネンマエフメイバアイオオジュウブンコタモウワケ

		がん化学療法科 カガクリョウホウカ		杉山　一彦 スギヤマカズヒコ		杉山　一彦 スギヤマイチヒコ		2		0		0		2		0		0		0		0		1		0		1		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0				0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0																○						現在，女性医師がいないため配慮はしていないが，入った場合は配慮する。 ゲンザイジョセイイシハイリョハイバアイハイリョ

		病理診断科 ビョウリ		有廣　光司 アヒロヒカツカサ		有廣　光司 アヒロヒカツカサ		3		1		33		1		1		100		1		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0				1		0		1		0		0		0		0		0		2		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0				具体的には，本人の希望に従って配慮する。 グタイテキホンニンキボウシタガハイリョ				女性に優しい職場環境であることを強調する。 ジョセイヤサショクバカンキョウキョウチョウ						歯科医師のgeneral　pathologist　への転身 シカイシテンシン				特にない トク		育児に関する優遇を計画 イクジカンユウグウケイカク				特にない トク

		ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ科		木村　浩彰 キムラヒロアキラ		木村　浩彰 キムラヒロアキラ		10		1		10		3		0		0		0		0		1		1		0		0		0		0		2		1		1		1		0		0		1		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		1		0		0		家事に専念・開業（夫）の手伝い カジセンネンカイギョウオットテツダ		0		0		0		0		1		1		1		0		1		1		0		0		0		0		0		0		0		0		1		0		1		0		0		0		産休（１～3年），出産１年までの時短など，法律を守るようにしている。 サンキュウネンシュッサンネンジタンホウリツマモ						女性医師からの体験談を話してもらっている。 ジョセイイシタイケンダンハナシ						リハ学会でも取り上げられた。子ども２人いても診察できることを伝えています。 ガッカイトアコヒトシンサツツタ				人によって条件が異なるので，できるだけ意見を聞いて，法律内で調整します。 ヒトジョウケンコトイケンキホウリツナイチョウセイ				○		有給や特休，産休は医師の権利なので，周知したほうがよいと思います。また，この問いを含め労働管理を事務方でしてください。時間外の管理など，働けば請求できるものではありません。 ユウキュウトッキュウサンキュウイシケンリシュウチオモトフクロウドウカンリジムカタジカンガイカンリハタラセイキュウ





全診療科データ（集計）元 (2)

				【設問１】医師数 セツモンイシ								【設問2】専門医を目指す者 セツモンセンモンイメザモノ								　【設問3】在籍女性医師経験別人数，専門医取得状況 セツモンザイセキジョセイイシケイケンベツニンズウセンモンイシュトクジョウキョウ																　　　　　【設問4】年度別専門医取得医師，同女性医師，うち女性 セツモンネンドベツセンモンイシュトクイシドウジョセイイシジョセイ																														【設問5】専門医取得後退職理由 セツモンセンモンイシュトクノチタイショクリユウ												【設問6】2012～16　在籍期間別退職者数，うち女性 セツモンタイショクシャスウジョセイ																　　【設問7】退職後の勤務形態別人数　１男　２女 セツモンタイショクノチキンムケイタイベツニンズウオトコオンナ																				【設問8】 セツモン		【設問9】復職時の勤務形態別数 セツモンフクショクトキキンムケイタイベツスウ										【設問10】キャリア継続の工夫 セツモンケイゾククフウ						【設問11】レジデント勧誘の工夫 セツモンカンユウクフウ						【設問12】モデルケース セツモン				【設問13】人事上 セツモンジンジジョウ		【設問14】男女参画への配慮 セツモンダンジョサンカクハイリョ				【設問15】人事上　　 セツモンジンジジョウ

		診療科 シンリョウカ		医師総数 イシソウスウ		女性 ジョセイ		男性 ダンセイ		％		総数 ソウスウ		女性 ジョセイ		男性 ダンセイ		％		～5年未満 ネンミマン		うち専門医 センモンイ		5～10年 ネン		うち専門医 センモンイ		10～15年 ネン		うち専門医 センモンイ		15年以上 ネンイジョウ		うち専門医 センモンイ		2016		女性 ジョセイ		在籍 ザイセキ		2015		女性 ジョセイ		在籍 ザイセキ		2014		女性 ジョセイ		在籍 ザイセキ		2013		女性 ジョセイ		在籍 ザイセキ		2012		女性 ジョセイ		在籍 ザイセキ		2016		2015		2014		2013		2012		理由 リユウ		～5年未満 ネンミマン		女性 ジョセイ		5～10年 ネン		女性 ジョセイ		10～15年 ネン		女性 ジョセイ		15年以上 ネンイジョウ		女性 ジョセイ		常勤1 ジョウキン		常勤2 ジョウキン		時短1 ジタン		時短2 ジタン		休職1 キュウショク		休職2 キュウショク		開業1 カイギョウ		開業2 カイギョウ		不明1 フメイ		不明2 フメイ		復職女性 フクショクジョセイ		フル		夜免除 ヨルメンジョ		時短 ジタン		院生 インセイ		その他 タ		している		する予定 ヨテイ		なし		あり		する予定 ヨテイ		なし		いる		いない		女性医師に求めること ジョセイイシモト		している		いない		意見・要望 イケンヨウボウ

		総合診療科 ソウゴウ		38		5		33		13		22		3		19		14		4		0		1		1		0		0		0		0		2		1		1		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0				0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		個別にヒアリングを行い配慮をおこなっている。 コベツオコナハイリョ										○				○		特になし トク				○		アンケートの簡略化 カンリャクカ

		第一内科 ダイイチ		283		56		227		20		112		37		75		33		6		0		18		0		3		3		10		5		未記入 ミキニュウ																																										4		4		4		4		0		0		19		0		0		0		1		2		1		3		9		0		8		3		5		0		0		3		2		0						○						○				○		女性医師に限定したものはなし ジョセイイシゲンテイ				○		なし

		呼吸器内科 コキュウキ		165		53		112		32		17		7		10		41		14		5		13		12		9		8		17		11		不明 フメイ																														1		5		1		4		不明 フメイ		2016年　その他
2015年　出産・育児３名
　　　　留学１名
　　　　開業１名
2014年　出産・育児
2013年　労働条件の不一致
　　　　（パート希望）１名
　　　　出産・育児３名 ネンタネンネンシュッサンイクジネン		1		1		10		6		6		4		8		1		3		1		1		2		0		5		12		1		9		3		10		0		3		0		1		6		当直・待機の免除 トウチョクタイキメンジョ						出産・育児中また復職について相談可能な教室であることをアピールしている。 シュッサンイクジナカフクショクソウダンカノウキョウシツ						育児をしながら，家族の協力の下，フルタイム（当直有）で勤務しているケース イクジカゾクキョウリョクシタトウチョクアリキンム				特になし トク				○		今回のアンケート（後ろ向き）は一部把握できていない情報もあるため，女性医師個別にアンケートされるのも一考かと思いました。 コンカイウシムイチブハアクジョウホウジョセイイシコベツイッコウオモ		※設問６は，2013～2016年度分を集計 セツモンネンドブンシュウケイ

		内分泌・糖尿病内科		57		27		30		47		26		13		13		50		7		0		7		0		5		5		8		8		記録なし キロク																														2		3		0		1		0		2016年　１名病気
　　　　１名他病院
2015年　１名妊娠
　　　　２名転居
2013年　１名妊娠 ネンネンネン		3		2		3		2		4		4		6		3		4		1		0		4		0		1		1		0		0		5		5		0		1		2		0		2		非常勤の勤務や夕方の早い時間に終了できる検診などの仕事を用意している。 ヒジョウキンキンムユウガタハヤジカンシュウリョウケンシンシゴトヨウイ						過去の事例，先輩女性医師の方などを紹介する。 カコジレイセンパイジョセイイシカタショウカイ						産休・育休後に常勤に復帰し，今では教育病院の部長 サンキュウイクキュウノチジョウキンフッキイマキョウイクビョウインブチョウ				常勤でも非常勤でもいいので，とにかく復職を！！ ジョウキンヒジョウキンフクショク				○		医局でこのようなデータを記録していないので，大変しんどいアンケートでした。どこの医局も毎年データを残しているのでしょうか。 イキョクキロクタイヘンイキョクマイトシノコ		※設問９のその他は非常勤 セツモンタヒジョウキン

		第三内科 ダイサン		84		23		61		27		16		9		7		56		10		2		5		5		2		1		6		6		9		1		0		12		3		1		16		6		6		12		0		0		13		5		5		0		0		0		0		0				0		0		2		1		0		0		4		0		2		0		0		0		0		1		2		0		1		0		5		0		1		3		1		0		産休・育休をとる女性医師に対して勤務条件が合うように勤務先とも調整しサポートを行っている。 サンキュウイクキュウジョセイイシタイキンムジョウケンアキンムサキチョウセイオコナ						女性医師の入局が多いこと，勤務条件に関して配慮していることを入局説明会で説明を行うとともに，HP上に女性医会のページを作成し，公開している。 ジョセイイシニュウキョクオオキンムジョウケンカンハイリョニュウキョクセツメイカイセツメイオコナウエジョセイイカイサクセイコウカイ						市中病院において，産休・育休をとりながら常勤として勤務している女性医師が数名おり，それぞれのライフスタイル合せて勤務体制をとっている。 シチュウビョウインサンキュウイクキュウジョウキンキンムジョセイイシスウメイアワキンムタイセイ				特になし トク		勤務条件に関して本人の希望を聴取した上で勤務地を決めており，専門医取得に配慮を行っている。 キンムジョウケンカンホンニンキボウチョウシュウエキンムチキセンモンイシュトクハイリョオコナ				特になし トク

		循環器内科 ジュンカンキ		180		20		160		11		未記入 ミキニュウ								0		0		3		0		6		5		2		2		不明 フメイ																														1		0		0		0		0		2016年　出産後，他大学へ ネン		0		0		4		2		3		0		3		0		2		0		0		2		0		0		6		0		0		0		2		記入なし キニュウ										○										○		結婚・出産後，総合病院で常勤として勤務している。主に外来勤務。 ケッコンシュッサンノチソウゴウビョウインジョウキンキンムオモガイライキンム				なし						なし

		精神科神経科 セイシンカ		75		21		54		28		22		4		18		18		1		0		5		1		6		5		9		8		把握していない ハアク																														0		1		1		3		2		2015年　就職
2014年　不明
2013年　結婚，育児，夫の転勤
2012年　結婚，出産・育児 ネンシュウショクネンフメイネンネンケッコンシュッサンイクジ		0		0		9		3		8		3		8		1		18		7		0		0		0		1		5		0		0		0		3		1		0		2		0		0		本人の条件に合せて配慮している。 ホンニンジョウケンアワハイリョ						配慮するということを伝えている。 ハイリョツタ		未定 ミテイ				そのような人は，出産・育児において周囲の援助が受けられる人であり，援助がない人は困難。 ヒトシュッサンイクジシュウイエンジョウヒトエンジョヒトコンナン				どのような形でもよいから，退職しないでキャリアを続けて欲しい。 カタチタイショクツヅホ		男性女性を問わず，家庭の事情にはできる限り配慮している。 ダンセイジョセイトカテイジジョウカギハイリョ				このアンケートがどのように役に立つのか，是非とも教えて欲しい。 ヤクタゼヒオシホ

		小児科		160		55		105		34		50		20		30		40		15		0		11		11		12		11		17		17		9		6		5		8		2		2		10		3		3		10		6		5		7		3		3		6		2		2		2		3		2016年　家庭の事情（夫の転
　　　　勤）3名，結婚2名,
　　　　定年1名
2015年　家庭の事情1名，
　　　　定年1名
2014年　家庭の事情　2名
2013年　家庭の事情　2名
2012年　家庭の事情2名，
　　　　定年1名 ネンネンカテイジジョウメイテイネンメイネンナネンナネン		4		4		10		4		8		4		16		3		3		1		3		8		0		3		17		0		0		3		10		0		5		2		3		0		勤務病院・勤務内容(当直免除など)について配慮している。 キンムビョウインキンムナイヨウトウチョクメンジョハイリョ						配偶者との勤務病院について配慮している。 ハイグウシャキンムビョウインハイリョ						職歴・研究歴：初期研修→専門医研修→大学院・サブスペシャリティ取得
家庭：大学院在籍中に結婚・出産・育児休暇取得あり				勤務の休止期間を短くし、少しずつでも勤務を継続すること		出産育児による研修の休止に関しては、研修休止が6か月までであれば、休止期間以外での規定の症例経験がなされていると判断される場合には、3年間の専攻医研修終了を認める。				院内保育園の定員増加・優先的入園、ベビーシッターの斡旋、複数主治医制導入の促進を希望いたします。

		第一外科 ダイイチ		44		5		39		11		23		3		20		13		7		0		11		1		12		8		14		11		37		1		3		35		1		2		36		1		1		34		0		0		33		0		0														0		0		1		1		2		0		0		0		2		1		0		0		0		0		0		0		0		0		3		2		1		0		0		0		当直免除など トウチョクメンジョ				○				女性も活躍できる科をアピール ジョセイカツヤクカ				○				女性としての強みを診療に生かしていただければ ジョセイツヨシンリョウイ				○

		第二外科 ダイニ		200		14		186		7		39		5		34		13		1				4				3				6				把握していない ハアク																														0		0		0		0		0				0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		4		3		0		1		0		0		相談の上，柔軟に対応している。 ソウダンウエジュウナンタイオウ						できるだけ，女性医師から実情など話してもらう機会をもつ。 ジョセイイシジツジョウハナキカイ						特別なケースはありません。→ トクベツ		○		女性医師だからということはありません。 ジョセイイシ		妊娠・出産などの際には人事配置などの配慮を行います。 ニンシンシュッサンサイジンジハイチハイリョオコナ

		脳神経外科 ノウシンケイ		183		8		175		4		10		0		10		0		0		0		2		1		0		0		6		6		0		0		0		3		1		1		5		0		0		4		0		1		1		0		0		0		0		0		0		0				0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		1		0		0		1		0		0		実情に合わせて休職，部分復帰など。また，急性期からやや亜急性期や慢性期の施設での研修や勤務を考慮 ジツジョウアキュウショクブブンフッキキュウセイキアキュウセイキマンセイキシセツケンシュウキンムコウリョ						入局説明会で，相談に応じている。 ニュウキョクセツメイカイソウダンオウ						第一線の臨床医から、厚労省の役人になったS57年卒。専門医、学位あり。
第一線の急性期病院から亜急性期、あるいはリハビリ等、NST指導等、日本脳神経外科女医会の副会長を歴任、一時期4年制女子総合大学の栄養学科の教授を務めた。S57年卒。専門医、学位あり。
第一線の急性期病院で、ずっと急患、手術に没頭している。H5年卒。専門医あり。
第一線の急性期から帰局、大学院生の時に結婚妊娠出産。亜急性期、リハビリを経験して、行政の領域へ。保健所勤務。H10年卒。専門医、学位あり。
第一線の急性期から帰局、出張。社会人大学院生～学位取得。専門医。今も急性期病院に勤務。H11年卒。				家庭と勤務の両立が理想。ただし，妊娠出産子育てを優先。その後の復帰のプロセスをサポートする。 カテイキンムリョウリツリソウニンシンシュッサンコソダユウセンゴフッキ				○		女性医師の場合、色々とキャリアを取りうるので、柔軟的な対応が必要と考えます。選択肢は多いほうが良い。

		整形外科 セイケイ		260		11		249		4		100		3		97		3		2		0		1		0		1		1		2		2		4		0		0		6		0		0		7		0		0		8		0		0		5		1		1		なし												0		0		0		0		2		0		3		0		3		0		0		0		0		0		2		0		0		0		0		0		0		0		0		0						○		入局説明会 ニュウキョクセツメイカイ						子どもがいるが常勤で働いている。 コジョウキンハタラ								○		特になし トク

		形成外科 ケイセイ		8		3		5		38		2		1		1		50		1		0		1		1		1		1		0		0		1		1		1		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		1		0		0		0		0		不明
（労働条件不一致？）		1		1		0		0		0		0		0		0		0		0		0		1		0		0		0		0		0		0		1		1		0		0		0		0		個々と面談を行い，個人の環境に合った就業形態を考える ココメンダンオコナコジンカンキョウアシュウギョウケイタイカンガ										○		結婚，出産，子育て，仕事を経験，継続している。 ケッコンシュッサンコソダシゴトケイケンケイゾク				なし				○		なし

		皮膚科		58		29		29		50		30		19		11		63		15		0		10				6		5		2		2		1		0		0		1		0		0		2		1		1		0		0		0		0		0		0		なし												1		1		2		2		0		0		0		0		0		3		0		0		0		0		0		0		0		0		12		4		0		6		2		0		関連病院にフルタイムで復帰した女性医師に対して，子供の急病などで勤務から離れる場合などは，大学病院勤務の女性医師によるバックアップ体制を整えている。 カンレンビョウインフッキジョセイイシタイコドモキュウビョウキンムハナバアイダイガクビョウインキンムジョセイイシタイセイトトノ						年に2回の入局説明会を行い，先輩医師のキャリアなどについての情報提供をしている。 ネンカイニュウキョクセツメイカイオコナセンパイイシジョウホウテイキョウ						・男性医師と同様に勤務し，専門医を取得後，関連病院の部長として勤務している女性医師は増えてきている。
・妊娠出産を経て，時短勤務をしつつ，大学病院で外来枠を担当されている先生もいる。
・関連病院でフルタイムで復帰されている先生もいる。 ダンセイイシドウヨウキンムセンモンイシュトクノチカンレンビョウインブチョウキンムジョセイイシフニンシンシュッサンヘジタンキンムダイガクビョウインガイライワクタントウセンセイカンレンビョウインフッキセンセイ				目先の利益にとらわれず，長い目でのキャリアアップと組織全体の向上を考えられる視点。 メサキリエキナガメソシキゼンタイコウジョウカンガシテン		妊娠・出産を経ても，専門医を取得できる条件を満たせるように勤務形態を配慮している。 ニンシンシュッサンヘセンモンイシュトクジョウケンミキンムケイタイハイリョ

		泌尿器科		50		2		48		4		11		1		10		9		1		0		0		0		0		0		1		1		1		0		0		4		0		0		2		0		0		1		0		0		2		0		0		なし												1		1		1		0		0		0		0		0		1		1		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0						○						○				○		なし				○		特になし トク

		眼科		66		31		35		47		16		9		7		56		17		0		24		18		4		4		18		18		2		1		1		3		2		2		4		2		2		5		3		3		6		6		6		2		0		0		3		0		2016年　出産・育児１名
　　　　病気療養1名
2013年　出産・育児1名
　　　　実家医院勤務1名
　　　　個人病院勤務1名
 ネンネン		2		1		4		3		7		1		11		4		9		15		0		1		0		0		8		0		1		0		4		3		0		1		0		0		当直，急患対応の免除等 トウチョクキュウカンタイオウメンジョトウ						入局説明会にて女性医師のライフワークを先輩ママから話してもらう。 ニュウキョクセツメイカイジョセイイシセンパイハナ						常勤勤務から出産・育休を経て非常勤勤務の後に常勤。常勤勤務から出産で退職後，非常勤務を経て常勤。 ジョウキンキンムシュッサンイクキュウヘヒジョウキンキンムノチジョウキンジョウキンキンムシュッサンタイショクノチヒジョウキンムヘジョウキン												※設問９の時短勤務者は，9：00～13：00 セツモンジタンキンムシャ

		耳鼻咽喉科 ジビインコウ		72		10		62		14		13		2		11		15		2		0		0		0		5		5		3		3		3		0		0		2		0		0		3		1		1		4		0		0		4		2		2		1		0		0		0		0		2016年　開業 ネンカイギョウ		0		0		1		0		0		0		4		1		1		0		0		0		0		0		3		1		0		0		4		2		1		1		0		0		当直の免除，勤務先の変更 トウチョクメンジョキンムサキヘンコウ										○		子どもを育てながら常勤で働いている。 コソダジョウキンハタラ				可能であれば仕事を続けて欲しい。 カノウシゴトツヅホ				○

		放射線診断科 ホウシャセンシンダン		81		28		53		35		14		5		9		36		7		0		7		5		1		1		13		13		3		2		1		3		1		0		0		0		0		0		0		0		1		1		0		1		0		0		0		0		他県へ転出（結婚）		1		1		1		1		0		0		0		0		0		2		0		0		0		0		0		0		0		0		5		0		0		5		0		0		短時間でも読影業務できる勤務場所を確保し，常に情報提供をしている。 タンジカンドクエイギョウムキンムバショカクホツネジョウホウテイキョウ										男女で同じ勧誘をしている。希望者には，女性医師（育休中等）との談話を設ける。 ダンジョオナカンユウキボウシャジョセイイシイクキュウナカトウダンワモウ		育休，産休と継続しつつ，放射線診断専門医を取得した。 イクキュウサンキュウケイゾクホウシャセンシンダンセンモンイシュトク				短時間でもよいので働き続けること。 タンジカンハタラツヅ				個々のケースに対応できる体制をとっている。 ココタイオウタイセイ

		放射線治療科 ホウシャセンチリョウ		30		3		27		10		5		0		5		0		0		0		2		2		0		0		1		1		1		0		0		0		0		0		2		2		1		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0				1		1		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		1		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0				現在，学会で検討中 ゲンザイガッカイケントウナカ				女性医師の茶話会 ジョセイイシサワカイ								○		ワークライフバランス		子育て支援 コソダシエン				特になし トク

		産科婦人科 サンカ		87		41		46		47		39		21		18		54		8		1		13		13		6		6		14		14		5		3		3		8		4		4		3		0		0		8		5		5		5		1		1		2		1		1		0		2		2016年　他院就職1名　
　　　　育児1名
2015年　育児1名
2014年　結婚1名
　　　　病気・療養1名
2012年　夫の転勤1名
　　　　病気・療養1名 ネンタインシュウショクナイクジネンイクジナネンケッコンナビョウキリョウヨウナネンオットテンキンナビョウキリョウヨウナ		3		2		1		0		2		1		10		4		9		7		0		0		0		0		0		0		0		0		10		8		2		0		0		0		　内容：復帰支援（希望の勤務体制を考慮、やりがいのある仕事に復帰）
専門医取得の希望に応じて各種調整を行う
異動の際は夫の勤務場所を考慮
妊娠時・育児中の日当直、勤務時間等への配慮						医局案内のパンフレットに女性医師の項目を掲載しています。医局説明会、病院見学に来た際などには女性医師が持つ不安を解消するために説明を行っています。また、医局の女性医師と話をする時間を設けています。						育児しながら、フルタイムで勤務し、夜勤・当直業務も行っている				・ 今後は主任部長または相応する責任を負う役職に就くことになる
・ 時間がかかるかもしれないが家庭内でも相談を行いながら、そのような職
につく準備を進めてほしい		異動の際は夫の勤務場所を考慮
妊娠時・育児中の日当直、勤務時間等への配慮				院内保育園の定員が少ない（希望があっても入れない医師がおり、困りました）
病児保育（必須と思われます）
女性医師採用支援枠		※設問９のフルタイム勤務について，施設の状況にもよるが、日当直の回数や曜日など、かなりの融通をきかせている
 セツモンキンム

		麻酔科蘇生科 マスイカソセイ		115		51		64		44		38		26		12		68		5		0		21		14		8		8		18		18		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0				3		2		10		9		5		4		4		1		20		2		0		2		0		0		2		0		0		14		6		1		1		4		0		0		本人の希望を聞いて最大限勤務に融通を持たせるようにしている。 ホンニンキボウキサイダイゲンキンムユウヅウモ		未定 ミテイ				勤務に当たっては，本人の希望を尊重することを説明している。 キンムアホンニンキボウソンチョウセツメイ		未定 ミテイ				子育てをしながら常勤医として，診療，研究にあたっている医師が複数ある。 コソダジョウキンイシンリョウケンキュウイシフクスウ				医師としての責務を果たすこと。 イシセキムハ		子育て等の休業期間は経験年数から除外している。 コソダトウキュウギョウキカンケイケンネンスウジョガイ				託児所・保育所の絶対数が足りないので勤務の制限や困難をきたしている女性医師が多い．最近は病院に付設の保育所を持つところも増えたが，医師の異動の度に子供の託児施設のことを配慮する必要があり，異動に制約が大きい．大学病院の保育所は，病院職員でなくなったときには退去を求められるため，関連病院への異動を考慮すると利用しづらいという実態があります．
大学として，広仁会などの外郭団体が主体となって，勤務医の子弟のための託児所・保育所を運営してもらえるなら，勤務先の異動のたびに託児所・保育所を変えたり，探したりしないですむので，好都合です．実現のためには各病院付設の保育所を吸収するなどの方策も考慮して，女性医師支援という観点から，是非共同利用のできる託児保育施設の設置を望みます．		※設問９の時短勤務者は，9：00～16：00 セツモンジタンキンムシャ

		救急科 キュウキュウ		27		5		22		19		9		4		5		44		3		0		0		0		2		1		0		0		6		0		0		2		0		0		4		1		1		2		0		0		0		0		0		0		0		0		0		1		開業の後継
（大学は非常勤で継続）		0		0		0		0		4		1		3		0		4		0		0		0		0		0		2		1		0		0		1		1		0		0		0		0		当直，夜勤など工面が可能です。 トウチョクヤキンクメンカノウ						勧誘の場に女性医師（当科）も参加して具体的にお話しできるようにしています。 カンユウバジョセイイシトウカサンカグタイテキハナ						産休育休を経て院内保育を利用されている方がおられます。 サンキュウイクキュウヘインナイホイクリヨウカタ				男女特に変わらないと思います。 ダンジョトクカオモ		専門医研修中，出産に伴う６ケ月以内の休暇は，男女ともに１回まで研修期間にカウントできるようにしています。 センモンイケンシュウナカシュッサントモナツキイナイキュウカダンジョカイケンシュウキカン						※設問９のフルタイム勤務者について，復職当初は夜勤なし，2年後から夜勤ありのフルタイム セツモンキンムシャフクショクトウショヤキンネンノチヤキン

		血液内科 ケツエキナイカ		32		4		28		13		5		3		2		60		2		0		1		0		0		0		0		0		把握していない ハアク																														なし												0		0		1		0		0		0		5		1		5		1		0		0		0		0		0		0		0		0		1		1										・短時間の外来勤務のみでの非常勤雇用
・大学院への進学（ライフスタイルに合わせて休学可能）
（上記は女性医師に限らず，ライフスタイルに合わせて男性医師にも適用されるべきことと考える。） タンジカンガイライキンムヒジョウキンコヨウダイガクインシンガクアキュウガクカノウジョウキジョセイイシカギアダンセイイシテキヨウカンガ										○		育児を行いながら，フルタイムの教員として服務を全うしている。 イクジオコナキョウインフクムマット				女性であるということのみを理由に特別な要求を行うことは不適切と考える。 ジョセイリユウトクベツヨウキュウオコナフテキセツカンガ		男性・女性を問わず，ライフスタイルに合わせた配慮を行っている。 ダンセイジョセイトアハイリョオコナ

		呼吸器外科 コキュウキゲカ		90		10		80		11		26		7		19		27		3		0		1		1		0		0		2		2		1		1		1		2				0		1				0		2		2		2		3				1		0		0		0		0		0				0		0		0		0		3		1		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		2		1		2		0		0		2		0		0		カンファレンスを１８時までに終了する。 ジシュウリョウ		カンファレンス１７時半終了を考慮中 ジハンシュウリョウコウリョナカ				子育てしながらのキャリア継続可能 コソダケイゾクカノウ						子育てしながら専門医・博士号を取得する。 コソダセンモンイハカセゴウシュトク						妊娠している場合，本人の家庭状況を考慮する。 ニンシンバアイホンニンカテイジョウキョウコウリョ

		リウマチ・膠原病科 コウゲンビョウ		18		1		17		6		13		1		12		8		0		0		1		0		0		0		0		0		0		0		0		1		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		なし												0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0				勤務先の選定について意向に沿う。 キンムサキセンテイイコウソ								男性医師との差は全くない。 ダンセイイシサマッタ				○		社会性（男女問わず） シャカイセイダンジョト				○

		感染症科 カンセンショウカ		3		0		3		0

		腎臓内科		63		14		49		22		36		13		23		36		4		0		9		9		1		1		1		1		把握していない ハアク																														1		0		1		0		0		2016年　家庭の事情
2014年　出産 ネンカテイジジョウネンシュッサン		0		0		2		1		1		0		0		0		1												1								4		0		2		2		0		0		外来中心の勤務としています。 ガイライチュウシンキンム						外来中心の勤務ができることを伝えています。 ガイライチュウシンキンムツタ										特にありません トク				○		゛大学教育関連病院゛の定義がよくわかりませんでした。個人病院に医局派遣している場合など，人事について数年前のことは不明である場合も多く，十分答えられず申し訳ございませんでした。 ダイガクキョウイクカンレンビョウインテイギコジンビョウインイキョクハケンバアイジンジスウネンマエフメイバアイオオジュウブンコタモウワケ

		がん化学療法科 カガクリョウホウカ		2		0		2		0		2		0		2		0		0		0		1		0		1		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0				0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0																○						現在，女性医師がいないため配慮はしていないが，入った場合は配慮する。 ゲンザイジョセイイシハイリョハイバアイハイリョ

		病理診断科 ビョウリ		3		1		2		33		1		1		0		100		1		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0				1		0		1		0		0		0		0		0		2		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0				具体的には，本人の希望に従って配慮する。 グタイテキホンニンキボウシタガハイリョ				女性に優しい職場環境であることを強調する。 ジョセイヤサショクバカンキョウキョウチョウ						歯科医師のgeneral　pathologist　への転身 シカイシテンシン				特にない トク		育児に関する優遇を計画 イクジカンユウグウケイカク				特にない トク

		ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ科		10		1		9		10		3		0		3		0		0		0		1		1		0		0		0		0		2		1		1		1		0		0		1		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		1		0		0		家事に専念・開業（夫）の手伝い カジセンネンカイギョウオットテツダ		0		0		0		0		1		1		1		0		1		1		0		0		0		0		0		0		0		0		1		0		1		0		0		0		産休（１～3年），出産１年までの時短など，法律を守るようにしている。 サンキュウネンシュッサンネンジタンホウリツマモ						女性医師からの体験談を話してもらっている。 ジョセイイシタイケンダンハナシ						リハ学会でも取り上げられた。子ども２人いても診察できることを伝えています。 ガッカイトアコヒトシンサツツタ				人によって条件が異なるので，できるだけ意見を聞いて，法律内で調整します。 ヒトジョウケンコトイケンキホウリツナイチョウセイ				○		有給や特休，産休は医師の権利なので，周知したほうがよいと思います。また，この問いを含め労働管理を事務方でしてください。時間外の管理など，働けば請求できるものではありません。 ユウキュウトッキュウサンキュウイシケンリシュウチオモトフクロウドウカンリジムカタジカンガイカンリハタラセイキュウ

						532		2012						217		483																						18						14						17						16						19				18		12		7		13		8





診療科別医師数と専門医を目指す医師数

						専門医 センモンイ						専門医 センモンイ						専門医 センモンイ

				総診 ソウ						消内 ショウナイ						呼内 コナイ						内糖 ウチトウ						脳内 ノウナイ						循内 ジュンナイ						精神 セイシン						小児 ショウニ						一外 イチガイ						二外 ２ガイ						脳外 ノウゲカ						整形 セイケイ						形成 ケイセイ						皮膚 ヒフ						泌尿 ヒニョウ						眼科 ガンカ						耳鼻 ジビ						放診 ホウミ						放治 ホウ						産婦						麻酔 マスイ						救急 キュウキュウ						血内 ケツナイ						呼外 コガイ						リ膠 ニカワ						感染 カンセン						腎内 ジン						が化 カ						病理 ビョウリ						リハ

		女性 ジョセイ		5		3				56		37				53		7				27		13				23		9				20						21		4				55		20				5		3				14		5				8		0				11		3				3		1				29		19				2		1				31		9				10		2				28		5				3		0				41		21				51		26				5		4				4		3				10		7				1		1				0						14		13				0		0				1		1				1		0

		男性 ダンセイ		33		19				227		75				112		10				30		13				61		7				160						54		18				105		30				39		20				186		34				175		10				249		97				5		1				29		11				48		10				35		7				62		11				53		9				27		5				46		18				64		12				22		5				28		2				80		19				17		12				3						49		23				2		2				2		0				9		3

				男性 ダンセイ		女性 ジョセイ

		医師数 イシスウ		2012		532

		専門医 センモンイ		483		217





診療科別医師数と専門医を目指す医師数

		



医師数　　　女性　　　　男性

専門医を目指す医師数　　　　　女性　　　　男性

人

※女性医師支援センター運営委員会アンケート（診療科からの回答）

男性

女性

診療科別医師数と専門医を目指す医師数



所属年数と専門医取得状況

		



専門医

医師数

外側：医師数
内側：専門医取得を目指す医師数



過去５年専門医取得女性医師数と退職者数

				　【設問3】在籍女性医師経験別人数，専門医取得状況 セツモンザイセキジョセイイシケイケンベツニンズウセンモンイシュトクジョウキョウ

		診療科 シンリョウカ		～5年未満 ネンミマン		うち専門医取得者 センモンイシュトクシャ		5～10年 ネン		うち専門医取得者 センモンイシュトクシャ		10～15年 ネン		うち専門医取得者 センモンイシュトクシャ		15年以上 ネンイジョウ		うち専門医取得者 センモンイシュトクシャ

		総診 ソウシン		4		0		1		1		0		0		0		0

		消内 ショウナイ		6		0		18		0		3		3		10		5

		呼内 コナイナイ		14		5		13		12		9		8		17		11

		内糖		7		0		7		0		5		5		8		8

		脳内 ノウナイ		10		2		5		5		2		1		6		6

		循内 ジュンナイナイ		0		0		3		0		6		5		2		2

		精神 セイシン		1		0		5		1		6		5		9		8

		小児		15		0		11		11		12		11		17		17

		一外 イッガイ		7		0		11		1		12		8		14		11

		二外 ニガイ		1				4				3				6

		脳外 ノウゲ		0		0		2		1		0		0		6		6

		整形 セイケイ		2		0		1		0		1		1		2		2

		形成 ケイセイ		1		0		1		1		1		1		0		0

		皮膚		15		0		10				6		5		2		2

		泌尿		1		0		0		0		0		0		1		1

		眼科		17		0		24		18		4		4		18		18

		耳鼻 ジビ		2		0		0		0		5		5		3		3

		放診 ホウミ		7		0		7		5		1		1		13		13

		放治 ホウ		0		0		2		2		0		0		1		1

		産婦 サン		8		1		13		13		6		6		14		14

		麻酔 マスイ		5		0		21		14		8		8		18		18

		救急 キュウキュウ		3		0		0		0		2		1		0		0

		血内 ケツナイ		2		0		1		0		0		0		0		0

		呼外 コガイ		3		0		1		1		0		0		2		2

		リ膠 ニカワ		0		0		1		0		0		0		0		0

		感染 カンセン

		腎内		4		0		9		9		1		1		1		1

		が化 カ		0		0		1		0		1		0		0		0

		病理 ビョウリ		1		0		0		0		0		0		0		0

		リハ		0		0		1		1		0		0		0		0





過去５年専門医取得女性医師数と退職者数

		



～5年未満

うち専門医取得者

診療科所属後５年未満



退職者数と退職後勤務形態

		



5～10年

うち専門医取得者

診療科所属後５年以上１０年未満



復職

		



10～15年

うち専門医取得者

診療科所属後１０年以上１５年未満



		



15年以上

うち専門医取得者

診療科所属後１５年以上



														【設問5】専門医取得後退職理由 セツモンセンモンイシュトクノチタイショクリユウ

				2016		2015		2014		2013		2012		2016		2015		2014		2013		2012		理由 リユウ

		総診 ソウ		1		0		0		0		0		0		0		0		0		0

		消内 ショウナイ

		呼内 コナイナイ												1		5		1		4				2016年　その他
2015年　出産・育児３名
　　　　留学１名
　　　　開業１名
2014年　出産・育児
2013年　労働条件の不一致
　　　　（パート希望）１名
　　　　出産・育児３名 ネンタネンネンシュッサンイクジネン

		内糖												2		3		0		1		0		2016年　１名病気
　　　　１名他病院
2015年　１名妊娠
　　　　２名転居
2013年　１名妊娠 ネンネンネン

		脳内 ノウナイ		1		3		6		0		5		0		0		0		0		0

		循内 ジュンナイナイ												1		0		0		0		0		2016年　出産後，他大学へ ネン

		精神 セイシン												0		1		1		3		2		2015年　就職
2014年　不明
2013年　結婚，育児，夫の転勤
2012年　結婚，出産・育児 ネンシュウショクネンフメイネンネンケッコンシュッサンイクジ

		小児		6		2		3		6		3		6		2		2		2		3		2016年　家庭の事情（夫の転
　　　　勤）3名，結婚2名,
　　　　定年1名
2015年　家庭の事情1名，
　　　　定年1名
2014年　家庭の事情　2名
2013年　家庭の事情　2名
2012年　家庭の事情2名，
　　　　定年1名 ネンネンカテイジジョウメイテイネンメイネンナネンナネン

		一外 イチガイ		1		1		1		0		0

		二外 ニガイ												0		0		0		0		0

		脳外 ノウゲカ		0		1		0		0		0		0		0		0		0		0

		整形 セイケイ		0		0		0		0		1

		形成 ケイセイ		1		0		0		0		0		1		0		0		0		0		不明
（労働条件不一致？）

		皮膚		0		0		1		0		0

		泌尿		0		0		0		0		0

		眼科		1		2		2		3		6		2		0		0		3		0		2016年　出産・育児１名
　　　　病気療養1名
2013年　出産・育児1名
　　　　実家医院勤務1名
　　　　個人病院勤務1名
 ネンネン

		耳鼻 ジビ		0		0		1		0		2		1		0		0		0		0		2016年　開業 ネンカイギョウ

		放診 ホウミ		2		1		0		0		1		1		0		0		0		0		他県へ転出（結婚）

		放治 ホウ		0		0		2		0		0		0		0		0		0		0

		産婦 サンプ		3		4		0		5		1		2		1		2		0		2		2016年　他院就職1名　
　　　　育児1名
2015年　育児1名
2014年　結婚1名
　　　　病気・療養1名
2012年　夫の転勤1名
　　　　病気・療養1名 ネンタインシュウショクナイクジネンイクジナネンケッコンナビョウキリョウヨウナネンオットテンキンナビョウキリョウヨウナ

		麻酔 マスイ		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

		救急 キュウキュウ		0		0		1		0		0		0		0		0		0		1		開業の後継
（大学は非常勤で継続）

		血内 ケツナイ

		呼外 コガイ		1						2				0		0		0		0		0

		リ膠 ニカワ		0		0		0		0		0

		感染 カンセン

		腎内												1		0		1		0		0		2016年　家庭の事情
2014年　出産 ネンカテイジジョウネンシュッサン

		が化 カ		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

		病理 ビョウリ		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

		リハ		1		0		0		0		0		0		0		1		0		0		家事に専念・開業（夫）の手伝い カジセンネンカイギョウオットテツダ

														18		12		8		13		8

				2016		2015		2014		2013		2012

		取得者数 シュトクシャスウ		18		14		17		16		19

		退職者数 タイショクシャスウ		18		12		8		13		8		59

		理由別 リユウベツ																合計 ゴウケイ

		出産・育児 シュッサンイクジ		6		1		2		2		2		2		1		16

		留学 リュウガク		1														1

		開業 カイギョウ		1		1		1		1								4

		労働条件の不一致（パート希望） ロウドウジョウケンフイッチキボウ		1														1

		病気 ビョウキ		1		1		2										4

		転居 テンキョ		2														2

		他病院 タビョウイン		1		1		1										3

		出産後に他大学へ シュッサンゴタダイガク		1														1

		夫の転勤 オットテンキン		1		3		1										5

		結婚 ケッコン		2		2		1		1								6

		定年 テイネン		3														3

		家庭の事情 カテイジジョウ		7		1												8

		家事専念 カジセンネン		1														1

		その他（不明） タフメイ		1		1		1										3

		就職 シュウショク		1														1

		合計 ゴウケイ		30		11		9		4		2		2		1		59





		



退職理由別割合



		



人

年

退職者数

取得者数

専門医取得後に退職した女性医師数
※把握していない診療科もあり

12

8

13

8



				【設問6】2012～16　在籍期間別退職者数，うち女性 セツモンタイショクシャスウジョセイ																								　　【設問7】退職後の勤務形態別人数　１男　２女 セツモンタイショクノチキンムケイタイベツニンズウオトコオンナ

		診療科 シンリョウカ		～5年未満 ネンミマン		５年未満女性 ネンミマンジョセイ		５年未満男性 ネンミマンダンセイ		5～10年 ネン		５～１０年女性 ネンジョセイ		５～１０年男性 ネンダンセイ		10～15年 ネン		１０年～１５年女性 ネンネンジョセイ		１０年～１５年男性 ネンネンダンセイ		15年以上 ネンイジョウ		１５年以上女性 ネンイジョウジョセイ		１５年以上男性 ネンイジョウダンセイ		常勤(男性） ジョウキンダンセイ		常勤（女性） ジョウキンジョセイ		時短ｱﾙﾊﾞｲﾄ（男性） ジタンダンセイ		時短ｱﾙﾊﾞｲﾄ（女性） ジタンジョセイ		休職（男性） キュウショクダンセイ		休職（女性） キュウショクジョセイ		開業（男性） カイギョウダンセイ		開業（女性） カイギョウジョセイ		不明（男性） フメイダンセイ		不明（女性） フメイジョセイ

		総診 ソウ		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

		消内 ショウナイ		4		4		0		4		4		0		0		0		0		19		0		19		0		0		1		2		1		3		9		0		8		3

		呼内 コナイナイ		1		1		0		10		6		4		6		4		2		8		1		7		3		1		1		2		0		5		12		1		9		3

		内糖		3		2		1		3		2		1		4		4		0		6		3		3		4		1		0		4		0		1		1		0		0		5

		脳内 ノウナイ		0		0		0		2		1		1		0		0		0		4		0		4		2		0		0		0		0		1		2		0		1		0

		循内 ジュンナイナイ		0		0		0		4		2		2		3		0		3		3		0		3		2		0		0		2		0		0		6		0		0		0

		精神 セイシン		0		0		0		9		3		6		8		3		5		8		1		7		18		7		0		0		0		1		5		0		0		0

		小児		4		4		0		10		4		6		8		4		4		16		3		13		3		1		3		8		0		3		17		0		0		3

		一外 イチガイ		0		0		0		1		1		0		2		0		2		0		0		0		2		1		0		0		0		0		0		0		0		0

		二外 ニガイ		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

		脳外 ノウゲカ		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

		整形 セイケイ		0		0		0		0		0		0		2		0		2		3		0		3		3		0		0		0		0		0		2		0		0		0

		形成 ケイセイ		1		1		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		1		0		0		0		0		0		0

		皮膚		1		1		0		2		2		0		0		0		0		0		0		0		0		3		0		0		0		0		0		0		0		0

		泌尿		1		1		0		1		0		1		0		0		0		0		0		0		1		1		0		0		0		0		0		0		0		0

		眼科		2		1		1		4		3		1		7		1		6		11		4		7		9		15		0		1		0		0		8		0		1		0

		耳鼻 ジビ		0		0		0		1		0		1		0		0		0		4		1		3		1		0		0		0		0		0		3		1		0		0

		放診 ホウミ		1		1		0		1		1		0		0		0		0		0		0		0		0		2		0		0		0		0		0		0		0		0

		放治 ホウ		1		1		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		1		0		0		0		0

		産婦 サンプ		3		2		1		1		0		1		2		1		1		10		4		6		9		7		0		0		0		0		0		0		0		0

		麻酔 マスイ		3		2		1		10		9		1		5		4		1		4		1		3		20		2		0		2		0		0		2		0		0		14

		救急 キュウキュウ		0		0		0		0		0		0		4		1		3		3		0		3		4		0		0		0		0		0		2		1		0		0

		血内 ケツナイ		0		0		0		1		0		1		0		0		0		5		1		4		5		1		0		0		0		0		0		0		0		0

		呼外 コガイ		0		0		0		0		0		0		3		1		2		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		2		1

		リ膠 ニカワ		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

		感染 カンセン

		腎内		0		0		0		2		1		1		1		0		1		0		0		0		1												1

		が化 カ		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

		病理 ビョウリ		1		0		1		1		0		1		0		0		0		0		0		0		2		0		0		0		0		0		0		0		0		0

		リハ		0		0		0		0		0		0		1		1		0		1		0		1		1		1		0		0		0		0		0		0		0		0

																												90		43		5		22		1		15		70		3		21		29

																												常勤 ジョウキン		時短ｱﾙﾊﾞｲﾄ ジタン		休職 キュウショク		開業 カイギョウ		不明 フメイ

																										男性 ダンセイ		90		5		1		70		21

																										女性 ジョセイ		43		22		15		3		29





		



※グラフ内数字は、人数，色別年数は，診療科等所属年数

５年未満女性

５年未満男性

５～１０年女性

５～１０年男性

１０年～１５年女性

１０年～１５年男性

１５年以上女性

１５年以上男性



		



女性

男性

診療科等を退職後の勤務形態
（男性：外側，女性：内側）



				【設問8】 セツモン		【設問9】復職時の勤務形態別数 セツモンフクショクトキキンムケイタイベツスウ

		診療科 シンリョウカ		復職女性 フクショクジョセイ		フルタイム		夜免除 ヨルメンジョ		時短 ジタン		院生 インセイ		その他 タ

		総診 ソウ		0		0		0		0		0		0

		消内 ショウナイ		5		0		0		3		2		0

		呼内 コナイナイ		10		0		3		0		1		6

		内糖		5		0		1		2		0		2

		脳内 ノウナイ		5		0		1		3		1		0

		循内 ジュンナイナイ		2

		精神 セイシン		3		1		0		2		0		0

		小児		10		0		5		2		3		0

		一外 イチガイ		3		2		1		0		0		0

		二外 ニガイ		4		3		0		1		0		0

		脳外 ノウゲカ		1		0		0		1		0		0

		整形 セイケイ		0		0		0		0		0		0

		形成 ケイセイ		1		1		0		0		0		0

		皮膚		12		4		0		6		2		0

		泌尿		0		0		0		0		0		0

		眼科		4		3		0		1		0		0

		耳鼻 ジビ		4		2		1		1		0		0

		放診 ホウミ		5		0		0		5		0		0

		放治 ホウ		0		0		0		0		0		0

		産婦 サンプ		10		8		2		0		0		0

		麻酔 マスイ		6		1		1		4		0		0

		救急 キュウキュウ		1		1		0		0		0		0

		血内 ケツナイ		1		1

		呼外 コガイ		2		0		0		2		0		0

		リ膠 ニカワ		0		0		0		0		0		0

		感染 カンセン

		腎内		4		0		2		2		0		0

		が化 カ		0		0		0		0		0		0

		病理 ビョウリ		0		0		0		0		0		0

		リハ		1		0		1		0		0		0

						27		18		35		9		8





		



復職女性



		









過去5年間で，産休・育休などの休職から復職した
女性医師の勤務形態

6


Graph1

		総診

		消内

		呼内

		内糖

		脳内

		循内

		精神

		小児

		一外

		二外

		脳外

		整形

		形成

		皮膚

		泌尿

		眼科

		耳鼻

		放診

		放治

		産婦

		麻酔

		救急

		血内

		呼外

		リ膠

		感染

		腎内

		が化

		病理

		リハ



復職女性

休職から復職した診療科別女性医師数
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全診療科データ（集計）元

		診療科 シンリョウカ		診療科長名 シンリョウカチョウナ		記入者 キニュウシャ		【設問１】医師数 セツモンイシ						【設問2】専門医を目指す者 セツモンセンモンイメザモノ						　【設問3】在籍女性医師経験別人数，専門医取得状況 セツモンザイセキジョセイイシケイケンベツニンズウセンモンイシュトクジョウキョウ																　　　　　【設問4】年度別専門医取得医師，同女性医師，うち女性 セツモンネンドベツセンモンイシュトクイシドウジョセイイシジョセイ																														【設問5】専門医取得後退職理由 セツモンセンモンイシュトクノチタイショクリユウ												【設問6】2012～16　在籍期間別退職者数，うち女性 セツモンタイショクシャスウジョセイ																　　【設問7】退職後の勤務形態別人数　１男　２女 セツモンタイショクノチキンムケイタイベツニンズウオトコオンナ																				【設問8】 セツモン		【設問9】復職時の勤務形態別数 セツモンフクショクトキキンムケイタイベツスウ										【設問10】キャリア継続の工夫 セツモンケイゾククフウ						【設問11】レジデント勧誘の工夫 セツモンカンユウクフウ						【設問12】モデルケース セツモン				【設問13】人事上 セツモンジンジジョウ		【設問14】男女参画への配慮 セツモンダンジョサンカクハイリョ				【設問15】人事上　　 セツモンジンジジョウ

								医師総数 イシソウスウ		うち女性 ジョセイ		％		総数 ソウスウ		うち女性 ジョセイ		％		～5年未満 ネンミマン		うち専門医 センモンイ		5～10年 ネン		うち専門医 センモンイ		10～15年 ネン		うち専門医 センモンイ		15年以上 ネンイジョウ		うち専門医 センモンイ		2016		女性 ジョセイ		在籍 ザイセキ		2015		女性 ジョセイ		在籍 ザイセキ		2014		女性 ジョセイ		在籍 ザイセキ		2013		女性 ジョセイ		在籍 ザイセキ		2012		女性 ジョセイ		在籍 ザイセキ		2016		2015		2014		2013		2012		理由 リユウ		～5年未満 ネンミマン		女性 ジョセイ		5～10年 ネン		女性 ジョセイ		10～15年 ネン		女性 ジョセイ		15年以上 ネンイジョウ		女性 ジョセイ		常勤1 ジョウキン		常勤2 ジョウキン		時短1 ジタン		時短2 ジタン		休職1 キュウショク		休職2 キュウショク		開業1 カイギョウ		開業2 カイギョウ		不明1 フメイ		不明2 フメイ		復職女性 フクショクジョセイ		フル		夜免除 ヨルメンジョ		時短 ジタン		院生 インセイ		その他 タ		している		する予定 ヨテイ		なし		あり		する予定 ヨテイ		なし		いる		いない		女性医師に求めること ジョセイイシモト		している		いない		意見・要望 イケンヨウボウ

		総合診療科 ソウゴウ		田妻　進 タツマススム		菅野　啓司 スガノケイジ		38		5		13		22		3		14		4		0		1		1		0		0		0		0		2		1		1		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0				0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		個別にヒアリングを行い配慮をおこなっている。 コベツオコナハイリョ										○				○		特になし トク				○		アンケートの簡略化 カンリャクカ

		第一内科 ダイイチ		茶山　一彰 チャヤマイチアキラ		茶山　一彰 チャヤマイチアキラ		283		56		20		112		37		33		6		0		18		0		3		3		10		5		未記入 ミキニュウ																																										4		4		4		4		0		0		19		0		0		0		1		2		1		3		9		0		8		3		5		0		0		3		2		0						○						○				○		女性医師に限定したものはなし ジョセイイシゲンテイ				○		なし

		呼吸器内科 コキュウキ		服部　登 ハットリノボル		藤高　一慶 フジタカ１		165		53		32		17		7		41		14		5		13		12		9		8		17		11		不明 フメイ																														1		5		1		4		不明 フメイ		2016年　その他
2015年　出産・育児３名
　　　　留学１名
　　　　開業１名
2014年　出産・育児
2013年　労働条件の不一致
　　　　（パート希望）１名
　　　　出産・育児３名 ネンタネンネンシュッサンイクジネン		1		1		10		6		6		4		8		1		3		1		1		2		0		5		12		1		9		3		10		0		3		0		1		6		当直・待機の免除 トウチョクタイキメンジョ						出産・育児中また復職について相談可能な教室であることをアピールしている。 シュッサンイクジナカフクショクソウダンカノウキョウシツ						育児をしながら，家族の協力の下，フルタイム（当直有）で勤務しているケース イクジカゾクキョウリョクシタトウチョクアリキンム				特になし トク				○		今回のアンケート（後ろ向き）は一部把握できていない情報もあるため，女性医師個別にアンケートされるのも一考かと思いました。 コンカイウシムイチブハアクジョウホウジョセイイシコベツイッコウオモ		※設問６は，2013～2016年度分を集計 セツモンネンドブンシュウケイ

		内分泌・糖尿病内科		米田　真康 ヨネダマサヤス		米田　真康 ヨネダマサヤス		57		27		47		26		13		50		7		0		7		0		5		5		8		8		記録なし キロク																														2		3		0		1		0		2016年　１名病気
　　　　１名他病院
2015年　１名妊娠
　　　　２名転居
2013年　１名妊娠 ネンネンネン		3		2		3		2		4		4		6		3		4		1		0		4		0		1		1		0		0		5		5		0		1		2		0		2		非常勤の勤務や夕方の早い時間に終了できる検診などの仕事を用意している。 ヒジョウキンキンムユウガタハヤジカンシュウリョウケンシンシゴトヨウイ						過去の事例，先輩女性医師の方などを紹介する。 カコジレイセンパイジョセイイシカタショウカイ						産休・育休後に常勤に復帰し，今では教育病院の部長 サンキュウイクキュウノチジョウキンフッキイマキョウイクビョウインブチョウ				常勤でも非常勤でもいいので，とにかく復職を！！ ジョウキンヒジョウキンフクショク				○		医局でこのようなデータを記録していないので，大変しんどいアンケートでした。どこの医局も毎年データを残しているのでしょうか。 イキョクキロクタイヘンイキョクマイトシノコ		※設問９のその他は非常勤 セツモンタヒジョウキン

		第三内科 ダイサン		丸山　博文		永野　義人 ナガノギヒト		84		23		27		16		9		56		10		2		5		5		2		1		6		6		9		1		0		12		3		1		16		6		6		12		0		0		13		5		5		0		0		0		0		0				0		0		2		1		0		0		4		0		2		0		0		0		0		1		2		0		1		0		5		0		1		3		1		0		産休・育休をとる女性医師に対して勤務条件が合うように勤務先とも調整しサポートを行っている。 サンキュウイクキュウジョセイイシタイキンムジョウケンアキンムサキチョウセイオコナ						女性医師の入局が多いこと，勤務条件に関して配慮していることを入局説明会で説明を行うとともに，HP上に女性医会のページを作成し，公開している。 ジョセイイシニュウキョクオオキンムジョウケンカンハイリョニュウキョクセツメイカイセツメイオコナウエジョセイイカイサクセイコウカイ						市中病院において，産休・育休をとりながら常勤として勤務している女性医師が数名おり，それぞれのライフスタイル合せて勤務体制をとっている。 シチュウビョウインサンキュウイクキュウジョウキンキンムジョセイイシスウメイアワキンムタイセイ				特になし トク		勤務条件に関して本人の希望を聴取した上で勤務地を決めており，専門医取得に配慮を行っている。 キンムジョウケンカンホンニンキボウチョウシュウエキンムチキセンモンイシュトクハイリョオコナ				特になし トク

		循環器内科 ジュンカンキ		木原　康樹 キハラヤスキ		山本　秀也 ヤマモトヒデヤ		180		20		11		未記入 ミキニュウ						0		0		3		0		6		5		2		2		不明 フメイ																														1		0		0		0		0		2016年　出産後，他大学へ ネン		0		0		4		2		3		0		3		0		2		0		0		2		0		0		6		0		0		0		2		記入なし キニュウ										○										○		結婚・出産後，総合病院で常勤として勤務している。主に外来勤務。 ケッコンシュッサンノチソウゴウビョウインジョウキンキンムオモガイライキンム				なし						なし

		精神科神経科 セイシンカ		岡本　泰昌 オカモトヤスシ		町野　彰彦 マチノアキヒコ		75		21		28		22		4		18		1		0		5		1		6		5		9		8		把握していない ハアク																														0		1		1		3		2		2015年　就職
2014年　不明
2013年　結婚，育児，夫の転勤
2012年　結婚，出産・育児 ネンシュウショクネンフメイネンネンケッコンシュッサンイクジ		0		0		9		3		8		3		8		1		18		7		0		0		0		1		5		0		0		0		3		1		0		2		0		0		本人の条件に合せて配慮している。 ホンニンジョウケンアワハイリョ						配慮するということを伝えている。 ハイリョツタ		未定 ミテイ				そのような人は，出産・育児において周囲の援助が受けられる人であり，援助がない人は困難。 ヒトシュッサンイクジシュウイエンジョウヒトエンジョヒトコンナン				どのような形でもよいから，退職しないでキャリアを続けて欲しい。 カタチタイショクツヅホ		男性女性を問わず，家庭の事情にはできる限り配慮している。 ダンセイジョセイトカテイジジョウカギハイリョ				このアンケートがどのように役に立つのか，是非とも教えて欲しい。 ヤクタゼヒオシホ

		小児科		小林　正夫 コバヤシマサオ		川口　浩史 カワグチヒロシフミ		160		55		34		50		20		40		15		0		11		11		12		11		17		17		9		6		5		8		2		2		10		3		3		10		6		5		7		3		3		6		2		2		2		3		2016年　家庭の事情（夫の転
　　　　勤）3名，結婚2名,
　　　　定年1名
2015年　家庭の事情1名，
　　　　定年1名
2014年　家庭の事情　2名
2013年　家庭の事情　2名
2012年　家庭の事情2名，
　　　　定年1名 ネンネンカテイジジョウメイテイネンメイネンナネンナネン		4		4		10		4		8		4		16		3		3		1		3		8		0		3		17		0		0		3		10		0		5		2		3		0		勤務病院・勤務内容(当直免除など)について配慮している。 キンムビョウインキンムナイヨウトウチョクメンジョハイリョ						配偶者との勤務病院について配慮している。 ハイグウシャキンムビョウインハイリョ						職歴・研究歴：初期研修→専門医研修→大学院・サブスペシャリティ取得
家庭：大学院在籍中に結婚・出産・育児休暇取得あり				勤務の休止期間を短くし、少しずつでも勤務を継続すること		出産育児による研修の休止に関しては、研修休止が6か月までであれば、休止期間以外での規定の症例経験がなされていると判断される場合には、3年間の専攻医研修終了を認める。				院内保育園の定員増加・優先的入園、ベビーシッターの斡旋、複数主治医制導入の促進を希望いたします。

		第一外科 ダイイチ		末田　泰二郎 スエダタイジロウ		末田・栗原 スエダクリハラ		44		5		11		23		3		13		7		0		11		1		12		8		14		11		37		1		3		35		1		2		36		1		1		34		0		0		33		0		0														0		0		1		1		2		0		0		0		2		1		0		0		0		0		0		0		0		0		3		2		1		0		0		0		当直免除など トウチョクメンジョ				○				女性も活躍できる科をアピール ジョセイカツヤクカ				○				女性としての強みを診療に生かしていただければ ジョセイツヨシンリョウイ				○

		第二外科 ダイニ		大段　秀樹 ダイダンヒデキ		田邊　和照 タナベカズテル		200		14		7		39		5		13		1				4				3				6				把握していない ハアク																														0		0		0		0		0				0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		4		3		0		1		0		0		相談の上，柔軟に対応している。 ソウダンウエジュウナンタイオウ						できるだけ，女性医師から実情など話してもらう機会をもつ。 ジョセイイシジツジョウハナキカイ						特別なケースはありません。→ トクベツ		○		女性医師だからということはありません。 ジョセイイシ		妊娠・出産などの際には人事配置などの配慮を行います。 ニンシンシュッサンサイジンジハイチハイリョオコナ

		脳神経外科 ノウシンケイ		栗栖　薫 クリスカオル		栗栖　薫 クリスカオル		183		8		4		10		0		0		0		0		2		1		0		0		6		6		0		0		0		3		1		1		5		0		0		4		0		1		1		0		0		0		0		0		0		0				0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		1		0		0		1		0		0		実情に合わせて休職，部分復帰など。また，急性期からやや亜急性期や慢性期の施設での研修や勤務を考慮 ジツジョウアキュウショクブブンフッキキュウセイキアキュウセイキマンセイキシセツケンシュウキンムコウリョ						入局説明会で，相談に応じている。 ニュウキョクセツメイカイソウダンオウ						第一線の臨床医から、厚労省の役人になったS57年卒。専門医、学位あり。
第一線の急性期病院から亜急性期、あるいはリハビリ等、NST指導等、日本脳神経外科女医会の副会長を歴任、一時期4年制女子総合大学の栄養学科の教授を務めた。S57年卒。専門医、学位あり。
第一線の急性期病院で、ずっと急患、手術に没頭している。H5年卒。専門医あり。
第一線の急性期から帰局、大学院生の時に結婚妊娠出産。亜急性期、リハビリを経験して、行政の領域へ。保健所勤務。H10年卒。専門医、学位あり。
第一線の急性期から帰局、出張。社会人大学院生～学位取得。専門医。今も急性期病院に勤務。H11年卒。				家庭と勤務の両立が理想。ただし，妊娠出産子育てを優先。その後の復帰のプロセスをサポートする。 カテイキンムリョウリツリソウニンシンシュッサンコソダユウセンゴフッキ				○		女性医師の場合、色々とキャリアを取りうるので、柔軟的な対応が必要と考えます。選択肢は多いほうが良い。

		整形外科 セイケイ		安達　伸生		田中　信弘 タナカノブヒロ		260		11		4		100		3		3		2		0		1		0		1		1		2		2		4		0		0		6		0		0		7		0		0		8		0		0		5		1		1		なし												0		0		0		0		2		0		3		0		3		0		0		0		0		0		2		0		0		0		0		0		0		0		0		0						○		入局説明会 ニュウキョクセツメイカイ						子どもがいるが常勤で働いている。 コジョウキンハタラ								○		特になし トク

		形成外科 ケイセイ		横田　和典 ヨコタカズノリ		横田　和典 ヨコタカズノリ		8		3		38		2		1		50		1		0		1		1		1		1		0		0		1		1		1		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		1		0		0		0		0		不明
（労働条件不一致？）		1		1		0		0		0		0		0		0		0		0		0		1		0		0		0		0		0		0		1		1		0		0		0		0		個々と面談を行い，個人の環境に合った就業形態を考える ココメンダンオコナコジンカンキョウアシュウギョウケイタイカンガ										○		結婚，出産，子育て，仕事を経験，継続している。 ケッコンシュッサンコソダシゴトケイケンケイゾク				なし				○		なし

		皮膚科		秀　道広 ヒデミチヒロ		菅　崇暢 スガタカノブ		58		29		50		30		19		63		15		0		10				6		5		2		2		1		0		0		1		0		0		2		1		1		0		0		0		0		0		0		なし												1		1		2		2		0		0		0		0		0		3		0		0		0		0		0		0		0		0		12		4		0		6		2		0		関連病院にフルタイムで復帰した女性医師に対して，子供の急病などで勤務から離れる場合などは，大学病院勤務の女性医師によるバックアップ体制を整えている。 カンレンビョウインフッキジョセイイシタイコドモキュウビョウキンムハナバアイダイガクビョウインキンムジョセイイシタイセイトトノ						年に2回の入局説明会を行い，先輩医師のキャリアなどについての情報提供をしている。 ネンカイニュウキョクセツメイカイオコナセンパイイシジョウホウテイキョウ						・男性医師と同様に勤務し，専門医を取得後，関連病院の部長として勤務している女性医師は増えてきている。
・妊娠出産を経て，時短勤務をしつつ，大学病院で外来枠を担当されている先生もいる。
・関連病院でフルタイムで復帰されている先生もいる。 ダンセイイシドウヨウキンムセンモンイシュトクノチカンレンビョウインブチョウキンムジョセイイシフニンシンシュッサンヘジタンキンムダイガクビョウインガイライワクタントウセンセイカンレンビョウインフッキセンセイ				目先の利益にとらわれず，長い目でのキャリアアップと組織全体の向上を考えられる視点。 メサキリエキナガメソシキゼンタイコウジョウカンガシテン		妊娠・出産を経ても，専門医を取得できる条件を満たせるように勤務形態を配慮している。 ニンシンシュッサンヘセンモンイシュトクジョウケンミキンムケイタイハイリョ

		泌尿器科		松原　昭郎 マツバラアキロウ		上野　剛志 ウエノタケシシ		50		2		4		11		1		9		1		0		0		0		0		0		1		1		1		0		0		4		0		0		2		0		0		1		0		0		2		0		0		なし												1		1		1		0		0		0		0		0		1		1		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0						○						○				○		なし				○		特になし トク

		眼科		木内　良明 キウチヨシアキ		千崎　かしば センザキ		66		31		47		16		9		56		17		0		24		18		4		4		18		18		2		1		1		3		2		2		4		2		2		5		3		3		6		6		6		2		0		0		3		0		2016年　出産・育児１名
　　　　病気療養1名
2013年　出産・育児1名
　　　　実家医院勤務1名
　　　　個人病院勤務1名
 ネンネン		2		1		4		3		7		1		11		4		9		15		0		1		0		0		8		0		1		0		4		3		0		1		0		0		当直，急患対応の免除等 トウチョクキュウカンタイオウメンジョトウ						入局説明会にて女性医師のライフワークを先輩ママから話してもらう。 ニュウキョクセツメイカイジョセイイシセンパイハナ						常勤勤務から出産・育休を経て非常勤勤務の後に常勤。常勤勤務から出産で退職後，非常勤務を経て常勤。 ジョウキンキンムシュッサンイクキュウヘヒジョウキンキンムノチジョウキンジョウキンキンムシュッサンタイショクノチヒジョウキンムヘジョウキン												※設問９の時短勤務者は，9：00～13：00 セツモンジタンキンムシャ

		耳鼻咽喉科 ジビインコウ		平川　勝洋 ヒラカワカツヨウ		井門　廉太郎 イモンレンタロウ		72		10		14		13		2		15		2		0		0		0		5		5		3		3		3		0		0		2		0		0		3		1		1		4		0		0		4		2		2		1		0		0		0		0		2016年　開業 ネンカイギョウ		0		0		1		0		0		0		4		1		1		0		0		0		0		0		3		1		0		0		4		2		1		1		0		0		当直の免除，勤務先の変更 トウチョクメンジョキンムサキヘンコウ										○		子どもを育てながら常勤で働いている。 コソダジョウキンハタラ				可能であれば仕事を続けて欲しい。 カノウシゴトツヅホ				○

		放射線診断科 ホウシャセンシンダン		粟井　和夫 アワイカズオ		飯田　慎 イイダシン		81		28		35		14		5		36		7		0		7		5		1		1		13		13		3		2		1		3		1		0		0		0		0		0		0		0		1		1		0		1		0		0		0		0		他県へ転出（結婚）		1		1		1		1		0		0		0		0		0		2		0		0		0		0		0		0		0		0		5		0		0		5		0		0		短時間でも読影業務できる勤務場所を確保し，常に情報提供をしている。 タンジカンドクエイギョウムキンムバショカクホツネジョウホウテイキョウ										男女で同じ勧誘をしている。希望者には，女性医師（育休中等）との談話を設ける。 ダンジョオナカンユウキボウシャジョセイイシイクキュウナカトウダンワモウ		育休，産休と継続しつつ，放射線診断専門医を取得した。 イクキュウサンキュウケイゾクホウシャセンシンダンセンモンイシュトク				短時間でもよいので働き続けること。 タンジカンハタラツヅ				個々のケースに対応できる体制をとっている。 ココタイオウタイセイ

		放射線治療科 ホウシャセンチリョウ		永田　靖 ナガタヤスシ		永田　靖 ナガタヤスシ		30		3		10		5		0		0		0		0		2		2		0		0		1		1		1		0		0		0		0		0		2		2		1		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0				1		1		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		1		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0				現在，学会で検討中 ゲンザイガッカイケントウナカ				女性医師の茶話会 ジョセイイシサワカイ								○		ワークライフバランス		子育て支援 コソダシエン				特になし トク

		産科婦人科 サンカ		工藤　美樹 クドウヨシキ		平田英司・田中教文 ヒラタヒデシタナカノリフミ		87		41		47		39		21		54		8		1		13		13		6		6		14		14		5		3		3		8		4		4		3		0		0		8		5		5		5		1		1		2		1		1		0		2		2016年　他院就職1名　
　　　　育児1名
2015年　育児1名
2014年　結婚1名
　　　　病気・療養1名
2012年　夫の転勤1名
　　　　病気・療養1名 ネンタインシュウショクナイクジネンイクジナネンケッコンナビョウキリョウヨウナネンオットテンキンナビョウキリョウヨウナ		3		2		1		0		2		1		10		4		9		7		0		0		0		0		0		0		0		0		10		8		2		0		0		0		　内容：復帰支援（希望の勤務体制を考慮、やりがいのある仕事に復帰）
専門医取得の希望に応じて各種調整を行う
異動の際は夫の勤務場所を考慮
妊娠時・育児中の日当直、勤務時間等への配慮						医局案内のパンフレットに女性医師の項目を掲載しています。医局説明会、病院見学に来た際などには女性医師が持つ不安を解消するために説明を行っています。また、医局の女性医師と話をする時間を設けています。						育児しながら、フルタイムで勤務し、夜勤・当直業務も行っている				・ 今後は主任部長または相応する責任を負う役職に就くことになる
・ 時間がかかるかもしれないが家庭内でも相談を行いながら、そのような職
につく準備を進めてほしい		異動の際は夫の勤務場所を考慮
妊娠時・育児中の日当直、勤務時間等への配慮				院内保育園の定員が少ない（希望があっても入れない医師がおり、困りました）
病児保育（必須と思われます）
女性医師採用支援枠		※設問９のフルタイム勤務について，施設の状況にもよるが、日当直の回数や曜日など、かなりの融通をきかせている
 セツモンキンム

		麻酔科蘇生科 マスイカソセイ		河本　昌志 コウモトマサシ		河本　昌志 コウモトマサシ		115		51		44		38		26		68		5		0		21		14		8		8		18		18		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0				3		2		10		9		5		4		4		1		20		2		0		2		0		0		2		0		0		14		6		1		1		4		0		0		本人の希望を聞いて最大限勤務に融通を持たせるようにしている。 ホンニンキボウキサイダイゲンキンムユウヅウモ		未定 ミテイ				勤務に当たっては，本人の希望を尊重することを説明している。 キンムアホンニンキボウソンチョウセツメイ		未定 ミテイ				子育てをしながら常勤医として，診療，研究にあたっている医師が複数ある。 コソダジョウキンイシンリョウケンキュウイシフクスウ				医師としての責務を果たすこと。 イシセキムハ		子育て等の休業期間は経験年数から除外している。 コソダトウキュウギョウキカンケイケンネンスウジョガイ				託児所・保育所の絶対数が足りないので勤務の制限や困難をきたしている女性医師が多い．最近は病院に付設の保育所を持つところも増えたが，医師の異動の度に子供の託児施設のことを配慮する必要があり，異動に制約が大きい．大学病院の保育所は，病院職員でなくなったときには退去を求められるため，関連病院への異動を考慮すると利用しづらいという実態があります．
大学として，広仁会などの外郭団体が主体となって，勤務医の子弟のための託児所・保育所を運営してもらえるなら，勤務先の異動のたびに託児所・保育所を変えたり，探したりしないですむので，好都合です．実現のためには各病院付設の保育所を吸収するなどの方策も考慮して，女性医師支援という観点から，是非共同利用のできる託児保育施設の設置を望みます．		※設問９の時短勤務者は，9：00～16：00 セツモンジタンキンムシャ

		救急科 キュウキュウ		志馬　伸朗		田邊　優子 タナベユウコ		27		5		19		9		4		44		3		0		0		0		2		1		0		0		6		0		0		2		0		0		4		1		1		2		0		0		0		0		0		0		0		0		0		1		開業の後継
（大学は非常勤で継続）		0		0		0		0		4		1		3		0		4		0		0		0		0		0		2		1		0		0		1		1		0		0		0		0		当直，夜勤など工面が可能です。 トウチョクヤキンクメンカノウ						勧誘の場に女性医師（当科）も参加して具体的にお話しできるようにしています。 カンユウバジョセイイシトウカサンカグタイテキハナ						産休育休を経て院内保育を利用されている方がおられます。 サンキュウイクキュウヘインナイホイクリヨウカタ				男女特に変わらないと思います。 ダンジョトクカオモ		専門医研修中，出産に伴う６ケ月以内の休暇は，男女ともに１回まで研修期間にカウントできるようにしています。 センモンイケンシュウナカシュッサントモナツキイナイキュウカダンジョカイケンシュウキカン						※設問９のフルタイム勤務者について，復職当初は夜勤なし，2年後から夜勤ありのフルタイム セツモンキンムシャフクショクトウショヤキンネンノチヤキン

		血液内科 ケツエキナイカ		一戸　辰夫 イチノヘタツオ		一戸　辰夫 イチノヘタツオ		32		4		13		5		3		60		2		0		1		0		0		0		0		0		把握していない ハアク																														なし												0		0		1		0		0		0		5		1		5		1		0		0		0		0		0		0		0		0		1		1										・短時間の外来勤務のみでの非常勤雇用
・大学院への進学（ライフスタイルに合わせて休学可能）
（上記は女性医師に限らず，ライフスタイルに合わせて男性医師にも適用されるべきことと考える。） タンジカンガイライキンムヒジョウキンコヨウダイガクインシンガクアキュウガクカノウジョウキジョセイイシカギアダンセイイシテキヨウカンガ										○		育児を行いながら，フルタイムの教員として服務を全うしている。 イクジオコナキョウインフクムマット				女性であるということのみを理由に特別な要求を行うことは不適切と考える。 ジョセイリユウトクベツヨウキュウオコナフテキセツカンガ		男性・女性を問わず，ライフスタイルに合わせた配慮を行っている。 ダンセイジョセイトアハイリョオコナ

		呼吸器外科 コキュウキゲカ		岡田　守人 オカダモリト		桝本　法生 マスモトホウナマ		90		10		11		26		7		27		3		0		1		1		0		0		2		2		1		1		1		2				0		1				0		2		2		2		3				1		0		0		0		0		0				0		0		0		0		3		1		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		2		1		2		0		0		2		0		0		カンファレンスを１８時までに終了する。 ジシュウリョウ		カンファレンス１７時半終了を考慮中 ジハンシュウリョウコウリョナカ				子育てしながらのキャリア継続可能 コソダケイゾクカノウ						子育てしながら専門医・博士号を取得する。 コソダセンモンイハカセゴウシュトク						妊娠している場合，本人の家庭状況を考慮する。 ニンシンバアイホンニンカテイジョウキョウコウリョ

		リウマチ・膠原病科 コウゲンビョウ		杉山　英二 スギヤマエイジ		平田　信太郎 ヒラタシンタロウ		18		1		6		13		1		8		0		0		1		0		0		0		0		0		0		0		0		1		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		なし												0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0				勤務先の選定について意向に沿う。 キンムサキセンテイイコウソ								男性医師との差は全くない。 ダンセイイシサマッタ				○		社会性（男女問わず） シャカイセイダンジョト				○

		感染症科 カンセンショウカ		大毛　宏喜 オオゲヒロヨロコ				女性医師はいません，との回答有（未提出） ジョセイイシカイトウアリミテイシュツ

		腎臓内科		正木　崇生 マサキタカオ		土井　俊樹 ドイトシキ		63		14		22		36		13		36		4		0		9		9		1		1		1		1		把握していない ハアク																														1		0		1		0		0		2016年　家庭の事情
2014年　出産 ネンカテイジジョウネンシュッサン		0		0		2		1		1		0		0		0		1												1								4		0		2		2		0		0		外来中心の勤務としています。 ガイライチュウシンキンム						外来中心の勤務ができることを伝えています。 ガイライチュウシンキンムツタ										特にありません トク				○		゛大学教育関連病院゛の定義がよくわかりませんでした。個人病院に医局派遣している場合など，人事について数年前のことは不明である場合も多く，十分答えられず申し訳ございませんでした。 ダイガクキョウイクカンレンビョウインテイギコジンビョウインイキョクハケンバアイジンジスウネンマエフメイバアイオオジュウブンコタモウワケ

		がん化学療法科 カガクリョウホウカ		杉山　一彦 スギヤマカズヒコ		杉山　一彦 スギヤマイチヒコ		2		0		0		2		0		0		0		0		1		0		1		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0				0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0																○						現在，女性医師がいないため配慮はしていないが，入った場合は配慮する。 ゲンザイジョセイイシハイリョハイバアイハイリョ

		病理診断科 ビョウリ		有廣　光司 アヒロヒカツカサ		有廣　光司 アヒロヒカツカサ		3		1		33		1		1		100		1		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0				1		0		1		0		0		0		0		0		2		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0				具体的には，本人の希望に従って配慮する。 グタイテキホンニンキボウシタガハイリョ				女性に優しい職場環境であることを強調する。 ジョセイヤサショクバカンキョウキョウチョウ						歯科医師のgeneral　pathologist　への転身 シカイシテンシン				特にない トク		育児に関する優遇を計画 イクジカンユウグウケイカク				特にない トク

		ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ科		木村　浩彰 キムラヒロアキラ		木村　浩彰 キムラヒロアキラ		10		1		10		3		0		0		0		0		1		1		0		0		0		0		2		1		1		1		0		0		1		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		1		0		0		家事に専念・開業（夫）の手伝い カジセンネンカイギョウオットテツダ		0		0		0		0		1		1		1		0		1		1		0		0		0		0		0		0		0		0		1		0		1		0		0		0		産休（１～3年），出産１年までの時短など，法律を守るようにしている。 サンキュウネンシュッサンネンジタンホウリツマモ						女性医師からの体験談を話してもらっている。 ジョセイイシタイケンダンハナシ						リハ学会でも取り上げられた。子ども２人いても診察できることを伝えています。 ガッカイトアコヒトシンサツツタ				人によって条件が異なるので，できるだけ意見を聞いて，法律内で調整します。 ヒトジョウケンコトイケンキホウリツナイチョウセイ				○		有給や特休，産休は医師の権利なので，周知したほうがよいと思います。また，この問いを含め労働管理を事務方でしてください。時間外の管理など，働けば請求できるものではありません。 ユウキュウトッキュウサンキュウイシケンリシュウチオモトフクロウドウカンリジムカタジカンガイカンリハタラセイキュウ





全診療科データ（集計）元 (2)

				【設問１】医師数 セツモンイシ								【設問2】専門医を目指す者 セツモンセンモンイメザモノ								　【設問3】在籍女性医師経験別人数，専門医取得状況 セツモンザイセキジョセイイシケイケンベツニンズウセンモンイシュトクジョウキョウ																　　　　　【設問4】年度別専門医取得医師，同女性医師，うち女性 セツモンネンドベツセンモンイシュトクイシドウジョセイイシジョセイ																														【設問5】専門医取得後退職理由 セツモンセンモンイシュトクノチタイショクリユウ												【設問6】2012～16　在籍期間別退職者数，うち女性 セツモンタイショクシャスウジョセイ																　　【設問7】退職後の勤務形態別人数　１男　２女 セツモンタイショクノチキンムケイタイベツニンズウオトコオンナ																				【設問8】 セツモン		【設問9】復職時の勤務形態別数 セツモンフクショクトキキンムケイタイベツスウ										【設問10】キャリア継続の工夫 セツモンケイゾククフウ						【設問11】レジデント勧誘の工夫 セツモンカンユウクフウ						【設問12】モデルケース セツモン				【設問13】人事上 セツモンジンジジョウ		【設問14】男女参画への配慮 セツモンダンジョサンカクハイリョ				【設問15】人事上　　 セツモンジンジジョウ

		診療科 シンリョウカ		医師総数 イシソウスウ		女性 ジョセイ		男性 ダンセイ		％		総数 ソウスウ		女性 ジョセイ		男性 ダンセイ		％		～5年未満 ネンミマン		うち専門医 センモンイ		5～10年 ネン		うち専門医 センモンイ		10～15年 ネン		うち専門医 センモンイ		15年以上 ネンイジョウ		うち専門医 センモンイ		2016		女性 ジョセイ		在籍 ザイセキ		2015		女性 ジョセイ		在籍 ザイセキ		2014		女性 ジョセイ		在籍 ザイセキ		2013		女性 ジョセイ		在籍 ザイセキ		2012		女性 ジョセイ		在籍 ザイセキ		2016		2015		2014		2013		2012		理由 リユウ		～5年未満 ネンミマン		女性 ジョセイ		5～10年 ネン		女性 ジョセイ		10～15年 ネン		女性 ジョセイ		15年以上 ネンイジョウ		女性 ジョセイ		常勤1 ジョウキン		常勤2 ジョウキン		時短1 ジタン		時短2 ジタン		休職1 キュウショク		休職2 キュウショク		開業1 カイギョウ		開業2 カイギョウ		不明1 フメイ		不明2 フメイ		復職女性 フクショクジョセイ		フル		夜免除 ヨルメンジョ		時短 ジタン		院生 インセイ		その他 タ		している		する予定 ヨテイ		なし		あり		する予定 ヨテイ		なし		いる		いない		女性医師に求めること ジョセイイシモト		している		いない		意見・要望 イケンヨウボウ

		総合診療科 ソウゴウ		38		5		33		13		22		3		19		14		4		0		1		1		0		0		0		0		2		1		1		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0				0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		個別にヒアリングを行い配慮をおこなっている。 コベツオコナハイリョ										○				○		特になし トク				○		アンケートの簡略化 カンリャクカ

		第一内科 ダイイチ		283		56		227		20		112		37		75		33		6		0		18		0		3		3		10		5		未記入 ミキニュウ																																										4		4		4		4		0		0		19		0		0		0		1		2		1		3		9		0		8		3		5		0		0		3		2		0						○						○				○		女性医師に限定したものはなし ジョセイイシゲンテイ				○		なし

		呼吸器内科 コキュウキ		165		53		112		32		17		7		10		41		14		5		13		12		9		8		17		11		不明 フメイ																														1		5		1		4		不明 フメイ		2016年　その他
2015年　出産・育児３名
　　　　留学１名
　　　　開業１名
2014年　出産・育児
2013年　労働条件の不一致
　　　　（パート希望）１名
　　　　出産・育児３名 ネンタネンネンシュッサンイクジネン		1		1		10		6		6		4		8		1		3		1		1		2		0		5		12		1		9		3		10		0		3		0		1		6		当直・待機の免除 トウチョクタイキメンジョ						出産・育児中また復職について相談可能な教室であることをアピールしている。 シュッサンイクジナカフクショクソウダンカノウキョウシツ						育児をしながら，家族の協力の下，フルタイム（当直有）で勤務しているケース イクジカゾクキョウリョクシタトウチョクアリキンム				特になし トク				○		今回のアンケート（後ろ向き）は一部把握できていない情報もあるため，女性医師個別にアンケートされるのも一考かと思いました。 コンカイウシムイチブハアクジョウホウジョセイイシコベツイッコウオモ		※設問６は，2013～2016年度分を集計 セツモンネンドブンシュウケイ

		内分泌・糖尿病内科		57		27		30		47		26		13		13		50		7		0		7		0		5		5		8		8		記録なし キロク																														2		3		0		1		0		2016年　１名病気
　　　　１名他病院
2015年　１名妊娠
　　　　２名転居
2013年　１名妊娠 ネンネンネン		3		2		3		2		4		4		6		3		4		1		0		4		0		1		1		0		0		5		5		0		1		2		0		2		非常勤の勤務や夕方の早い時間に終了できる検診などの仕事を用意している。 ヒジョウキンキンムユウガタハヤジカンシュウリョウケンシンシゴトヨウイ						過去の事例，先輩女性医師の方などを紹介する。 カコジレイセンパイジョセイイシカタショウカイ						産休・育休後に常勤に復帰し，今では教育病院の部長 サンキュウイクキュウノチジョウキンフッキイマキョウイクビョウインブチョウ				常勤でも非常勤でもいいので，とにかく復職を！！ ジョウキンヒジョウキンフクショク				○		医局でこのようなデータを記録していないので，大変しんどいアンケートでした。どこの医局も毎年データを残しているのでしょうか。 イキョクキロクタイヘンイキョクマイトシノコ		※設問９のその他は非常勤 セツモンタヒジョウキン

		第三内科 ダイサン		84		23		61		27		16		9		7		56		10		2		5		5		2		1		6		6		9		1		0		12		3		1		16		6		6		12		0		0		13		5		5		0		0		0		0		0				0		0		2		1		0		0		4		0		2		0		0		0		0		1		2		0		1		0		5		0		1		3		1		0		産休・育休をとる女性医師に対して勤務条件が合うように勤務先とも調整しサポートを行っている。 サンキュウイクキュウジョセイイシタイキンムジョウケンアキンムサキチョウセイオコナ						女性医師の入局が多いこと，勤務条件に関して配慮していることを入局説明会で説明を行うとともに，HP上に女性医会のページを作成し，公開している。 ジョセイイシニュウキョクオオキンムジョウケンカンハイリョニュウキョクセツメイカイセツメイオコナウエジョセイイカイサクセイコウカイ						市中病院において，産休・育休をとりながら常勤として勤務している女性医師が数名おり，それぞれのライフスタイル合せて勤務体制をとっている。 シチュウビョウインサンキュウイクキュウジョウキンキンムジョセイイシスウメイアワキンムタイセイ				特になし トク		勤務条件に関して本人の希望を聴取した上で勤務地を決めており，専門医取得に配慮を行っている。 キンムジョウケンカンホンニンキボウチョウシュウエキンムチキセンモンイシュトクハイリョオコナ				特になし トク

		循環器内科 ジュンカンキ		180		20		160		11		未記入 ミキニュウ								0		0		3		0		6		5		2		2		不明 フメイ																														1		0		0		0		0		2016年　出産後，他大学へ ネン		0		0		4		2		3		0		3		0		2		0		0		2		0		0		6		0		0		0		2		記入なし キニュウ										○										○		結婚・出産後，総合病院で常勤として勤務している。主に外来勤務。 ケッコンシュッサンノチソウゴウビョウインジョウキンキンムオモガイライキンム				なし						なし

		精神科神経科 セイシンカ		75		21		54		28		22		4		18		18		1		0		5		1		6		5		9		8		把握していない ハアク																														0		1		1		3		2		2015年　就職
2014年　不明
2013年　結婚，育児，夫の転勤
2012年　結婚，出産・育児 ネンシュウショクネンフメイネンネンケッコンシュッサンイクジ		0		0		9		3		8		3		8		1		18		7		0		0		0		1		5		0		0		0		3		1		0		2		0		0		本人の条件に合せて配慮している。 ホンニンジョウケンアワハイリョ						配慮するということを伝えている。 ハイリョツタ		未定 ミテイ				そのような人は，出産・育児において周囲の援助が受けられる人であり，援助がない人は困難。 ヒトシュッサンイクジシュウイエンジョウヒトエンジョヒトコンナン				どのような形でもよいから，退職しないでキャリアを続けて欲しい。 カタチタイショクツヅホ		男性女性を問わず，家庭の事情にはできる限り配慮している。 ダンセイジョセイトカテイジジョウカギハイリョ				このアンケートがどのように役に立つのか，是非とも教えて欲しい。 ヤクタゼヒオシホ

		小児科		160		55		105		34		50		20		30		40		15		0		11		11		12		11		17		17		9		6		5		8		2		2		10		3		3		10		6		5		7		3		3		6		2		2		2		3		2016年　家庭の事情（夫の転
　　　　勤）3名，結婚2名,
　　　　定年1名
2015年　家庭の事情1名，
　　　　定年1名
2014年　家庭の事情　2名
2013年　家庭の事情　2名
2012年　家庭の事情2名，
　　　　定年1名 ネンネンカテイジジョウメイテイネンメイネンナネンナネン		4		4		10		4		8		4		16		3		3		1		3		8		0		3		17		0		0		3		10		0		5		2		3		0		勤務病院・勤務内容(当直免除など)について配慮している。 キンムビョウインキンムナイヨウトウチョクメンジョハイリョ						配偶者との勤務病院について配慮している。 ハイグウシャキンムビョウインハイリョ						職歴・研究歴：初期研修→専門医研修→大学院・サブスペシャリティ取得
家庭：大学院在籍中に結婚・出産・育児休暇取得あり				勤務の休止期間を短くし、少しずつでも勤務を継続すること		出産育児による研修の休止に関しては、研修休止が6か月までであれば、休止期間以外での規定の症例経験がなされていると判断される場合には、3年間の専攻医研修終了を認める。				院内保育園の定員増加・優先的入園、ベビーシッターの斡旋、複数主治医制導入の促進を希望いたします。

		第一外科 ダイイチ		44		5		39		11		23		3		20		13		7		0		11		1		12		8		14		11		37		1		3		35		1		2		36		1		1		34		0		0		33		0		0														0		0		1		1		2		0		0		0		2		1		0		0		0		0		0		0		0		0		3		2		1		0		0		0		当直免除など トウチョクメンジョ				○				女性も活躍できる科をアピール ジョセイカツヤクカ				○				女性としての強みを診療に生かしていただければ ジョセイツヨシンリョウイ				○

		第二外科 ダイニ		200		14		186		7		39		5		34		13		1				4				3				6				把握していない ハアク																														0		0		0		0		0				0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		4		3		0		1		0		0		相談の上，柔軟に対応している。 ソウダンウエジュウナンタイオウ						できるだけ，女性医師から実情など話してもらう機会をもつ。 ジョセイイシジツジョウハナキカイ						特別なケースはありません。→ トクベツ		○		女性医師だからということはありません。 ジョセイイシ		妊娠・出産などの際には人事配置などの配慮を行います。 ニンシンシュッサンサイジンジハイチハイリョオコナ

		脳神経外科 ノウシンケイ		183		8		175		4		10		0		10		0		0		0		2		1		0		0		6		6		0		0		0		3		1		1		5		0		0		4		0		1		1		0		0		0		0		0		0		0				0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		1		0		0		1		0		0		実情に合わせて休職，部分復帰など。また，急性期からやや亜急性期や慢性期の施設での研修や勤務を考慮 ジツジョウアキュウショクブブンフッキキュウセイキアキュウセイキマンセイキシセツケンシュウキンムコウリョ						入局説明会で，相談に応じている。 ニュウキョクセツメイカイソウダンオウ						第一線の臨床医から、厚労省の役人になったS57年卒。専門医、学位あり。
第一線の急性期病院から亜急性期、あるいはリハビリ等、NST指導等、日本脳神経外科女医会の副会長を歴任、一時期4年制女子総合大学の栄養学科の教授を務めた。S57年卒。専門医、学位あり。
第一線の急性期病院で、ずっと急患、手術に没頭している。H5年卒。専門医あり。
第一線の急性期から帰局、大学院生の時に結婚妊娠出産。亜急性期、リハビリを経験して、行政の領域へ。保健所勤務。H10年卒。専門医、学位あり。
第一線の急性期から帰局、出張。社会人大学院生～学位取得。専門医。今も急性期病院に勤務。H11年卒。				家庭と勤務の両立が理想。ただし，妊娠出産子育てを優先。その後の復帰のプロセスをサポートする。 カテイキンムリョウリツリソウニンシンシュッサンコソダユウセンゴフッキ				○		女性医師の場合、色々とキャリアを取りうるので、柔軟的な対応が必要と考えます。選択肢は多いほうが良い。

		整形外科 セイケイ		260		11		249		4		100		3		97		3		2		0		1		0		1		1		2		2		4		0		0		6		0		0		7		0		0		8		0		0		5		1		1		なし												0		0		0		0		2		0		3		0		3		0		0		0		0		0		2		0		0		0		0		0		0		0		0		0						○		入局説明会 ニュウキョクセツメイカイ						子どもがいるが常勤で働いている。 コジョウキンハタラ								○		特になし トク

		形成外科 ケイセイ		8		3		5		38		2		1		1		50		1		0		1		1		1		1		0		0		1		1		1		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		1		0		0		0		0		不明
（労働条件不一致？）		1		1		0		0		0		0		0		0		0		0		0		1		0		0		0		0		0		0		1		1		0		0		0		0		個々と面談を行い，個人の環境に合った就業形態を考える ココメンダンオコナコジンカンキョウアシュウギョウケイタイカンガ										○		結婚，出産，子育て，仕事を経験，継続している。 ケッコンシュッサンコソダシゴトケイケンケイゾク				なし				○		なし

		皮膚科		58		29		29		50		30		19		11		63		15		0		10				6		5		2		2		1		0		0		1		0		0		2		1		1		0		0		0		0		0		0		なし												1		1		2		2		0		0		0		0		0		3		0		0		0		0		0		0		0		0		12		4		0		6		2		0		関連病院にフルタイムで復帰した女性医師に対して，子供の急病などで勤務から離れる場合などは，大学病院勤務の女性医師によるバックアップ体制を整えている。 カンレンビョウインフッキジョセイイシタイコドモキュウビョウキンムハナバアイダイガクビョウインキンムジョセイイシタイセイトトノ						年に2回の入局説明会を行い，先輩医師のキャリアなどについての情報提供をしている。 ネンカイニュウキョクセツメイカイオコナセンパイイシジョウホウテイキョウ						・男性医師と同様に勤務し，専門医を取得後，関連病院の部長として勤務している女性医師は増えてきている。
・妊娠出産を経て，時短勤務をしつつ，大学病院で外来枠を担当されている先生もいる。
・関連病院でフルタイムで復帰されている先生もいる。 ダンセイイシドウヨウキンムセンモンイシュトクノチカンレンビョウインブチョウキンムジョセイイシフニンシンシュッサンヘジタンキンムダイガクビョウインガイライワクタントウセンセイカンレンビョウインフッキセンセイ				目先の利益にとらわれず，長い目でのキャリアアップと組織全体の向上を考えられる視点。 メサキリエキナガメソシキゼンタイコウジョウカンガシテン		妊娠・出産を経ても，専門医を取得できる条件を満たせるように勤務形態を配慮している。 ニンシンシュッサンヘセンモンイシュトクジョウケンミキンムケイタイハイリョ

		泌尿器科		50		2		48		4		11		1		10		9		1		0		0		0		0		0		1		1		1		0		0		4		0		0		2		0		0		1		0		0		2		0		0		なし												1		1		1		0		0		0		0		0		1		1		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0						○						○				○		なし				○		特になし トク

		眼科		66		31		35		47		16		9		7		56		17		0		24		18		4		4		18		18		2		1		1		3		2		2		4		2		2		5		3		3		6		6		6		2		0		0		3		0		2016年　出産・育児１名
　　　　病気療養1名
2013年　出産・育児1名
　　　　実家医院勤務1名
　　　　個人病院勤務1名
 ネンネン		2		1		4		3		7		1		11		4		9		15		0		1		0		0		8		0		1		0		4		3		0		1		0		0		当直，急患対応の免除等 トウチョクキュウカンタイオウメンジョトウ						入局説明会にて女性医師のライフワークを先輩ママから話してもらう。 ニュウキョクセツメイカイジョセイイシセンパイハナ						常勤勤務から出産・育休を経て非常勤勤務の後に常勤。常勤勤務から出産で退職後，非常勤務を経て常勤。 ジョウキンキンムシュッサンイクキュウヘヒジョウキンキンムノチジョウキンジョウキンキンムシュッサンタイショクノチヒジョウキンムヘジョウキン												※設問９の時短勤務者は，9：00～13：00 セツモンジタンキンムシャ

		耳鼻咽喉科 ジビインコウ		72		10		62		14		13		2		11		15		2		0		0		0		5		5		3		3		3		0		0		2		0		0		3		1		1		4		0		0		4		2		2		1		0		0		0		0		2016年　開業 ネンカイギョウ		0		0		1		0		0		0		4		1		1		0		0		0		0		0		3		1		0		0		4		2		1		1		0		0		当直の免除，勤務先の変更 トウチョクメンジョキンムサキヘンコウ										○		子どもを育てながら常勤で働いている。 コソダジョウキンハタラ				可能であれば仕事を続けて欲しい。 カノウシゴトツヅホ				○

		放射線診断科 ホウシャセンシンダン		81		28		53		35		14		5		9		36		7		0		7		5		1		1		13		13		3		2		1		3		1		0		0		0		0		0		0		0		1		1		0		1		0		0		0		0		他県へ転出（結婚）		1		1		1		1		0		0		0		0		0		2		0		0		0		0		0		0		0		0		5		0		0		5		0		0		短時間でも読影業務できる勤務場所を確保し，常に情報提供をしている。 タンジカンドクエイギョウムキンムバショカクホツネジョウホウテイキョウ										男女で同じ勧誘をしている。希望者には，女性医師（育休中等）との談話を設ける。 ダンジョオナカンユウキボウシャジョセイイシイクキュウナカトウダンワモウ		育休，産休と継続しつつ，放射線診断専門医を取得した。 イクキュウサンキュウケイゾクホウシャセンシンダンセンモンイシュトク				短時間でもよいので働き続けること。 タンジカンハタラツヅ				個々のケースに対応できる体制をとっている。 ココタイオウタイセイ

		放射線治療科 ホウシャセンチリョウ		30		3		27		10		5		0		5		0		0		0		2		2		0		0		1		1		1		0		0		0		0		0		2		2		1		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0				1		1		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		1		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0				現在，学会で検討中 ゲンザイガッカイケントウナカ				女性医師の茶話会 ジョセイイシサワカイ								○		ワークライフバランス		子育て支援 コソダシエン				特になし トク

		産科婦人科 サンカ		87		41		46		47		39		21		18		54		8		1		13		13		6		6		14		14		5		3		3		8		4		4		3		0		0		8		5		5		5		1		1		2		1		1		0		2		2016年　他院就職1名　
　　　　育児1名
2015年　育児1名
2014年　結婚1名
　　　　病気・療養1名
2012年　夫の転勤1名
　　　　病気・療養1名 ネンタインシュウショクナイクジネンイクジナネンケッコンナビョウキリョウヨウナネンオットテンキンナビョウキリョウヨウナ		3		2		1		0		2		1		10		4		9		7		0		0		0		0		0		0		0		0		10		8		2		0		0		0		　内容：復帰支援（希望の勤務体制を考慮、やりがいのある仕事に復帰）
専門医取得の希望に応じて各種調整を行う
異動の際は夫の勤務場所を考慮
妊娠時・育児中の日当直、勤務時間等への配慮						医局案内のパンフレットに女性医師の項目を掲載しています。医局説明会、病院見学に来た際などには女性医師が持つ不安を解消するために説明を行っています。また、医局の女性医師と話をする時間を設けています。						育児しながら、フルタイムで勤務し、夜勤・当直業務も行っている				・ 今後は主任部長または相応する責任を負う役職に就くことになる
・ 時間がかかるかもしれないが家庭内でも相談を行いながら、そのような職
につく準備を進めてほしい		異動の際は夫の勤務場所を考慮
妊娠時・育児中の日当直、勤務時間等への配慮				院内保育園の定員が少ない（希望があっても入れない医師がおり、困りました）
病児保育（必須と思われます）
女性医師採用支援枠		※設問９のフルタイム勤務について，施設の状況にもよるが、日当直の回数や曜日など、かなりの融通をきかせている
 セツモンキンム

		麻酔科蘇生科 マスイカソセイ		115		51		64		44		38		26		12		68		5		0		21		14		8		8		18		18		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0				3		2		10		9		5		4		4		1		20		2		0		2		0		0		2		0		0		14		6		1		1		4		0		0		本人の希望を聞いて最大限勤務に融通を持たせるようにしている。 ホンニンキボウキサイダイゲンキンムユウヅウモ		未定 ミテイ				勤務に当たっては，本人の希望を尊重することを説明している。 キンムアホンニンキボウソンチョウセツメイ		未定 ミテイ				子育てをしながら常勤医として，診療，研究にあたっている医師が複数ある。 コソダジョウキンイシンリョウケンキュウイシフクスウ				医師としての責務を果たすこと。 イシセキムハ		子育て等の休業期間は経験年数から除外している。 コソダトウキュウギョウキカンケイケンネンスウジョガイ				託児所・保育所の絶対数が足りないので勤務の制限や困難をきたしている女性医師が多い．最近は病院に付設の保育所を持つところも増えたが，医師の異動の度に子供の託児施設のことを配慮する必要があり，異動に制約が大きい．大学病院の保育所は，病院職員でなくなったときには退去を求められるため，関連病院への異動を考慮すると利用しづらいという実態があります．
大学として，広仁会などの外郭団体が主体となって，勤務医の子弟のための託児所・保育所を運営してもらえるなら，勤務先の異動のたびに託児所・保育所を変えたり，探したりしないですむので，好都合です．実現のためには各病院付設の保育所を吸収するなどの方策も考慮して，女性医師支援という観点から，是非共同利用のできる託児保育施設の設置を望みます．		※設問９の時短勤務者は，9：00～16：00 セツモンジタンキンムシャ

		救急科 キュウキュウ		27		5		22		19		9		4		5		44		3		0		0		0		2		1		0		0		6		0		0		2		0		0		4		1		1		2		0		0		0		0		0		0		0		0		0		1		開業の後継
（大学は非常勤で継続）		0		0		0		0		4		1		3		0		4		0		0		0		0		0		2		1		0		0		1		1		0		0		0		0		当直，夜勤など工面が可能です。 トウチョクヤキンクメンカノウ						勧誘の場に女性医師（当科）も参加して具体的にお話しできるようにしています。 カンユウバジョセイイシトウカサンカグタイテキハナ						産休育休を経て院内保育を利用されている方がおられます。 サンキュウイクキュウヘインナイホイクリヨウカタ				男女特に変わらないと思います。 ダンジョトクカオモ		専門医研修中，出産に伴う６ケ月以内の休暇は，男女ともに１回まで研修期間にカウントできるようにしています。 センモンイケンシュウナカシュッサントモナツキイナイキュウカダンジョカイケンシュウキカン						※設問９のフルタイム勤務者について，復職当初は夜勤なし，2年後から夜勤ありのフルタイム セツモンキンムシャフクショクトウショヤキンネンノチヤキン

		血液内科 ケツエキナイカ		32		4		28		13		5		3		2		60		2		0		1		0		0		0		0		0		把握していない ハアク																														なし												0		0		1		0		0		0		5		1		5		1		0		0		0		0		0		0		0		0		1		1										・短時間の外来勤務のみでの非常勤雇用
・大学院への進学（ライフスタイルに合わせて休学可能）
（上記は女性医師に限らず，ライフスタイルに合わせて男性医師にも適用されるべきことと考える。） タンジカンガイライキンムヒジョウキンコヨウダイガクインシンガクアキュウガクカノウジョウキジョセイイシカギアダンセイイシテキヨウカンガ										○		育児を行いながら，フルタイムの教員として服務を全うしている。 イクジオコナキョウインフクムマット				女性であるということのみを理由に特別な要求を行うことは不適切と考える。 ジョセイリユウトクベツヨウキュウオコナフテキセツカンガ		男性・女性を問わず，ライフスタイルに合わせた配慮を行っている。 ダンセイジョセイトアハイリョオコナ

		呼吸器外科 コキュウキゲカ		90		10		80		11		26		7		19		27		3		0		1		1		0		0		2		2		1		1		1		2				0		1				0		2		2		2		3				1		0		0		0		0		0				0		0		0		0		3		1		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		2		1		2		0		0		2		0		0		カンファレンスを１８時までに終了する。 ジシュウリョウ		カンファレンス１７時半終了を考慮中 ジハンシュウリョウコウリョナカ				子育てしながらのキャリア継続可能 コソダケイゾクカノウ						子育てしながら専門医・博士号を取得する。 コソダセンモンイハカセゴウシュトク						妊娠している場合，本人の家庭状況を考慮する。 ニンシンバアイホンニンカテイジョウキョウコウリョ

		リウマチ・膠原病科 コウゲンビョウ		18		1		17		6		13		1		12		8		0		0		1		0		0		0		0		0		0		0		0		1		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		なし												0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0				勤務先の選定について意向に沿う。 キンムサキセンテイイコウソ								男性医師との差は全くない。 ダンセイイシサマッタ				○		社会性（男女問わず） シャカイセイダンジョト				○

		感染症科 カンセンショウカ		3		0		3		0

		腎臓内科		63		14		49		22		36		13		23		36		4		0		9		9		1		1		1		1		把握していない ハアク																														1		0		1		0		0		2016年　家庭の事情
2014年　出産 ネンカテイジジョウネンシュッサン		0		0		2		1		1		0		0		0		1												1								4		0		2		2		0		0		外来中心の勤務としています。 ガイライチュウシンキンム						外来中心の勤務ができることを伝えています。 ガイライチュウシンキンムツタ										特にありません トク				○		゛大学教育関連病院゛の定義がよくわかりませんでした。個人病院に医局派遣している場合など，人事について数年前のことは不明である場合も多く，十分答えられず申し訳ございませんでした。 ダイガクキョウイクカンレンビョウインテイギコジンビョウインイキョクハケンバアイジンジスウネンマエフメイバアイオオジュウブンコタモウワケ

		がん化学療法科 カガクリョウホウカ		2		0		2		0		2		0		2		0		0		0		1		0		1		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0				0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0																○						現在，女性医師がいないため配慮はしていないが，入った場合は配慮する。 ゲンザイジョセイイシハイリョハイバアイハイリョ

		病理診断科 ビョウリ		3		1		2		33		1		1		0		100		1		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0				1		0		1		0		0		0		0		0		2		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0				具体的には，本人の希望に従って配慮する。 グタイテキホンニンキボウシタガハイリョ				女性に優しい職場環境であることを強調する。 ジョセイヤサショクバカンキョウキョウチョウ						歯科医師のgeneral　pathologist　への転身 シカイシテンシン				特にない トク		育児に関する優遇を計画 イクジカンユウグウケイカク				特にない トク

		ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ科		10		1		9		10		3		0		3		0		0		0		1		1		0		0		0		0		2		1		1		1		0		0		1		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		1		0		0		家事に専念・開業（夫）の手伝い カジセンネンカイギョウオットテツダ		0		0		0		0		1		1		1		0		1		1		0		0		0		0		0		0		0		0		1		0		1		0		0		0		産休（１～3年），出産１年までの時短など，法律を守るようにしている。 サンキュウネンシュッサンネンジタンホウリツマモ						女性医師からの体験談を話してもらっている。 ジョセイイシタイケンダンハナシ						リハ学会でも取り上げられた。子ども２人いても診察できることを伝えています。 ガッカイトアコヒトシンサツツタ				人によって条件が異なるので，できるだけ意見を聞いて，法律内で調整します。 ヒトジョウケンコトイケンキホウリツナイチョウセイ				○		有給や特休，産休は医師の権利なので，周知したほうがよいと思います。また，この問いを含め労働管理を事務方でしてください。時間外の管理など，働けば請求できるものではありません。 ユウキュウトッキュウサンキュウイシケンリシュウチオモトフクロウドウカンリジムカタジカンガイカンリハタラセイキュウ

						532		2012						217		483																						18						14						17						16						19				18		12		7		13		8





診療科別医師数と専門医を目指す医師数

						専門医 センモンイ						専門医 センモンイ						専門医 センモンイ

				総診 ソウ						消内 ショウナイ						呼内 コナイ						内糖 ウチトウ						脳内 ノウナイ						循内 ジュンナイ						精神 セイシン						小児 ショウニ						一外 イチガイ						二外 ２ガイ						脳外 ノウゲカ						整形 セイケイ						形成 ケイセイ						皮膚 ヒフ						泌尿 ヒニョウ						眼科 ガンカ						耳鼻 ジビ						放診 ホウミ						放治 ホウ						産婦						麻酔 マスイ						救急 キュウキュウ						血内 ケツナイ						呼外 コガイ						リ膠 ニカワ						感染 カンセン						腎内 ジン						が化 カ						病理 ビョウリ						リハ

		女性 ジョセイ		5		3				56		37				53		7				27		13				23		9				20						21		4				55		20				5		3				14		5				8		0				11		3				3		1				29		19				2		1				31		9				10		2				28		5				3		0				41		21				51		26				5		4				4		3				10		7				1		1				0						14		13				0		0				1		1				1		0

		男性 ダンセイ		33		19				227		75				112		10				30		13				61		7				160						54		18				105		30				39		20				186		34				175		10				249		97				5		1				29		11				48		10				35		7				62		11				53		9				27		5				46		18				64		12				22		5				28		2				80		19				17		12				3						49		23				2		2				2		0				9		3

				男性 ダンセイ		女性 ジョセイ

		医師数 イシスウ		2012		532

		専門医 センモンイ		483		217





診療科別医師数と専門医を目指す医師数

		



医師数　　　女性　　　　男性

専門医を目指す医師数　　　　　女性　　　　男性

人

※女性医師支援センター運営委員会アンケート（診療科からの回答）

男性

女性

診療科別医師数と専門医を目指す医師数



所属年数と専門医取得状況

		



専門医

医師数

外側：医師数
内側：専門医取得を目指す医師数



過去５年専門医取得女性医師数と退職者数

				　【設問3】在籍女性医師経験別人数，専門医取得状況 セツモンザイセキジョセイイシケイケンベツニンズウセンモンイシュトクジョウキョウ

		診療科 シンリョウカ		～5年未満 ネンミマン		うち専門医取得者 センモンイシュトクシャ		5～10年 ネン		うち専門医取得者 センモンイシュトクシャ		10～15年 ネン		うち専門医取得者 センモンイシュトクシャ		15年以上 ネンイジョウ		うち専門医取得者 センモンイシュトクシャ

		総診 ソウシン		4		0		1		1		0		0		0		0

		消内 ショウナイ		6		0		18		0		3		3		10		5

		呼内 コナイナイ		14		5		13		12		9		8		17		11

		内糖		7		0		7		0		5		5		8		8

		脳内 ノウナイ		10		2		5		5		2		1		6		6

		循内 ジュンナイナイ		0		0		3		0		6		5		2		2

		精神 セイシン		1		0		5		1		6		5		9		8

		小児		15		0		11		11		12		11		17		17

		一外 イッガイ		7		0		11		1		12		8		14		11

		二外 ニガイ		1				4				3				6

		脳外 ノウゲ		0		0		2		1		0		0		6		6

		整形 セイケイ		2		0		1		0		1		1		2		2

		形成 ケイセイ		1		0		1		1		1		1		0		0

		皮膚		15		0		10				6		5		2		2

		泌尿		1		0		0		0		0		0		1		1

		眼科		17		0		24		18		4		4		18		18

		耳鼻 ジビ		2		0		0		0		5		5		3		3

		放診 ホウミ		7		0		7		5		1		1		13		13

		放治 ホウ		0		0		2		2		0		0		1		1

		産婦 サン		8		1		13		13		6		6		14		14

		麻酔 マスイ		5		0		21		14		8		8		18		18

		救急 キュウキュウ		3		0		0		0		2		1		0		0

		血内 ケツナイ		2		0		1		0		0		0		0		0

		呼外 コガイ		3		0		1		1		0		0		2		2

		リ膠 ニカワ		0		0		1		0		0		0		0		0

		感染 カンセン

		腎内		4		0		9		9		1		1		1		1

		が化 カ		0		0		1		0		1		0		0		0

		病理 ビョウリ		1		0		0		0		0		0		0		0

		リハ		0		0		1		1		0		0		0		0





過去５年専門医取得女性医師数と退職者数

		



～5年未満

うち専門医取得者

診療科所属後５年未満



退職者数と退職後勤務形態

		



5～10年

うち専門医取得者

診療科所属後５年以上１０年未満



復職

		



10～15年

うち専門医取得者

診療科所属後１０年以上１５年未満



		



15年以上

うち専門医取得者

診療科所属後１５年以上



														【設問5】専門医取得後退職理由 セツモンセンモンイシュトクノチタイショクリユウ

				2016		2015		2014		2013		2012		2016		2015		2014		2013		2012		理由 リユウ

		総診 ソウ		1		0		0		0		0		0		0		0		0		0

		消内 ショウナイ

		呼内 コナイナイ												1		5		1		4				2016年　その他
2015年　出産・育児３名
　　　　留学１名
　　　　開業１名
2014年　出産・育児
2013年　労働条件の不一致
　　　　（パート希望）１名
　　　　出産・育児３名 ネンタネンネンシュッサンイクジネン

		内糖												2		3		0		1		0		2016年　１名病気
　　　　１名他病院
2015年　１名妊娠
　　　　２名転居
2013年　１名妊娠 ネンネンネン

		脳内 ノウナイ		1		3		6		0		5		0		0		0		0		0

		循内 ジュンナイナイ												1		0		0		0		0		2016年　出産後，他大学へ ネン

		精神 セイシン												0		1		1		3		2		2015年　就職
2014年　不明
2013年　結婚，育児，夫の転勤
2012年　結婚，出産・育児 ネンシュウショクネンフメイネンネンケッコンシュッサンイクジ

		小児		6		2		3		6		3		6		2		2		2		3		2016年　家庭の事情（夫の転
　　　　勤）3名，結婚2名,
　　　　定年1名
2015年　家庭の事情1名，
　　　　定年1名
2014年　家庭の事情　2名
2013年　家庭の事情　2名
2012年　家庭の事情2名，
　　　　定年1名 ネンネンカテイジジョウメイテイネンメイネンナネンナネン

		一外 イチガイ		1		1		1		0		0

		二外 ニガイ												0		0		0		0		0

		脳外 ノウゲカ		0		1		0		0		0		0		0		0		0		0

		整形 セイケイ		0		0		0		0		1

		形成 ケイセイ		1		0		0		0		0		1		0		0		0		0		不明
（労働条件不一致？）

		皮膚		0		0		1		0		0

		泌尿		0		0		0		0		0

		眼科		1		2		2		3		6		2		0		0		3		0		2016年　出産・育児１名
　　　　病気療養1名
2013年　出産・育児1名
　　　　実家医院勤務1名
　　　　個人病院勤務1名
 ネンネン

		耳鼻 ジビ		0		0		1		0		2		1		0		0		0		0		2016年　開業 ネンカイギョウ

		放診 ホウミ		2		1		0		0		1		1		0		0		0		0		他県へ転出（結婚）

		放治 ホウ		0		0		2		0		0		0		0		0		0		0

		産婦 サンプ		3		4		0		5		1		2		1		2		0		2		2016年　他院就職1名　
　　　　育児1名
2015年　育児1名
2014年　結婚1名
　　　　病気・療養1名
2012年　夫の転勤1名
　　　　病気・療養1名 ネンタインシュウショクナイクジネンイクジナネンケッコンナビョウキリョウヨウナネンオットテンキンナビョウキリョウヨウナ

		麻酔 マスイ		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

		救急 キュウキュウ		0		0		1		0		0		0		0		0		0		1		開業の後継
（大学は非常勤で継続）

		血内 ケツナイ

		呼外 コガイ		1						2				0		0		0		0		0

		リ膠 ニカワ		0		0		0		0		0

		感染 カンセン

		腎内												1		0		1		0		0		2016年　家庭の事情
2014年　出産 ネンカテイジジョウネンシュッサン

		が化 カ		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

		病理 ビョウリ		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

		リハ		1		0		0		0		0		0		0		1		0		0		家事に専念・開業（夫）の手伝い カジセンネンカイギョウオットテツダ

														18		12		8		13		8

				2016		2015		2014		2013		2012

		取得者数 シュトクシャスウ		18		14		17		16		19

		退職者数 タイショクシャスウ		18		12		8		13		8		59

		理由別 リユウベツ																合計 ゴウケイ

		出産・育児 シュッサンイクジ		6		1		2		2		2		2		1		16

		留学 リュウガク		1														1

		開業 カイギョウ		1		1		1		1								4

		労働条件の不一致（パート希望） ロウドウジョウケンフイッチキボウ		1														1

		病気 ビョウキ		1		1		2										4

		転居 テンキョ		2														2

		他病院 タビョウイン		1		1		1										3

		出産後に他大学へ シュッサンゴタダイガク		1														1

		夫の転勤 オットテンキン		1		3		1										5

		結婚 ケッコン		2		2		1		1								6

		定年 テイネン		3														3

		家庭の事情 カテイジジョウ		7		1												8

		家事専念 カジセンネン		1														1

		その他（不明） タフメイ		1		1		1										3

		就職 シュウショク		1														1

		合計 ゴウケイ		30		11		9		4		2		2		1		59





		



退職理由別割合



		



人

年

退職者数

取得者数

専門医取得後に退職した女性医師数
※把握していない診療科もあり

12

8

13

8



				【設問6】2012～16　在籍期間別退職者数，うち女性 セツモンタイショクシャスウジョセイ																								　　【設問7】退職後の勤務形態別人数　１男　２女 セツモンタイショクノチキンムケイタイベツニンズウオトコオンナ

		診療科 シンリョウカ		～5年未満 ネンミマン		５年未満女性 ネンミマンジョセイ		５年未満男性 ネンミマンダンセイ		5～10年 ネン		５～１０年女性 ネンジョセイ		５～１０年男性 ネンダンセイ		10～15年 ネン		１０年～１５年女性 ネンネンジョセイ		１０年～１５年男性 ネンネンダンセイ		15年以上 ネンイジョウ		１５年以上女性 ネンイジョウジョセイ		１５年以上男性 ネンイジョウダンセイ		常勤(男性） ジョウキンダンセイ		常勤（女性） ジョウキンジョセイ		時短ｱﾙﾊﾞｲﾄ（男性） ジタンダンセイ		時短ｱﾙﾊﾞｲﾄ（女性） ジタンジョセイ		休職（男性） キュウショクダンセイ		休職（女性） キュウショクジョセイ		開業（男性） カイギョウダンセイ		開業（女性） カイギョウジョセイ		不明（男性） フメイダンセイ		不明（女性） フメイジョセイ

		総診 ソウ		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

		消内 ショウナイ		4		4		0		4		4		0		0		0		0		19		0		19		0		0		1		2		1		3		9		0		8		3

		呼内 コナイナイ		1		1		0		10		6		4		6		4		2		8		1		7		3		1		1		2		0		5		12		1		9		3

		内糖		3		2		1		3		2		1		4		4		0		6		3		3		4		1		0		4		0		1		1		0		0		5

		脳内 ノウナイ		0		0		0		2		1		1		0		0		0		4		0		4		2		0		0		0		0		1		2		0		1		0

		循内 ジュンナイナイ		0		0		0		4		2		2		3		0		3		3		0		3		2		0		0		2		0		0		6		0		0		0

		精神 セイシン		0		0		0		9		3		6		8		3		5		8		1		7		18		7		0		0		0		1		5		0		0		0

		小児		4		4		0		10		4		6		8		4		4		16		3		13		3		1		3		8		0		3		17		0		0		3

		一外 イチガイ		0		0		0		1		1		0		2		0		2		0		0		0		2		1		0		0		0		0		0		0		0		0

		二外 ニガイ		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

		脳外 ノウゲカ		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

		整形 セイケイ		0		0		0		0		0		0		2		0		2		3		0		3		3		0		0		0		0		0		2		0		0		0

		形成 ケイセイ		1		1		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		1		0		0		0		0		0		0

		皮膚		1		1		0		2		2		0		0		0		0		0		0		0		0		3		0		0		0		0		0		0		0		0

		泌尿		1		1		0		1		0		1		0		0		0		0		0		0		1		1		0		0		0		0		0		0		0		0

		眼科		2		1		1		4		3		1		7		1		6		11		4		7		9		15		0		1		0		0		8		0		1		0

		耳鼻 ジビ		0		0		0		1		0		1		0		0		0		4		1		3		1		0		0		0		0		0		3		1		0		0

		放診 ホウミ		1		1		0		1		1		0		0		0		0		0		0		0		0		2		0		0		0		0		0		0		0		0

		放治 ホウ		1		1		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		1		0		0		0		0

		産婦 サンプ		3		2		1		1		0		1		2		1		1		10		4		6		9		7		0		0		0		0		0		0		0		0

		麻酔 マスイ		3		2		1		10		9		1		5		4		1		4		1		3		20		2		0		2		0		0		2		0		0		14

		救急 キュウキュウ		0		0		0		0		0		0		4		1		3		3		0		3		4		0		0		0		0		0		2		1		0		0

		血内 ケツナイ		0		0		0		1		0		1		0		0		0		5		1		4		5		1		0		0		0		0		0		0		0		0

		呼外 コガイ		0		0		0		0		0		0		3		1		2		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		2		1

		リ膠 ニカワ		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

		感染 カンセン

		腎内		0		0		0		2		1		1		1		0		1		0		0		0		1												1

		が化 カ		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

		病理 ビョウリ		1		0		1		1		0		1		0		0		0		0		0		0		2		0		0		0		0		0		0		0		0		0

		リハ		0		0		0		0		0		0		1		1		0		1		0		1		1		1		0		0		0		0		0		0		0		0

																												90		43		5		22		1		15		70		3		21		29

																												常勤 ジョウキン		時短ｱﾙﾊﾞｲﾄ ジタン		休職 キュウショク		開業 カイギョウ		不明 フメイ

																										男性 ダンセイ		90		5		1		70		21

																										女性 ジョセイ		43		22		15		3		29





		



※グラフ内数字は、人数，色別年数は，診療科等所属年数

５年未満女性

５年未満男性

５～１０年女性

５～１０年男性

１０年～１５年女性

１０年～１５年男性

１５年以上女性

１５年以上男性



		



女性

男性

診療科等を退職後の勤務形態
（男性：外側，女性：内側）



				【設問8】 セツモン		【設問9】復職時の勤務形態別数 セツモンフクショクトキキンムケイタイベツスウ

		診療科 シンリョウカ		復職女性 フクショクジョセイ		フルタイム		夜勤・当直なしフルタイム ヤキントウチョク		時短勤務 ジタンキンム		院生 インセイ		その他 タ

		総診 ソウ		0		0		0		0		0		0

		消内 ショウナイ		5		0		0		3		2		0

		呼内 コナイナイ		10		0		3		0		1		6

		内糖		5		0		1		2		0		2

		脳内 ノウナイ		5		0		1		3		1		0

		循内 ジュンナイナイ		2

		精神 セイシン		3		1		0		2		0		0

		小児		10		0		5		2		3		0

		一外 イチガイ		3		2		1		0		0		0

		二外 ニガイ		4		3		0		1		0		0

		脳外 ノウゲカ		1		0		0		1		0		0

		整形 セイケイ		0		0		0		0		0		0

		形成 ケイセイ		1		1		0		0		0		0

		皮膚		12		4		0		6		2		0

		泌尿		0		0		0		0		0		0

		眼科		4		3		0		1		0		0

		耳鼻 ジビ		4		2		1		1		0		0

		放診 ホウミ		5		0		0		5		0		0

		放治 ホウ		0		0		0		0		0		0

		産婦 サンプ		10		8		2		0		0		0

		麻酔 マスイ		6		1		1		4		0		0

		救急 キュウキュウ		1		1		0		0		0		0

		血内 ケツナイ		1		1

		呼外 コガイ		2		0		0		2		0		0

		リ膠 ニカワ		0		0		0		0		0		0

		感染 カンセン

		腎内		4		0		2		2		0		0

		が化 カ		0		0		0		0		0		0

		病理 ビョウリ		0		0		0		0		0		0

		リハ		1		0		1		0		0		0

						27		18		35		9		8





		



復職女性

休職から復職した診療科別女性医師数



		





人




Graph1

		フルタイム

		夜勤・当直なしフルタイム

		時短勤務

		院生

		その他



復職した女性医師の勤務形態

フルタイム27人28%

夜勤・当直なしフルタイム
18人19%

時短勤務
35人36%

院生
9人9%

その他
8人8%

27

18

35

9

8



全診療科データ（集計）元

		診療科 シンリョウカ		診療科長名 シンリョウカチョウナ		記入者 キニュウシャ		【設問１】医師数 セツモンイシ						【設問2】専門医を目指す者 セツモンセンモンイメザモノ						　【設問3】在籍女性医師経験別人数，専門医取得状況 セツモンザイセキジョセイイシケイケンベツニンズウセンモンイシュトクジョウキョウ																　　　　　【設問4】年度別専門医取得医師，同女性医師，うち女性 セツモンネンドベツセンモンイシュトクイシドウジョセイイシジョセイ																														【設問5】専門医取得後退職理由 セツモンセンモンイシュトクノチタイショクリユウ												【設問6】2012～16　在籍期間別退職者数，うち女性 セツモンタイショクシャスウジョセイ																　　【設問7】退職後の勤務形態別人数　１男　２女 セツモンタイショクノチキンムケイタイベツニンズウオトコオンナ																				【設問8】 セツモン		【設問9】復職時の勤務形態別数 セツモンフクショクトキキンムケイタイベツスウ										【設問10】キャリア継続の工夫 セツモンケイゾククフウ						【設問11】レジデント勧誘の工夫 セツモンカンユウクフウ						【設問12】モデルケース セツモン				【設問13】人事上 セツモンジンジジョウ		【設問14】男女参画への配慮 セツモンダンジョサンカクハイリョ				【設問15】人事上　　 セツモンジンジジョウ

								医師総数 イシソウスウ		うち女性 ジョセイ		％		総数 ソウスウ		うち女性 ジョセイ		％		～5年未満 ネンミマン		うち専門医 センモンイ		5～10年 ネン		うち専門医 センモンイ		10～15年 ネン		うち専門医 センモンイ		15年以上 ネンイジョウ		うち専門医 センモンイ		2016		女性 ジョセイ		在籍 ザイセキ		2015		女性 ジョセイ		在籍 ザイセキ		2014		女性 ジョセイ		在籍 ザイセキ		2013		女性 ジョセイ		在籍 ザイセキ		2012		女性 ジョセイ		在籍 ザイセキ		2016		2015		2014		2013		2012		理由 リユウ		～5年未満 ネンミマン		女性 ジョセイ		5～10年 ネン		女性 ジョセイ		10～15年 ネン		女性 ジョセイ		15年以上 ネンイジョウ		女性 ジョセイ		常勤1 ジョウキン		常勤2 ジョウキン		時短1 ジタン		時短2 ジタン		休職1 キュウショク		休職2 キュウショク		開業1 カイギョウ		開業2 カイギョウ		不明1 フメイ		不明2 フメイ		復職女性 フクショクジョセイ		フル		夜免除 ヨルメンジョ		時短 ジタン		院生 インセイ		その他 タ		している		する予定 ヨテイ		なし		あり		する予定 ヨテイ		なし		いる		いない		女性医師に求めること ジョセイイシモト		している		いない		意見・要望 イケンヨウボウ

		総合診療科 ソウゴウ		田妻　進 タツマススム		菅野　啓司 スガノケイジ		38		5		13		22		3		14		4		0		1		1		0		0		0		0		2		1		1		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0				0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		個別にヒアリングを行い配慮をおこなっている。 コベツオコナハイリョ										○				○		特になし トク				○		アンケートの簡略化 カンリャクカ

		第一内科 ダイイチ		茶山　一彰 チャヤマイチアキラ		茶山　一彰 チャヤマイチアキラ		283		56		20		112		37		33		6		0		18		0		3		3		10		5		未記入 ミキニュウ																																										4		4		4		4		0		0		19		0		0		0		1		2		1		3		9		0		8		3		5		0		0		3		2		0						○						○				○		女性医師に限定したものはなし ジョセイイシゲンテイ				○		なし

		呼吸器内科 コキュウキ		服部　登 ハットリノボル		藤高　一慶 フジタカ１		165		53		32		17		7		41		14		5		13		12		9		8		17		11		不明 フメイ																														1		5		1		4		不明 フメイ		2016年　その他
2015年　出産・育児３名
　　　　留学１名
　　　　開業１名
2014年　出産・育児
2013年　労働条件の不一致
　　　　（パート希望）１名
　　　　出産・育児３名 ネンタネンネンシュッサンイクジネン		1		1		10		6		6		4		8		1		3		1		1		2		0		5		12		1		9		3		10		0		3		0		1		6		当直・待機の免除 トウチョクタイキメンジョ						出産・育児中また復職について相談可能な教室であることをアピールしている。 シュッサンイクジナカフクショクソウダンカノウキョウシツ						育児をしながら，家族の協力の下，フルタイム（当直有）で勤務しているケース イクジカゾクキョウリョクシタトウチョクアリキンム				特になし トク				○		今回のアンケート（後ろ向き）は一部把握できていない情報もあるため，女性医師個別にアンケートされるのも一考かと思いました。 コンカイウシムイチブハアクジョウホウジョセイイシコベツイッコウオモ		※設問６は，2013～2016年度分を集計 セツモンネンドブンシュウケイ

		内分泌・糖尿病内科		米田　真康 ヨネダマサヤス		米田　真康 ヨネダマサヤス		57		27		47		26		13		50		7		0		7		0		5		5		8		8		記録なし キロク																														2		3		0		1		0		2016年　１名病気
　　　　１名他病院
2015年　１名妊娠
　　　　２名転居
2013年　１名妊娠 ネンネンネン		3		2		3		2		4		4		6		3		4		1		0		4		0		1		1		0		0		5		5		0		1		2		0		2		非常勤の勤務や夕方の早い時間に終了できる検診などの仕事を用意している。 ヒジョウキンキンムユウガタハヤジカンシュウリョウケンシンシゴトヨウイ						過去の事例，先輩女性医師の方などを紹介する。 カコジレイセンパイジョセイイシカタショウカイ						産休・育休後に常勤に復帰し，今では教育病院の部長 サンキュウイクキュウノチジョウキンフッキイマキョウイクビョウインブチョウ				常勤でも非常勤でもいいので，とにかく復職を！！ ジョウキンヒジョウキンフクショク				○		医局でこのようなデータを記録していないので，大変しんどいアンケートでした。どこの医局も毎年データを残しているのでしょうか。 イキョクキロクタイヘンイキョクマイトシノコ		※設問９のその他は非常勤 セツモンタヒジョウキン

		第三内科 ダイサン		丸山　博文		永野　義人 ナガノギヒト		84		23		27		16		9		56		10		2		5		5		2		1		6		6		9		1		0		12		3		1		16		6		6		12		0		0		13		5		5		0		0		0		0		0				0		0		2		1		0		0		4		0		2		0		0		0		0		1		2		0		1		0		5		0		1		3		1		0		産休・育休をとる女性医師に対して勤務条件が合うように勤務先とも調整しサポートを行っている。 サンキュウイクキュウジョセイイシタイキンムジョウケンアキンムサキチョウセイオコナ						女性医師の入局が多いこと，勤務条件に関して配慮していることを入局説明会で説明を行うとともに，HP上に女性医会のページを作成し，公開している。 ジョセイイシニュウキョクオオキンムジョウケンカンハイリョニュウキョクセツメイカイセツメイオコナウエジョセイイカイサクセイコウカイ						市中病院において，産休・育休をとりながら常勤として勤務している女性医師が数名おり，それぞれのライフスタイル合せて勤務体制をとっている。 シチュウビョウインサンキュウイクキュウジョウキンキンムジョセイイシスウメイアワキンムタイセイ				特になし トク		勤務条件に関して本人の希望を聴取した上で勤務地を決めており，専門医取得に配慮を行っている。 キンムジョウケンカンホンニンキボウチョウシュウエキンムチキセンモンイシュトクハイリョオコナ				特になし トク

		循環器内科 ジュンカンキ		木原　康樹 キハラヤスキ		山本　秀也 ヤマモトヒデヤ		180		20		11		未記入 ミキニュウ						0		0		3		0		6		5		2		2		不明 フメイ																														1		0		0		0		0		2016年　出産後，他大学へ ネン		0		0		4		2		3		0		3		0		2		0		0		2		0		0		6		0		0		0		2		記入なし キニュウ										○										○		結婚・出産後，総合病院で常勤として勤務している。主に外来勤務。 ケッコンシュッサンノチソウゴウビョウインジョウキンキンムオモガイライキンム				なし						なし

		精神科神経科 セイシンカ		岡本　泰昌 オカモトヤスシ		町野　彰彦 マチノアキヒコ		75		21		28		22		4		18		1		0		5		1		6		5		9		8		把握していない ハアク																														0		1		1		3		2		2015年　就職
2014年　不明
2013年　結婚，育児，夫の転勤
2012年　結婚，出産・育児 ネンシュウショクネンフメイネンネンケッコンシュッサンイクジ		0		0		9		3		8		3		8		1		18		7		0		0		0		1		5		0		0		0		3		1		0		2		0		0		本人の条件に合せて配慮している。 ホンニンジョウケンアワハイリョ						配慮するということを伝えている。 ハイリョツタ		未定 ミテイ				そのような人は，出産・育児において周囲の援助が受けられる人であり，援助がない人は困難。 ヒトシュッサンイクジシュウイエンジョウヒトエンジョヒトコンナン				どのような形でもよいから，退職しないでキャリアを続けて欲しい。 カタチタイショクツヅホ		男性女性を問わず，家庭の事情にはできる限り配慮している。 ダンセイジョセイトカテイジジョウカギハイリョ				このアンケートがどのように役に立つのか，是非とも教えて欲しい。 ヤクタゼヒオシホ

		小児科		小林　正夫 コバヤシマサオ		川口　浩史 カワグチヒロシフミ		160		55		34		50		20		40		15		0		11		11		12		11		17		17		9		6		5		8		2		2		10		3		3		10		6		5		7		3		3		6		2		2		2		3		2016年　家庭の事情（夫の転
　　　　勤）3名，結婚2名,
　　　　定年1名
2015年　家庭の事情1名，
　　　　定年1名
2014年　家庭の事情　2名
2013年　家庭の事情　2名
2012年　家庭の事情2名，
　　　　定年1名 ネンネンカテイジジョウメイテイネンメイネンナネンナネン		4		4		10		4		8		4		16		3		3		1		3		8		0		3		17		0		0		3		10		0		5		2		3		0		勤務病院・勤務内容(当直免除など)について配慮している。 キンムビョウインキンムナイヨウトウチョクメンジョハイリョ						配偶者との勤務病院について配慮している。 ハイグウシャキンムビョウインハイリョ						職歴・研究歴：初期研修→専門医研修→大学院・サブスペシャリティ取得
家庭：大学院在籍中に結婚・出産・育児休暇取得あり				勤務の休止期間を短くし、少しずつでも勤務を継続すること		出産育児による研修の休止に関しては、研修休止が6か月までであれば、休止期間以外での規定の症例経験がなされていると判断される場合には、3年間の専攻医研修終了を認める。				院内保育園の定員増加・優先的入園、ベビーシッターの斡旋、複数主治医制導入の促進を希望いたします。

		第一外科 ダイイチ		末田　泰二郎 スエダタイジロウ		末田・栗原 スエダクリハラ		44		5		11		23		3		13		7		0		11		1		12		8		14		11		37		1		3		35		1		2		36		1		1		34		0		0		33		0		0														0		0		1		1		2		0		0		0		2		1		0		0		0		0		0		0		0		0		3		2		1		0		0		0		当直免除など トウチョクメンジョ				○				女性も活躍できる科をアピール ジョセイカツヤクカ				○				女性としての強みを診療に生かしていただければ ジョセイツヨシンリョウイ				○

		第二外科 ダイニ		大段　秀樹 ダイダンヒデキ		田邊　和照 タナベカズテル		200		14		7		39		5		13		1				4				3				6				把握していない ハアク																														0		0		0		0		0				0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		4		3		0		1		0		0		相談の上，柔軟に対応している。 ソウダンウエジュウナンタイオウ						できるだけ，女性医師から実情など話してもらう機会をもつ。 ジョセイイシジツジョウハナキカイ						特別なケースはありません。→ トクベツ		○		女性医師だからということはありません。 ジョセイイシ		妊娠・出産などの際には人事配置などの配慮を行います。 ニンシンシュッサンサイジンジハイチハイリョオコナ

		脳神経外科 ノウシンケイ		栗栖　薫 クリスカオル		栗栖　薫 クリスカオル		183		8		4		10		0		0		0		0		2		1		0		0		6		6		0		0		0		3		1		1		5		0		0		4		0		1		1		0		0		0		0		0		0		0				0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		1		0		0		1		0		0		実情に合わせて休職，部分復帰など。また，急性期からやや亜急性期や慢性期の施設での研修や勤務を考慮 ジツジョウアキュウショクブブンフッキキュウセイキアキュウセイキマンセイキシセツケンシュウキンムコウリョ						入局説明会で，相談に応じている。 ニュウキョクセツメイカイソウダンオウ						第一線の臨床医から、厚労省の役人になったS57年卒。専門医、学位あり。
第一線の急性期病院から亜急性期、あるいはリハビリ等、NST指導等、日本脳神経外科女医会の副会長を歴任、一時期4年制女子総合大学の栄養学科の教授を務めた。S57年卒。専門医、学位あり。
第一線の急性期病院で、ずっと急患、手術に没頭している。H5年卒。専門医あり。
第一線の急性期から帰局、大学院生の時に結婚妊娠出産。亜急性期、リハビリを経験して、行政の領域へ。保健所勤務。H10年卒。専門医、学位あり。
第一線の急性期から帰局、出張。社会人大学院生～学位取得。専門医。今も急性期病院に勤務。H11年卒。				家庭と勤務の両立が理想。ただし，妊娠出産子育てを優先。その後の復帰のプロセスをサポートする。 カテイキンムリョウリツリソウニンシンシュッサンコソダユウセンゴフッキ				○		女性医師の場合、色々とキャリアを取りうるので、柔軟的な対応が必要と考えます。選択肢は多いほうが良い。

		整形外科 セイケイ		安達　伸生		田中　信弘 タナカノブヒロ		260		11		4		100		3		3		2		0		1		0		1		1		2		2		4		0		0		6		0		0		7		0		0		8		0		0		5		1		1		なし												0		0		0		0		2		0		3		0		3		0		0		0		0		0		2		0		0		0		0		0		0		0		0		0						○		入局説明会 ニュウキョクセツメイカイ						子どもがいるが常勤で働いている。 コジョウキンハタラ								○		特になし トク

		形成外科 ケイセイ		横田　和典 ヨコタカズノリ		横田　和典 ヨコタカズノリ		8		3		38		2		1		50		1		0		1		1		1		1		0		0		1		1		1		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		1		0		0		0		0		不明
（労働条件不一致？）		1		1		0		0		0		0		0		0		0		0		0		1		0		0		0		0		0		0		1		1		0		0		0		0		個々と面談を行い，個人の環境に合った就業形態を考える ココメンダンオコナコジンカンキョウアシュウギョウケイタイカンガ										○		結婚，出産，子育て，仕事を経験，継続している。 ケッコンシュッサンコソダシゴトケイケンケイゾク				なし				○		なし

		皮膚科		秀　道広 ヒデミチヒロ		菅　崇暢 スガタカノブ		58		29		50		30		19		63		15		0		10				6		5		2		2		1		0		0		1		0		0		2		1		1		0		0		0		0		0		0		なし												1		1		2		2		0		0		0		0		0		3		0		0		0		0		0		0		0		0		12		4		0		6		2		0		関連病院にフルタイムで復帰した女性医師に対して，子供の急病などで勤務から離れる場合などは，大学病院勤務の女性医師によるバックアップ体制を整えている。 カンレンビョウインフッキジョセイイシタイコドモキュウビョウキンムハナバアイダイガクビョウインキンムジョセイイシタイセイトトノ						年に2回の入局説明会を行い，先輩医師のキャリアなどについての情報提供をしている。 ネンカイニュウキョクセツメイカイオコナセンパイイシジョウホウテイキョウ						・男性医師と同様に勤務し，専門医を取得後，関連病院の部長として勤務している女性医師は増えてきている。
・妊娠出産を経て，時短勤務をしつつ，大学病院で外来枠を担当されている先生もいる。
・関連病院でフルタイムで復帰されている先生もいる。 ダンセイイシドウヨウキンムセンモンイシュトクノチカンレンビョウインブチョウキンムジョセイイシフニンシンシュッサンヘジタンキンムダイガクビョウインガイライワクタントウセンセイカンレンビョウインフッキセンセイ				目先の利益にとらわれず，長い目でのキャリアアップと組織全体の向上を考えられる視点。 メサキリエキナガメソシキゼンタイコウジョウカンガシテン		妊娠・出産を経ても，専門医を取得できる条件を満たせるように勤務形態を配慮している。 ニンシンシュッサンヘセンモンイシュトクジョウケンミキンムケイタイハイリョ

		泌尿器科		松原　昭郎 マツバラアキロウ		上野　剛志 ウエノタケシシ		50		2		4		11		1		9		1		0		0		0		0		0		1		1		1		0		0		4		0		0		2		0		0		1		0		0		2		0		0		なし												1		1		1		0		0		0		0		0		1		1		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0						○						○				○		なし				○		特になし トク

		眼科		木内　良明 キウチヨシアキ		千崎　かしば センザキ		66		31		47		16		9		56		17		0		24		18		4		4		18		18		2		1		1		3		2		2		4		2		2		5		3		3		6		6		6		2		0		0		3		0		2016年　出産・育児１名
　　　　病気療養1名
2013年　出産・育児1名
　　　　実家医院勤務1名
　　　　個人病院勤務1名
 ネンネン		2		1		4		3		7		1		11		4		9		15		0		1		0		0		8		0		1		0		4		3		0		1		0		0		当直，急患対応の免除等 トウチョクキュウカンタイオウメンジョトウ						入局説明会にて女性医師のライフワークを先輩ママから話してもらう。 ニュウキョクセツメイカイジョセイイシセンパイハナ						常勤勤務から出産・育休を経て非常勤勤務の後に常勤。常勤勤務から出産で退職後，非常勤務を経て常勤。 ジョウキンキンムシュッサンイクキュウヘヒジョウキンキンムノチジョウキンジョウキンキンムシュッサンタイショクノチヒジョウキンムヘジョウキン												※設問９の時短勤務者は，9：00～13：00 セツモンジタンキンムシャ

		耳鼻咽喉科 ジビインコウ		平川　勝洋 ヒラカワカツヨウ		井門　廉太郎 イモンレンタロウ		72		10		14		13		2		15		2		0		0		0		5		5		3		3		3		0		0		2		0		0		3		1		1		4		0		0		4		2		2		1		0		0		0		0		2016年　開業 ネンカイギョウ		0		0		1		0		0		0		4		1		1		0		0		0		0		0		3		1		0		0		4		2		1		1		0		0		当直の免除，勤務先の変更 トウチョクメンジョキンムサキヘンコウ										○		子どもを育てながら常勤で働いている。 コソダジョウキンハタラ				可能であれば仕事を続けて欲しい。 カノウシゴトツヅホ				○

		放射線診断科 ホウシャセンシンダン		粟井　和夫 アワイカズオ		飯田　慎 イイダシン		81		28		35		14		5		36		7		0		7		5		1		1		13		13		3		2		1		3		1		0		0		0		0		0		0		0		1		1		0		1		0		0		0		0		他県へ転出（結婚）		1		1		1		1		0		0		0		0		0		2		0		0		0		0		0		0		0		0		5		0		0		5		0		0		短時間でも読影業務できる勤務場所を確保し，常に情報提供をしている。 タンジカンドクエイギョウムキンムバショカクホツネジョウホウテイキョウ										男女で同じ勧誘をしている。希望者には，女性医師（育休中等）との談話を設ける。 ダンジョオナカンユウキボウシャジョセイイシイクキュウナカトウダンワモウ		育休，産休と継続しつつ，放射線診断専門医を取得した。 イクキュウサンキュウケイゾクホウシャセンシンダンセンモンイシュトク				短時間でもよいので働き続けること。 タンジカンハタラツヅ				個々のケースに対応できる体制をとっている。 ココタイオウタイセイ

		放射線治療科 ホウシャセンチリョウ		永田　靖 ナガタヤスシ		永田　靖 ナガタヤスシ		30		3		10		5		0		0		0		0		2		2		0		0		1		1		1		0		0		0		0		0		2		2		1		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0				1		1		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		1		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0				現在，学会で検討中 ゲンザイガッカイケントウナカ				女性医師の茶話会 ジョセイイシサワカイ								○		ワークライフバランス		子育て支援 コソダシエン				特になし トク

		産科婦人科 サンカ		工藤　美樹 クドウヨシキ		平田英司・田中教文 ヒラタヒデシタナカノリフミ		87		41		47		39		21		54		8		1		13		13		6		6		14		14		5		3		3		8		4		4		3		0		0		8		5		5		5		1		1		2		1		1		0		2		2016年　他院就職1名　
　　　　育児1名
2015年　育児1名
2014年　結婚1名
　　　　病気・療養1名
2012年　夫の転勤1名
　　　　病気・療養1名 ネンタインシュウショクナイクジネンイクジナネンケッコンナビョウキリョウヨウナネンオットテンキンナビョウキリョウヨウナ		3		2		1		0		2		1		10		4		9		7		0		0		0		0		0		0		0		0		10		8		2		0		0		0		　内容：復帰支援（希望の勤務体制を考慮、やりがいのある仕事に復帰）
専門医取得の希望に応じて各種調整を行う
異動の際は夫の勤務場所を考慮
妊娠時・育児中の日当直、勤務時間等への配慮						医局案内のパンフレットに女性医師の項目を掲載しています。医局説明会、病院見学に来た際などには女性医師が持つ不安を解消するために説明を行っています。また、医局の女性医師と話をする時間を設けています。						育児しながら、フルタイムで勤務し、夜勤・当直業務も行っている				・ 今後は主任部長または相応する責任を負う役職に就くことになる
・ 時間がかかるかもしれないが家庭内でも相談を行いながら、そのような職
につく準備を進めてほしい		異動の際は夫の勤務場所を考慮
妊娠時・育児中の日当直、勤務時間等への配慮				院内保育園の定員が少ない（希望があっても入れない医師がおり、困りました）
病児保育（必須と思われます）
女性医師採用支援枠		※設問９のフルタイム勤務について，施設の状況にもよるが、日当直の回数や曜日など、かなりの融通をきかせている
 セツモンキンム

		麻酔科蘇生科 マスイカソセイ		河本　昌志 コウモトマサシ		河本　昌志 コウモトマサシ		115		51		44		38		26		68		5		0		21		14		8		8		18		18		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0				3		2		10		9		5		4		4		1		20		2		0		2		0		0		2		0		0		14		6		1		1		4		0		0		本人の希望を聞いて最大限勤務に融通を持たせるようにしている。 ホンニンキボウキサイダイゲンキンムユウヅウモ		未定 ミテイ				勤務に当たっては，本人の希望を尊重することを説明している。 キンムアホンニンキボウソンチョウセツメイ		未定 ミテイ				子育てをしながら常勤医として，診療，研究にあたっている医師が複数ある。 コソダジョウキンイシンリョウケンキュウイシフクスウ				医師としての責務を果たすこと。 イシセキムハ		子育て等の休業期間は経験年数から除外している。 コソダトウキュウギョウキカンケイケンネンスウジョガイ				託児所・保育所の絶対数が足りないので勤務の制限や困難をきたしている女性医師が多い．最近は病院に付設の保育所を持つところも増えたが，医師の異動の度に子供の託児施設のことを配慮する必要があり，異動に制約が大きい．大学病院の保育所は，病院職員でなくなったときには退去を求められるため，関連病院への異動を考慮すると利用しづらいという実態があります．
大学として，広仁会などの外郭団体が主体となって，勤務医の子弟のための託児所・保育所を運営してもらえるなら，勤務先の異動のたびに託児所・保育所を変えたり，探したりしないですむので，好都合です．実現のためには各病院付設の保育所を吸収するなどの方策も考慮して，女性医師支援という観点から，是非共同利用のできる託児保育施設の設置を望みます．		※設問９の時短勤務者は，9：00～16：00 セツモンジタンキンムシャ

		救急科 キュウキュウ		志馬　伸朗		田邊　優子 タナベユウコ		27		5		19		9		4		44		3		0		0		0		2		1		0		0		6		0		0		2		0		0		4		1		1		2		0		0		0		0		0		0		0		0		0		1		開業の後継
（大学は非常勤で継続）		0		0		0		0		4		1		3		0		4		0		0		0		0		0		2		1		0		0		1		1		0		0		0		0		当直，夜勤など工面が可能です。 トウチョクヤキンクメンカノウ						勧誘の場に女性医師（当科）も参加して具体的にお話しできるようにしています。 カンユウバジョセイイシトウカサンカグタイテキハナ						産休育休を経て院内保育を利用されている方がおられます。 サンキュウイクキュウヘインナイホイクリヨウカタ				男女特に変わらないと思います。 ダンジョトクカオモ		専門医研修中，出産に伴う６ケ月以内の休暇は，男女ともに１回まで研修期間にカウントできるようにしています。 センモンイケンシュウナカシュッサントモナツキイナイキュウカダンジョカイケンシュウキカン						※設問９のフルタイム勤務者について，復職当初は夜勤なし，2年後から夜勤ありのフルタイム セツモンキンムシャフクショクトウショヤキンネンノチヤキン

		血液内科 ケツエキナイカ		一戸　辰夫 イチノヘタツオ		一戸　辰夫 イチノヘタツオ		32		4		13		5		3		60		2		0		1		0		0		0		0		0		把握していない ハアク																														なし												0		0		1		0		0		0		5		1		5		1		0		0		0		0		0		0		0		0		1		1										・短時間の外来勤務のみでの非常勤雇用
・大学院への進学（ライフスタイルに合わせて休学可能）
（上記は女性医師に限らず，ライフスタイルに合わせて男性医師にも適用されるべきことと考える。） タンジカンガイライキンムヒジョウキンコヨウダイガクインシンガクアキュウガクカノウジョウキジョセイイシカギアダンセイイシテキヨウカンガ										○		育児を行いながら，フルタイムの教員として服務を全うしている。 イクジオコナキョウインフクムマット				女性であるということのみを理由に特別な要求を行うことは不適切と考える。 ジョセイリユウトクベツヨウキュウオコナフテキセツカンガ		男性・女性を問わず，ライフスタイルに合わせた配慮を行っている。 ダンセイジョセイトアハイリョオコナ

		呼吸器外科 コキュウキゲカ		岡田　守人 オカダモリト		桝本　法生 マスモトホウナマ		90		10		11		26		7		27		3		0		1		1		0		0		2		2		1		1		1		2				0		1				0		2		2		2		3				1		0		0		0		0		0				0		0		0		0		3		1		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		2		1		2		0		0		2		0		0		カンファレンスを１８時までに終了する。 ジシュウリョウ		カンファレンス１７時半終了を考慮中 ジハンシュウリョウコウリョナカ				子育てしながらのキャリア継続可能 コソダケイゾクカノウ						子育てしながら専門医・博士号を取得する。 コソダセンモンイハカセゴウシュトク						妊娠している場合，本人の家庭状況を考慮する。 ニンシンバアイホンニンカテイジョウキョウコウリョ

		リウマチ・膠原病科 コウゲンビョウ		杉山　英二 スギヤマエイジ		平田　信太郎 ヒラタシンタロウ		18		1		6		13		1		8		0		0		1		0		0		0		0		0		0		0		0		1		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		なし												0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0				勤務先の選定について意向に沿う。 キンムサキセンテイイコウソ								男性医師との差は全くない。 ダンセイイシサマッタ				○		社会性（男女問わず） シャカイセイダンジョト				○

		感染症科 カンセンショウカ		大毛　宏喜 オオゲヒロヨロコ				女性医師はいません，との回答有（未提出） ジョセイイシカイトウアリミテイシュツ

		腎臓内科		正木　崇生 マサキタカオ		土井　俊樹 ドイトシキ		63		14		22		36		13		36		4		0		9		9		1		1		1		1		把握していない ハアク																														1		0		1		0		0		2016年　家庭の事情
2014年　出産 ネンカテイジジョウネンシュッサン		0		0		2		1		1		0		0		0		1												1								4		0		2		2		0		0		外来中心の勤務としています。 ガイライチュウシンキンム						外来中心の勤務ができることを伝えています。 ガイライチュウシンキンムツタ										特にありません トク				○		゛大学教育関連病院゛の定義がよくわかりませんでした。個人病院に医局派遣している場合など，人事について数年前のことは不明である場合も多く，十分答えられず申し訳ございませんでした。 ダイガクキョウイクカンレンビョウインテイギコジンビョウインイキョクハケンバアイジンジスウネンマエフメイバアイオオジュウブンコタモウワケ

		がん化学療法科 カガクリョウホウカ		杉山　一彦 スギヤマカズヒコ		杉山　一彦 スギヤマイチヒコ		2		0		0		2		0		0		0		0		1		0		1		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0				0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0																○						現在，女性医師がいないため配慮はしていないが，入った場合は配慮する。 ゲンザイジョセイイシハイリョハイバアイハイリョ

		病理診断科 ビョウリ		有廣　光司 アヒロヒカツカサ		有廣　光司 アヒロヒカツカサ		3		1		33		1		1		100		1		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0				1		0		1		0		0		0		0		0		2		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0				具体的には，本人の希望に従って配慮する。 グタイテキホンニンキボウシタガハイリョ				女性に優しい職場環境であることを強調する。 ジョセイヤサショクバカンキョウキョウチョウ						歯科医師のgeneral　pathologist　への転身 シカイシテンシン				特にない トク		育児に関する優遇を計画 イクジカンユウグウケイカク				特にない トク

		ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ科		木村　浩彰 キムラヒロアキラ		木村　浩彰 キムラヒロアキラ		10		1		10		3		0		0		0		0		1		1		0		0		0		0		2		1		1		1		0		0		1		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		1		0		0		家事に専念・開業（夫）の手伝い カジセンネンカイギョウオットテツダ		0		0		0		0		1		1		1		0		1		1		0		0		0		0		0		0		0		0		1		0		1		0		0		0		産休（１～3年），出産１年までの時短など，法律を守るようにしている。 サンキュウネンシュッサンネンジタンホウリツマモ						女性医師からの体験談を話してもらっている。 ジョセイイシタイケンダンハナシ						リハ学会でも取り上げられた。子ども２人いても診察できることを伝えています。 ガッカイトアコヒトシンサツツタ				人によって条件が異なるので，できるだけ意見を聞いて，法律内で調整します。 ヒトジョウケンコトイケンキホウリツナイチョウセイ				○		有給や特休，産休は医師の権利なので，周知したほうがよいと思います。また，この問いを含め労働管理を事務方でしてください。時間外の管理など，働けば請求できるものではありません。 ユウキュウトッキュウサンキュウイシケンリシュウチオモトフクロウドウカンリジムカタジカンガイカンリハタラセイキュウ





全診療科データ（集計）元 (2)

				【設問１】医師数 セツモンイシ								【設問2】専門医を目指す者 セツモンセンモンイメザモノ								　【設問3】在籍女性医師経験別人数，専門医取得状況 セツモンザイセキジョセイイシケイケンベツニンズウセンモンイシュトクジョウキョウ																　　　　　【設問4】年度別専門医取得医師，同女性医師，うち女性 セツモンネンドベツセンモンイシュトクイシドウジョセイイシジョセイ																														【設問5】専門医取得後退職理由 セツモンセンモンイシュトクノチタイショクリユウ												【設問6】2012～16　在籍期間別退職者数，うち女性 セツモンタイショクシャスウジョセイ																　　【設問7】退職後の勤務形態別人数　１男　２女 セツモンタイショクノチキンムケイタイベツニンズウオトコオンナ																				【設問8】 セツモン		【設問9】復職時の勤務形態別数 セツモンフクショクトキキンムケイタイベツスウ										【設問10】キャリア継続の工夫 セツモンケイゾククフウ						【設問11】レジデント勧誘の工夫 セツモンカンユウクフウ						【設問12】モデルケース セツモン				【設問13】人事上 セツモンジンジジョウ		【設問14】男女参画への配慮 セツモンダンジョサンカクハイリョ				【設問15】人事上　　 セツモンジンジジョウ

		診療科 シンリョウカ		医師総数 イシソウスウ		女性 ジョセイ		男性 ダンセイ		％		総数 ソウスウ		女性 ジョセイ		男性 ダンセイ		％		～5年未満 ネンミマン		うち専門医 センモンイ		5～10年 ネン		うち専門医 センモンイ		10～15年 ネン		うち専門医 センモンイ		15年以上 ネンイジョウ		うち専門医 センモンイ		2016		女性 ジョセイ		在籍 ザイセキ		2015		女性 ジョセイ		在籍 ザイセキ		2014		女性 ジョセイ		在籍 ザイセキ		2013		女性 ジョセイ		在籍 ザイセキ		2012		女性 ジョセイ		在籍 ザイセキ		2016		2015		2014		2013		2012		理由 リユウ		～5年未満 ネンミマン		女性 ジョセイ		5～10年 ネン		女性 ジョセイ		10～15年 ネン		女性 ジョセイ		15年以上 ネンイジョウ		女性 ジョセイ		常勤1 ジョウキン		常勤2 ジョウキン		時短1 ジタン		時短2 ジタン		休職1 キュウショク		休職2 キュウショク		開業1 カイギョウ		開業2 カイギョウ		不明1 フメイ		不明2 フメイ		復職女性 フクショクジョセイ		フル		夜免除 ヨルメンジョ		時短 ジタン		院生 インセイ		その他 タ		している		する予定 ヨテイ		なし		あり		する予定 ヨテイ		なし		いる		いない		女性医師に求めること ジョセイイシモト		している		いない		意見・要望 イケンヨウボウ

		総合診療科 ソウゴウ		38		5		33		13		22		3		19		14		4		0		1		1		0		0		0		0		2		1		1		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0				0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		個別にヒアリングを行い配慮をおこなっている。 コベツオコナハイリョ										○				○		特になし トク				○		アンケートの簡略化 カンリャクカ

		第一内科 ダイイチ		283		56		227		20		112		37		75		33		6		0		18		0		3		3		10		5		未記入 ミキニュウ																																										4		4		4		4		0		0		19		0		0		0		1		2		1		3		9		0		8		3		5		0		0		3		2		0						○						○				○		女性医師に限定したものはなし ジョセイイシゲンテイ				○		なし

		呼吸器内科 コキュウキ		165		53		112		32		17		7		10		41		14		5		13		12		9		8		17		11		不明 フメイ																														1		5		1		4		不明 フメイ		2016年　その他
2015年　出産・育児３名
　　　　留学１名
　　　　開業１名
2014年　出産・育児
2013年　労働条件の不一致
　　　　（パート希望）１名
　　　　出産・育児３名 ネンタネンネンシュッサンイクジネン		1		1		10		6		6		4		8		1		3		1		1		2		0		5		12		1		9		3		10		0		3		0		1		6		当直・待機の免除 トウチョクタイキメンジョ						出産・育児中また復職について相談可能な教室であることをアピールしている。 シュッサンイクジナカフクショクソウダンカノウキョウシツ						育児をしながら，家族の協力の下，フルタイム（当直有）で勤務しているケース イクジカゾクキョウリョクシタトウチョクアリキンム				特になし トク				○		今回のアンケート（後ろ向き）は一部把握できていない情報もあるため，女性医師個別にアンケートされるのも一考かと思いました。 コンカイウシムイチブハアクジョウホウジョセイイシコベツイッコウオモ		※設問６は，2013～2016年度分を集計 セツモンネンドブンシュウケイ

		内分泌・糖尿病内科		57		27		30		47		26		13		13		50		7		0		7		0		5		5		8		8		記録なし キロク																														2		3		0		1		0		2016年　１名病気
　　　　１名他病院
2015年　１名妊娠
　　　　２名転居
2013年　１名妊娠 ネンネンネン		3		2		3		2		4		4		6		3		4		1		0		4		0		1		1		0		0		5		5		0		1		2		0		2		非常勤の勤務や夕方の早い時間に終了できる検診などの仕事を用意している。 ヒジョウキンキンムユウガタハヤジカンシュウリョウケンシンシゴトヨウイ						過去の事例，先輩女性医師の方などを紹介する。 カコジレイセンパイジョセイイシカタショウカイ						産休・育休後に常勤に復帰し，今では教育病院の部長 サンキュウイクキュウノチジョウキンフッキイマキョウイクビョウインブチョウ				常勤でも非常勤でもいいので，とにかく復職を！！ ジョウキンヒジョウキンフクショク				○		医局でこのようなデータを記録していないので，大変しんどいアンケートでした。どこの医局も毎年データを残しているのでしょうか。 イキョクキロクタイヘンイキョクマイトシノコ		※設問９のその他は非常勤 セツモンタヒジョウキン

		第三内科 ダイサン		84		23		61		27		16		9		7		56		10		2		5		5		2		1		6		6		9		1		0		12		3		1		16		6		6		12		0		0		13		5		5		0		0		0		0		0				0		0		2		1		0		0		4		0		2		0		0		0		0		1		2		0		1		0		5		0		1		3		1		0		産休・育休をとる女性医師に対して勤務条件が合うように勤務先とも調整しサポートを行っている。 サンキュウイクキュウジョセイイシタイキンムジョウケンアキンムサキチョウセイオコナ						女性医師の入局が多いこと，勤務条件に関して配慮していることを入局説明会で説明を行うとともに，HP上に女性医会のページを作成し，公開している。 ジョセイイシニュウキョクオオキンムジョウケンカンハイリョニュウキョクセツメイカイセツメイオコナウエジョセイイカイサクセイコウカイ						市中病院において，産休・育休をとりながら常勤として勤務している女性医師が数名おり，それぞれのライフスタイル合せて勤務体制をとっている。 シチュウビョウインサンキュウイクキュウジョウキンキンムジョセイイシスウメイアワキンムタイセイ				特になし トク		勤務条件に関して本人の希望を聴取した上で勤務地を決めており，専門医取得に配慮を行っている。 キンムジョウケンカンホンニンキボウチョウシュウエキンムチキセンモンイシュトクハイリョオコナ				特になし トク

		循環器内科 ジュンカンキ		180		20		160		11		未記入 ミキニュウ								0		0		3		0		6		5		2		2		不明 フメイ																														1		0		0		0		0		2016年　出産後，他大学へ ネン		0		0		4		2		3		0		3		0		2		0		0		2		0		0		6		0		0		0		2		記入なし キニュウ										○										○		結婚・出産後，総合病院で常勤として勤務している。主に外来勤務。 ケッコンシュッサンノチソウゴウビョウインジョウキンキンムオモガイライキンム				なし						なし

		精神科神経科 セイシンカ		75		21		54		28		22		4		18		18		1		0		5		1		6		5		9		8		把握していない ハアク																														0		1		1		3		2		2015年　就職
2014年　不明
2013年　結婚，育児，夫の転勤
2012年　結婚，出産・育児 ネンシュウショクネンフメイネンネンケッコンシュッサンイクジ		0		0		9		3		8		3		8		1		18		7		0		0		0		1		5		0		0		0		3		1		0		2		0		0		本人の条件に合せて配慮している。 ホンニンジョウケンアワハイリョ						配慮するということを伝えている。 ハイリョツタ		未定 ミテイ				そのような人は，出産・育児において周囲の援助が受けられる人であり，援助がない人は困難。 ヒトシュッサンイクジシュウイエンジョウヒトエンジョヒトコンナン				どのような形でもよいから，退職しないでキャリアを続けて欲しい。 カタチタイショクツヅホ		男性女性を問わず，家庭の事情にはできる限り配慮している。 ダンセイジョセイトカテイジジョウカギハイリョ				このアンケートがどのように役に立つのか，是非とも教えて欲しい。 ヤクタゼヒオシホ

		小児科		160		55		105		34		50		20		30		40		15		0		11		11		12		11		17		17		9		6		5		8		2		2		10		3		3		10		6		5		7		3		3		6		2		2		2		3		2016年　家庭の事情（夫の転
　　　　勤）3名，結婚2名,
　　　　定年1名
2015年　家庭の事情1名，
　　　　定年1名
2014年　家庭の事情　2名
2013年　家庭の事情　2名
2012年　家庭の事情2名，
　　　　定年1名 ネンネンカテイジジョウメイテイネンメイネンナネンナネン		4		4		10		4		8		4		16		3		3		1		3		8		0		3		17		0		0		3		10		0		5		2		3		0		勤務病院・勤務内容(当直免除など)について配慮している。 キンムビョウインキンムナイヨウトウチョクメンジョハイリョ						配偶者との勤務病院について配慮している。 ハイグウシャキンムビョウインハイリョ						職歴・研究歴：初期研修→専門医研修→大学院・サブスペシャリティ取得
家庭：大学院在籍中に結婚・出産・育児休暇取得あり				勤務の休止期間を短くし、少しずつでも勤務を継続すること		出産育児による研修の休止に関しては、研修休止が6か月までであれば、休止期間以外での規定の症例経験がなされていると判断される場合には、3年間の専攻医研修終了を認める。				院内保育園の定員増加・優先的入園、ベビーシッターの斡旋、複数主治医制導入の促進を希望いたします。

		第一外科 ダイイチ		44		5		39		11		23		3		20		13		7		0		11		1		12		8		14		11		37		1		3		35		1		2		36		1		1		34		0		0		33		0		0														0		0		1		1		2		0		0		0		2		1		0		0		0		0		0		0		0		0		3		2		1		0		0		0		当直免除など トウチョクメンジョ				○				女性も活躍できる科をアピール ジョセイカツヤクカ				○				女性としての強みを診療に生かしていただければ ジョセイツヨシンリョウイ				○

		第二外科 ダイニ		200		14		186		7		39		5		34		13		1				4				3				6				把握していない ハアク																														0		0		0		0		0				0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		4		3		0		1		0		0		相談の上，柔軟に対応している。 ソウダンウエジュウナンタイオウ						できるだけ，女性医師から実情など話してもらう機会をもつ。 ジョセイイシジツジョウハナキカイ						特別なケースはありません。→ トクベツ		○		女性医師だからということはありません。 ジョセイイシ		妊娠・出産などの際には人事配置などの配慮を行います。 ニンシンシュッサンサイジンジハイチハイリョオコナ

		脳神経外科 ノウシンケイ		183		8		175		4		10		0		10		0		0		0		2		1		0		0		6		6		0		0		0		3		1		1		5		0		0		4		0		1		1		0		0		0		0		0		0		0				0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		1		0		0		1		0		0		実情に合わせて休職，部分復帰など。また，急性期からやや亜急性期や慢性期の施設での研修や勤務を考慮 ジツジョウアキュウショクブブンフッキキュウセイキアキュウセイキマンセイキシセツケンシュウキンムコウリョ						入局説明会で，相談に応じている。 ニュウキョクセツメイカイソウダンオウ						第一線の臨床医から、厚労省の役人になったS57年卒。専門医、学位あり。
第一線の急性期病院から亜急性期、あるいはリハビリ等、NST指導等、日本脳神経外科女医会の副会長を歴任、一時期4年制女子総合大学の栄養学科の教授を務めた。S57年卒。専門医、学位あり。
第一線の急性期病院で、ずっと急患、手術に没頭している。H5年卒。専門医あり。
第一線の急性期から帰局、大学院生の時に結婚妊娠出産。亜急性期、リハビリを経験して、行政の領域へ。保健所勤務。H10年卒。専門医、学位あり。
第一線の急性期から帰局、出張。社会人大学院生～学位取得。専門医。今も急性期病院に勤務。H11年卒。				家庭と勤務の両立が理想。ただし，妊娠出産子育てを優先。その後の復帰のプロセスをサポートする。 カテイキンムリョウリツリソウニンシンシュッサンコソダユウセンゴフッキ				○		女性医師の場合、色々とキャリアを取りうるので、柔軟的な対応が必要と考えます。選択肢は多いほうが良い。

		整形外科 セイケイ		260		11		249		4		100		3		97		3		2		0		1		0		1		1		2		2		4		0		0		6		0		0		7		0		0		8		0		0		5		1		1		なし												0		0		0		0		2		0		3		0		3		0		0		0		0		0		2		0		0		0		0		0		0		0		0		0						○		入局説明会 ニュウキョクセツメイカイ						子どもがいるが常勤で働いている。 コジョウキンハタラ								○		特になし トク

		形成外科 ケイセイ		8		3		5		38		2		1		1		50		1		0		1		1		1		1		0		0		1		1		1		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		1		0		0		0		0		不明
（労働条件不一致？）		1		1		0		0		0		0		0		0		0		0		0		1		0		0		0		0		0		0		1		1		0		0		0		0		個々と面談を行い，個人の環境に合った就業形態を考える ココメンダンオコナコジンカンキョウアシュウギョウケイタイカンガ										○		結婚，出産，子育て，仕事を経験，継続している。 ケッコンシュッサンコソダシゴトケイケンケイゾク				なし				○		なし

		皮膚科		58		29		29		50		30		19		11		63		15		0		10				6		5		2		2		1		0		0		1		0		0		2		1		1		0		0		0		0		0		0		なし												1		1		2		2		0		0		0		0		0		3		0		0		0		0		0		0		0		0		12		4		0		6		2		0		関連病院にフルタイムで復帰した女性医師に対して，子供の急病などで勤務から離れる場合などは，大学病院勤務の女性医師によるバックアップ体制を整えている。 カンレンビョウインフッキジョセイイシタイコドモキュウビョウキンムハナバアイダイガクビョウインキンムジョセイイシタイセイトトノ						年に2回の入局説明会を行い，先輩医師のキャリアなどについての情報提供をしている。 ネンカイニュウキョクセツメイカイオコナセンパイイシジョウホウテイキョウ						・男性医師と同様に勤務し，専門医を取得後，関連病院の部長として勤務している女性医師は増えてきている。
・妊娠出産を経て，時短勤務をしつつ，大学病院で外来枠を担当されている先生もいる。
・関連病院でフルタイムで復帰されている先生もいる。 ダンセイイシドウヨウキンムセンモンイシュトクノチカンレンビョウインブチョウキンムジョセイイシフニンシンシュッサンヘジタンキンムダイガクビョウインガイライワクタントウセンセイカンレンビョウインフッキセンセイ				目先の利益にとらわれず，長い目でのキャリアアップと組織全体の向上を考えられる視点。 メサキリエキナガメソシキゼンタイコウジョウカンガシテン		妊娠・出産を経ても，専門医を取得できる条件を満たせるように勤務形態を配慮している。 ニンシンシュッサンヘセンモンイシュトクジョウケンミキンムケイタイハイリョ

		泌尿器科		50		2		48		4		11		1		10		9		1		0		0		0		0		0		1		1		1		0		0		4		0		0		2		0		0		1		0		0		2		0		0		なし												1		1		1		0		0		0		0		0		1		1		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0						○						○				○		なし				○		特になし トク

		眼科		66		31		35		47		16		9		7		56		17		0		24		18		4		4		18		18		2		1		1		3		2		2		4		2		2		5		3		3		6		6		6		2		0		0		3		0		2016年　出産・育児１名
　　　　病気療養1名
2013年　出産・育児1名
　　　　実家医院勤務1名
　　　　個人病院勤務1名
 ネンネン		2		1		4		3		7		1		11		4		9		15		0		1		0		0		8		0		1		0		4		3		0		1		0		0		当直，急患対応の免除等 トウチョクキュウカンタイオウメンジョトウ						入局説明会にて女性医師のライフワークを先輩ママから話してもらう。 ニュウキョクセツメイカイジョセイイシセンパイハナ						常勤勤務から出産・育休を経て非常勤勤務の後に常勤。常勤勤務から出産で退職後，非常勤務を経て常勤。 ジョウキンキンムシュッサンイクキュウヘヒジョウキンキンムノチジョウキンジョウキンキンムシュッサンタイショクノチヒジョウキンムヘジョウキン												※設問９の時短勤務者は，9：00～13：00 セツモンジタンキンムシャ

		耳鼻咽喉科 ジビインコウ		72		10		62		14		13		2		11		15		2		0		0		0		5		5		3		3		3		0		0		2		0		0		3		1		1		4		0		0		4		2		2		1		0		0		0		0		2016年　開業 ネンカイギョウ		0		0		1		0		0		0		4		1		1		0		0		0		0		0		3		1		0		0		4		2		1		1		0		0		当直の免除，勤務先の変更 トウチョクメンジョキンムサキヘンコウ										○		子どもを育てながら常勤で働いている。 コソダジョウキンハタラ				可能であれば仕事を続けて欲しい。 カノウシゴトツヅホ				○

		放射線診断科 ホウシャセンシンダン		81		28		53		35		14		5		9		36		7		0		7		5		1		1		13		13		3		2		1		3		1		0		0		0		0		0		0		0		1		1		0		1		0		0		0		0		他県へ転出（結婚）		1		1		1		1		0		0		0		0		0		2		0		0		0		0		0		0		0		0		5		0		0		5		0		0		短時間でも読影業務できる勤務場所を確保し，常に情報提供をしている。 タンジカンドクエイギョウムキンムバショカクホツネジョウホウテイキョウ										男女で同じ勧誘をしている。希望者には，女性医師（育休中等）との談話を設ける。 ダンジョオナカンユウキボウシャジョセイイシイクキュウナカトウダンワモウ		育休，産休と継続しつつ，放射線診断専門医を取得した。 イクキュウサンキュウケイゾクホウシャセンシンダンセンモンイシュトク				短時間でもよいので働き続けること。 タンジカンハタラツヅ				個々のケースに対応できる体制をとっている。 ココタイオウタイセイ

		放射線治療科 ホウシャセンチリョウ		30		3		27		10		5		0		5		0		0		0		2		2		0		0		1		1		1		0		0		0		0		0		2		2		1		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0				1		1		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		1		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0				現在，学会で検討中 ゲンザイガッカイケントウナカ				女性医師の茶話会 ジョセイイシサワカイ								○		ワークライフバランス		子育て支援 コソダシエン				特になし トク

		産科婦人科 サンカ		87		41		46		47		39		21		18		54		8		1		13		13		6		6		14		14		5		3		3		8		4		4		3		0		0		8		5		5		5		1		1		2		1		1		0		2		2016年　他院就職1名　
　　　　育児1名
2015年　育児1名
2014年　結婚1名
　　　　病気・療養1名
2012年　夫の転勤1名
　　　　病気・療養1名 ネンタインシュウショクナイクジネンイクジナネンケッコンナビョウキリョウヨウナネンオットテンキンナビョウキリョウヨウナ		3		2		1		0		2		1		10		4		9		7		0		0		0		0		0		0		0		0		10		8		2		0		0		0		　内容：復帰支援（希望の勤務体制を考慮、やりがいのある仕事に復帰）
専門医取得の希望に応じて各種調整を行う
異動の際は夫の勤務場所を考慮
妊娠時・育児中の日当直、勤務時間等への配慮						医局案内のパンフレットに女性医師の項目を掲載しています。医局説明会、病院見学に来た際などには女性医師が持つ不安を解消するために説明を行っています。また、医局の女性医師と話をする時間を設けています。						育児しながら、フルタイムで勤務し、夜勤・当直業務も行っている				・ 今後は主任部長または相応する責任を負う役職に就くことになる
・ 時間がかかるかもしれないが家庭内でも相談を行いながら、そのような職
につく準備を進めてほしい		異動の際は夫の勤務場所を考慮
妊娠時・育児中の日当直、勤務時間等への配慮				院内保育園の定員が少ない（希望があっても入れない医師がおり、困りました）
病児保育（必須と思われます）
女性医師採用支援枠		※設問９のフルタイム勤務について，施設の状況にもよるが、日当直の回数や曜日など、かなりの融通をきかせている
 セツモンキンム

		麻酔科蘇生科 マスイカソセイ		115		51		64		44		38		26		12		68		5		0		21		14		8		8		18		18		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0				3		2		10		9		5		4		4		1		20		2		0		2		0		0		2		0		0		14		6		1		1		4		0		0		本人の希望を聞いて最大限勤務に融通を持たせるようにしている。 ホンニンキボウキサイダイゲンキンムユウヅウモ		未定 ミテイ				勤務に当たっては，本人の希望を尊重することを説明している。 キンムアホンニンキボウソンチョウセツメイ		未定 ミテイ				子育てをしながら常勤医として，診療，研究にあたっている医師が複数ある。 コソダジョウキンイシンリョウケンキュウイシフクスウ				医師としての責務を果たすこと。 イシセキムハ		子育て等の休業期間は経験年数から除外している。 コソダトウキュウギョウキカンケイケンネンスウジョガイ				託児所・保育所の絶対数が足りないので勤務の制限や困難をきたしている女性医師が多い．最近は病院に付設の保育所を持つところも増えたが，医師の異動の度に子供の託児施設のことを配慮する必要があり，異動に制約が大きい．大学病院の保育所は，病院職員でなくなったときには退去を求められるため，関連病院への異動を考慮すると利用しづらいという実態があります．
大学として，広仁会などの外郭団体が主体となって，勤務医の子弟のための託児所・保育所を運営してもらえるなら，勤務先の異動のたびに託児所・保育所を変えたり，探したりしないですむので，好都合です．実現のためには各病院付設の保育所を吸収するなどの方策も考慮して，女性医師支援という観点から，是非共同利用のできる託児保育施設の設置を望みます．		※設問９の時短勤務者は，9：00～16：00 セツモンジタンキンムシャ

		救急科 キュウキュウ		27		5		22		19		9		4		5		44		3		0		0		0		2		1		0		0		6		0		0		2		0		0		4		1		1		2		0		0		0		0		0		0		0		0		0		1		開業の後継
（大学は非常勤で継続）		0		0		0		0		4		1		3		0		4		0		0		0		0		0		2		1		0		0		1		1		0		0		0		0		当直，夜勤など工面が可能です。 トウチョクヤキンクメンカノウ						勧誘の場に女性医師（当科）も参加して具体的にお話しできるようにしています。 カンユウバジョセイイシトウカサンカグタイテキハナ						産休育休を経て院内保育を利用されている方がおられます。 サンキュウイクキュウヘインナイホイクリヨウカタ				男女特に変わらないと思います。 ダンジョトクカオモ		専門医研修中，出産に伴う６ケ月以内の休暇は，男女ともに１回まで研修期間にカウントできるようにしています。 センモンイケンシュウナカシュッサントモナツキイナイキュウカダンジョカイケンシュウキカン						※設問９のフルタイム勤務者について，復職当初は夜勤なし，2年後から夜勤ありのフルタイム セツモンキンムシャフクショクトウショヤキンネンノチヤキン

		血液内科 ケツエキナイカ		32		4		28		13		5		3		2		60		2		0		1		0		0		0		0		0		把握していない ハアク																														なし												0		0		1		0		0		0		5		1		5		1		0		0		0		0		0		0		0		0		1		1										・短時間の外来勤務のみでの非常勤雇用
・大学院への進学（ライフスタイルに合わせて休学可能）
（上記は女性医師に限らず，ライフスタイルに合わせて男性医師にも適用されるべきことと考える。） タンジカンガイライキンムヒジョウキンコヨウダイガクインシンガクアキュウガクカノウジョウキジョセイイシカギアダンセイイシテキヨウカンガ										○		育児を行いながら，フルタイムの教員として服務を全うしている。 イクジオコナキョウインフクムマット				女性であるということのみを理由に特別な要求を行うことは不適切と考える。 ジョセイリユウトクベツヨウキュウオコナフテキセツカンガ		男性・女性を問わず，ライフスタイルに合わせた配慮を行っている。 ダンセイジョセイトアハイリョオコナ

		呼吸器外科 コキュウキゲカ		90		10		80		11		26		7		19		27		3		0		1		1		0		0		2		2		1		1		1		2				0		1				0		2		2		2		3				1		0		0		0		0		0				0		0		0		0		3		1		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		2		1		2		0		0		2		0		0		カンファレンスを１８時までに終了する。 ジシュウリョウ		カンファレンス１７時半終了を考慮中 ジハンシュウリョウコウリョナカ				子育てしながらのキャリア継続可能 コソダケイゾクカノウ						子育てしながら専門医・博士号を取得する。 コソダセンモンイハカセゴウシュトク						妊娠している場合，本人の家庭状況を考慮する。 ニンシンバアイホンニンカテイジョウキョウコウリョ

		リウマチ・膠原病科 コウゲンビョウ		18		1		17		6		13		1		12		8		0		0		1		0		0		0		0		0		0		0		0		1		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		なし												0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0				勤務先の選定について意向に沿う。 キンムサキセンテイイコウソ								男性医師との差は全くない。 ダンセイイシサマッタ				○		社会性（男女問わず） シャカイセイダンジョト				○

		感染症科 カンセンショウカ		3		0		3		0

		腎臓内科		63		14		49		22		36		13		23		36		4		0		9		9		1		1		1		1		把握していない ハアク																														1		0		1		0		0		2016年　家庭の事情
2014年　出産 ネンカテイジジョウネンシュッサン		0		0		2		1		1		0		0		0		1												1								4		0		2		2		0		0		外来中心の勤務としています。 ガイライチュウシンキンム						外来中心の勤務ができることを伝えています。 ガイライチュウシンキンムツタ										特にありません トク				○		゛大学教育関連病院゛の定義がよくわかりませんでした。個人病院に医局派遣している場合など，人事について数年前のことは不明である場合も多く，十分答えられず申し訳ございませんでした。 ダイガクキョウイクカンレンビョウインテイギコジンビョウインイキョクハケンバアイジンジスウネンマエフメイバアイオオジュウブンコタモウワケ

		がん化学療法科 カガクリョウホウカ		2		0		2		0		2		0		2		0		0		0		1		0		1		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0				0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0																○						現在，女性医師がいないため配慮はしていないが，入った場合は配慮する。 ゲンザイジョセイイシハイリョハイバアイハイリョ

		病理診断科 ビョウリ		3		1		2		33		1		1		0		100		1		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0				1		0		1		0		0		0		0		0		2		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0				具体的には，本人の希望に従って配慮する。 グタイテキホンニンキボウシタガハイリョ				女性に優しい職場環境であることを強調する。 ジョセイヤサショクバカンキョウキョウチョウ						歯科医師のgeneral　pathologist　への転身 シカイシテンシン				特にない トク		育児に関する優遇を計画 イクジカンユウグウケイカク				特にない トク

		ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ科		10		1		9		10		3		0		3		0		0		0		1		1		0		0		0		0		2		1		1		1		0		0		1		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		1		0		0		家事に専念・開業（夫）の手伝い カジセンネンカイギョウオットテツダ		0		0		0		0		1		1		1		0		1		1		0		0		0		0		0		0		0		0		1		0		1		0		0		0		産休（１～3年），出産１年までの時短など，法律を守るようにしている。 サンキュウネンシュッサンネンジタンホウリツマモ						女性医師からの体験談を話してもらっている。 ジョセイイシタイケンダンハナシ						リハ学会でも取り上げられた。子ども２人いても診察できることを伝えています。 ガッカイトアコヒトシンサツツタ				人によって条件が異なるので，できるだけ意見を聞いて，法律内で調整します。 ヒトジョウケンコトイケンキホウリツナイチョウセイ				○		有給や特休，産休は医師の権利なので，周知したほうがよいと思います。また，この問いを含め労働管理を事務方でしてください。時間外の管理など，働けば請求できるものではありません。 ユウキュウトッキュウサンキュウイシケンリシュウチオモトフクロウドウカンリジムカタジカンガイカンリハタラセイキュウ

						532		2012						217		483																						18						14						17						16						19				18		12		7		13		8





診療科別医師数と専門医を目指す医師数

						専門医 センモンイ						専門医 センモンイ						専門医 センモンイ

				総診 ソウ						消内 ショウナイ						呼内 コナイ						内糖 ウチトウ						脳内 ノウナイ						循内 ジュンナイ						精神 セイシン						小児 ショウニ						一外 イチガイ						二外 ２ガイ						脳外 ノウゲカ						整形 セイケイ						形成 ケイセイ						皮膚 ヒフ						泌尿 ヒニョウ						眼科 ガンカ						耳鼻 ジビ						放診 ホウミ						放治 ホウ						産婦						麻酔 マスイ						救急 キュウキュウ						血内 ケツナイ						呼外 コガイ						リ膠 ニカワ						感染 カンセン						腎内 ジン						が化 カ						病理 ビョウリ						リハ

		女性 ジョセイ		5		3				56		37				53		7				27		13				23		9				20						21		4				55		20				5		3				14		5				8		0				11		3				3		1				29		19				2		1				31		9				10		2				28		5				3		0				41		21				51		26				5		4				4		3				10		7				1		1				0						14		13				0		0				1		1				1		0

		男性 ダンセイ		33		19				227		75				112		10				30		13				61		7				160						54		18				105		30				39		20				186		34				175		10				249		97				5		1				29		11				48		10				35		7				62		11				53		9				27		5				46		18				64		12				22		5				28		2				80		19				17		12				3						49		23				2		2				2		0				9		3

				男性 ダンセイ		女性 ジョセイ

		医師数 イシスウ		2012		532

		専門医 センモンイ		483		217





診療科別医師数と専門医を目指す医師数

		



医師数　　　女性　　　　男性

専門医を目指す医師数　　　　　女性　　　　男性

人

※女性医師支援センター運営委員会アンケート（診療科からの回答）

男性

女性

診療科別医師数と専門医を目指す医師数



所属年数と専門医取得状況

		



専門医

医師数

外側：医師数
内側：専門医取得を目指す医師数



過去５年専門医取得女性医師数と退職者数

				　【設問3】在籍女性医師経験別人数，専門医取得状況 セツモンザイセキジョセイイシケイケンベツニンズウセンモンイシュトクジョウキョウ

		診療科 シンリョウカ		～5年未満 ネンミマン		うち専門医取得者 センモンイシュトクシャ		5～10年 ネン		うち専門医取得者 センモンイシュトクシャ		10～15年 ネン		うち専門医取得者 センモンイシュトクシャ		15年以上 ネンイジョウ		うち専門医取得者 センモンイシュトクシャ

		総診 ソウシン		4		0		1		1		0		0		0		0

		消内 ショウナイ		6		0		18		0		3		3		10		5

		呼内 コナイナイ		14		5		13		12		9		8		17		11

		内糖		7		0		7		0		5		5		8		8

		脳内 ノウナイ		10		2		5		5		2		1		6		6

		循内 ジュンナイナイ		0		0		3		0		6		5		2		2

		精神 セイシン		1		0		5		1		6		5		9		8

		小児		15		0		11		11		12		11		17		17

		一外 イッガイ		7		0		11		1		12		8		14		11

		二外 ニガイ		1				4				3				6

		脳外 ノウゲ		0		0		2		1		0		0		6		6

		整形 セイケイ		2		0		1		0		1		1		2		2

		形成 ケイセイ		1		0		1		1		1		1		0		0

		皮膚		15		0		10				6		5		2		2

		泌尿		1		0		0		0		0		0		1		1

		眼科		17		0		24		18		4		4		18		18

		耳鼻 ジビ		2		0		0		0		5		5		3		3

		放診 ホウミ		7		0		7		5		1		1		13		13

		放治 ホウ		0		0		2		2		0		0		1		1

		産婦 サン		8		1		13		13		6		6		14		14

		麻酔 マスイ		5		0		21		14		8		8		18		18

		救急 キュウキュウ		3		0		0		0		2		1		0		0

		血内 ケツナイ		2		0		1		0		0		0		0		0

		呼外 コガイ		3		0		1		1		0		0		2		2

		リ膠 ニカワ		0		0		1		0		0		0		0		0

		感染 カンセン

		腎内		4		0		9		9		1		1		1		1

		が化 カ		0		0		1		0		1		0		0		0

		病理 ビョウリ		1		0		0		0		0		0		0		0

		リハ		0		0		1		1		0		0		0		0





過去５年専門医取得女性医師数と退職者数

		



～5年未満

うち専門医取得者

診療科所属後５年未満



退職者数と退職後勤務形態

		



5～10年

うち専門医取得者

診療科所属後５年以上１０年未満



復職

		



10～15年

うち専門医取得者

診療科所属後１０年以上１５年未満



		



15年以上

うち専門医取得者

診療科所属後１５年以上



														【設問5】専門医取得後退職理由 セツモンセンモンイシュトクノチタイショクリユウ

				2016		2015		2014		2013		2012		2016		2015		2014		2013		2012		理由 リユウ

		総診 ソウ		1		0		0		0		0		0		0		0		0		0

		消内 ショウナイ

		呼内 コナイナイ												1		5		1		4				2016年　その他
2015年　出産・育児３名
　　　　留学１名
　　　　開業１名
2014年　出産・育児
2013年　労働条件の不一致
　　　　（パート希望）１名
　　　　出産・育児３名 ネンタネンネンシュッサンイクジネン

		内糖												2		3		0		1		0		2016年　１名病気
　　　　１名他病院
2015年　１名妊娠
　　　　２名転居
2013年　１名妊娠 ネンネンネン

		脳内 ノウナイ		1		3		6		0		5		0		0		0		0		0

		循内 ジュンナイナイ												1		0		0		0		0		2016年　出産後，他大学へ ネン

		精神 セイシン												0		1		1		3		2		2015年　就職
2014年　不明
2013年　結婚，育児，夫の転勤
2012年　結婚，出産・育児 ネンシュウショクネンフメイネンネンケッコンシュッサンイクジ

		小児		6		2		3		6		3		6		2		2		2		3		2016年　家庭の事情（夫の転
　　　　勤）3名，結婚2名,
　　　　定年1名
2015年　家庭の事情1名，
　　　　定年1名
2014年　家庭の事情　2名
2013年　家庭の事情　2名
2012年　家庭の事情2名，
　　　　定年1名 ネンネンカテイジジョウメイテイネンメイネンナネンナネン

		一外 イチガイ		1		1		1		0		0

		二外 ニガイ												0		0		0		0		0

		脳外 ノウゲカ		0		1		0		0		0		0		0		0		0		0

		整形 セイケイ		0		0		0		0		1

		形成 ケイセイ		1		0		0		0		0		1		0		0		0		0		不明
（労働条件不一致？）

		皮膚		0		0		1		0		0

		泌尿		0		0		0		0		0

		眼科		1		2		2		3		6		2		0		0		3		0		2016年　出産・育児１名
　　　　病気療養1名
2013年　出産・育児1名
　　　　実家医院勤務1名
　　　　個人病院勤務1名
 ネンネン

		耳鼻 ジビ		0		0		1		0		2		1		0		0		0		0		2016年　開業 ネンカイギョウ

		放診 ホウミ		2		1		0		0		1		1		0		0		0		0		他県へ転出（結婚）

		放治 ホウ		0		0		2		0		0		0		0		0		0		0

		産婦 サンプ		3		4		0		5		1		2		1		2		0		2		2016年　他院就職1名　
　　　　育児1名
2015年　育児1名
2014年　結婚1名
　　　　病気・療養1名
2012年　夫の転勤1名
　　　　病気・療養1名 ネンタインシュウショクナイクジネンイクジナネンケッコンナビョウキリョウヨウナネンオットテンキンナビョウキリョウヨウナ

		麻酔 マスイ		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

		救急 キュウキュウ		0		0		1		0		0		0		0		0		0		1		開業の後継
（大学は非常勤で継続）

		血内 ケツナイ

		呼外 コガイ		1						2				0		0		0		0		0

		リ膠 ニカワ		0		0		0		0		0

		感染 カンセン

		腎内												1		0		1		0		0		2016年　家庭の事情
2014年　出産 ネンカテイジジョウネンシュッサン

		が化 カ		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

		病理 ビョウリ		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

		リハ		1		0		0		0		0		0		0		1		0		0		家事に専念・開業（夫）の手伝い カジセンネンカイギョウオットテツダ

														18		12		8		13		8

				2016		2015		2014		2013		2012

		取得者数 シュトクシャスウ		18		14		17		16		19

		退職者数 タイショクシャスウ		18		12		8		13		8		59

		理由別 リユウベツ																合計 ゴウケイ

		出産・育児 シュッサンイクジ		6		1		2		2		2		2		1		16

		留学 リュウガク		1														1

		開業 カイギョウ		1		1		1		1								4

		労働条件の不一致（パート希望） ロウドウジョウケンフイッチキボウ		1														1

		病気 ビョウキ		1		1		2										4

		転居 テンキョ		2														2

		他病院 タビョウイン		1		1		1										3

		出産後に他大学へ シュッサンゴタダイガク		1														1

		夫の転勤 オットテンキン		1		3		1										5

		結婚 ケッコン		2		2		1		1								6

		定年 テイネン		3														3

		家庭の事情 カテイジジョウ		7		1												8

		家事専念 カジセンネン		1														1

		その他（不明） タフメイ		1		1		1										3

		就職 シュウショク		1														1

		合計 ゴウケイ		30		11		9		4		2		2		1		59





		



退職理由別割合



		



人

年

退職者数

取得者数

専門医取得後に退職した女性医師数
※把握していない診療科もあり

12

8

13

8



				【設問6】2012～16　在籍期間別退職者数，うち女性 セツモンタイショクシャスウジョセイ																								　　【設問7】退職後の勤務形態別人数　１男　２女 セツモンタイショクノチキンムケイタイベツニンズウオトコオンナ

		診療科 シンリョウカ		～5年未満 ネンミマン		５年未満女性 ネンミマンジョセイ		５年未満男性 ネンミマンダンセイ		5～10年 ネン		５～１０年女性 ネンジョセイ		５～１０年男性 ネンダンセイ		10～15年 ネン		１０年～１５年女性 ネンネンジョセイ		１０年～１５年男性 ネンネンダンセイ		15年以上 ネンイジョウ		１５年以上女性 ネンイジョウジョセイ		１５年以上男性 ネンイジョウダンセイ		常勤(男性） ジョウキンダンセイ		常勤（女性） ジョウキンジョセイ		時短ｱﾙﾊﾞｲﾄ（男性） ジタンダンセイ		時短ｱﾙﾊﾞｲﾄ（女性） ジタンジョセイ		休職（男性） キュウショクダンセイ		休職（女性） キュウショクジョセイ		開業（男性） カイギョウダンセイ		開業（女性） カイギョウジョセイ		不明（男性） フメイダンセイ		不明（女性） フメイジョセイ

		総診 ソウ		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

		消内 ショウナイ		4		4		0		4		4		0		0		0		0		19		0		19		0		0		1		2		1		3		9		0		8		3

		呼内 コナイナイ		1		1		0		10		6		4		6		4		2		8		1		7		3		1		1		2		0		5		12		1		9		3

		内糖		3		2		1		3		2		1		4		4		0		6		3		3		4		1		0		4		0		1		1		0		0		5

		脳内 ノウナイ		0		0		0		2		1		1		0		0		0		4		0		4		2		0		0		0		0		1		2		0		1		0

		循内 ジュンナイナイ		0		0		0		4		2		2		3		0		3		3		0		3		2		0		0		2		0		0		6		0		0		0

		精神 セイシン		0		0		0		9		3		6		8		3		5		8		1		7		18		7		0		0		0		1		5		0		0		0

		小児		4		4		0		10		4		6		8		4		4		16		3		13		3		1		3		8		0		3		17		0		0		3

		一外 イチガイ		0		0		0		1		1		0		2		0		2		0		0		0		2		1		0		0		0		0		0		0		0		0

		二外 ニガイ		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

		脳外 ノウゲカ		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

		整形 セイケイ		0		0		0		0		0		0		2		0		2		3		0		3		3		0		0		0		0		0		2		0		0		0

		形成 ケイセイ		1		1		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		1		0		0		0		0		0		0

		皮膚		1		1		0		2		2		0		0		0		0		0		0		0		0		3		0		0		0		0		0		0		0		0

		泌尿		1		1		0		1		0		1		0		0		0		0		0		0		1		1		0		0		0		0		0		0		0		0

		眼科		2		1		1		4		3		1		7		1		6		11		4		7		9		15		0		1		0		0		8		0		1		0

		耳鼻 ジビ		0		0		0		1		0		1		0		0		0		4		1		3		1		0		0		0		0		0		3		1		0		0

		放診 ホウミ		1		1		0		1		1		0		0		0		0		0		0		0		0		2		0		0		0		0		0		0		0		0

		放治 ホウ		1		1		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		1		0		0		0		0

		産婦 サンプ		3		2		1		1		0		1		2		1		1		10		4		6		9		7		0		0		0		0		0		0		0		0

		麻酔 マスイ		3		2		1		10		9		1		5		4		1		4		1		3		20		2		0		2		0		0		2		0		0		14

		救急 キュウキュウ		0		0		0		0		0		0		4		1		3		3		0		3		4		0		0		0		0		0		2		1		0		0

		血内 ケツナイ		0		0		0		1		0		1		0		0		0		5		1		4		5		1		0		0		0		0		0		0		0		0

		呼外 コガイ		0		0		0		0		0		0		3		1		2		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		2		1

		リ膠 ニカワ		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

		感染 カンセン

		腎内		0		0		0		2		1		1		1		0		1		0		0		0		1												1

		が化 カ		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0

		病理 ビョウリ		1		0		1		1		0		1		0		0		0		0		0		0		2		0		0		0		0		0		0		0		0		0

		リハ		0		0		0		0		0		0		1		1		0		1		0		1		1		1		0		0		0		0		0		0		0		0

																												90		43		5		22		1		15		70		3		21		29

																												常勤 ジョウキン		時短ｱﾙﾊﾞｲﾄ ジタン		休職 キュウショク		開業 カイギョウ		不明 フメイ

																										男性 ダンセイ		90		5		1		70		21

																										女性 ジョセイ		43		22		15		3		29





		



※グラフ内数字は、人数，色別年数は，診療科等所属年数

５年未満女性

５年未満男性

５～１０年女性

５～１０年男性

１０年～１５年女性

１０年～１５年男性

１５年以上女性

１５年以上男性



		



女性

男性

診療科等を退職後の勤務形態
（男性：外側，女性：内側）



				【設問8】 セツモン		【設問9】復職時の勤務形態別数 セツモンフクショクトキキンムケイタイベツスウ

		診療科 シンリョウカ		復職女性 フクショクジョセイ		フルタイム		夜勤・当直なしフルタイム ヤキントウチョク		時短勤務 ジタンキンム		院生 インセイ		その他 タ

		総診 ソウ		0		0		0		0		0		0

		消内 ショウナイ		5		0		0		3		2		0

		呼内 コナイナイ		10		0		3		0		1		6

		内糖		5		0		1		2		0		2

		脳内 ノウナイ		5		0		1		3		1		0

		循内 ジュンナイナイ		2

		精神 セイシン		3		1		0		2		0		0

		小児		10		0		5		2		3		0

		一外 イチガイ		3		2		1		0		0		0

		二外 ニガイ		4		3		0		1		0		0

		脳外 ノウゲカ		1		0		0		1		0		0

		整形 セイケイ		0		0		0		0		0		0

		形成 ケイセイ		1		1		0		0		0		0

		皮膚		12		4		0		6		2		0

		泌尿		0		0		0		0		0		0

		眼科		4		3		0		1		0		0

		耳鼻 ジビ		4		2		1		1		0		0

		放診 ホウミ		5		0		0		5		0		0

		放治 ホウ		0		0		0		0		0		0

		産婦 サンプ		10		8		2		0		0		0

		麻酔 マスイ		6		1		1		4		0		0

		救急 キュウキュウ		1		1		0		0		0		0

		血内 ケツナイ		1		1

		呼外 コガイ		2		0		0		2		0		0

		リ膠 ニカワ		0		0		0		0		0		0

		感染 カンセン

		腎内		4		0		2		2		0		0

		が化 カ		0		0		0		0		0		0

		病理 ビョウリ		0		0		0		0		0		0

		リハ		1		0		1		0		0		0

						27		18		35		9		8





		



復職女性

休職から復職した診療科別女性医師数



		



復職した女性医師の勤務形態



人





【設問15】女性医師支援に関して

意見・要望

アンケートの簡略化

今回のアンケート（後ろ向き）は一部把握できていない情報もあるため，女性医師個別にアンケートされるのも一考かと思いまし
た。

医局でこのようなデータを記録していないので，大変しんどいアンケートでした。どこの医局も毎年データを残しているのでしょう
か。

このアンケートがどのように役に立つのか，是非とも教えて欲しい。

院内保育園の定員増加・優先的入園、ベビーシッターの斡旋、複数主治医制導入の促進を希望いたします

女性医師の場合、色々とキャリアを取りうるので、柔軟的な対応が必要と考えます。選択肢は多いほうが良い。

院内保育園の定員が少ない（希望があっても入れない医師がおり、困りました）
病児保育（必須と思われます）
女性医師採用支援枠

託児所・保育所の絶対数が足りないので勤務の制限や困難をきたしている女性医師が多い．最近は病院に付設の保育所を持
つところも増えたが，医師の異動の度に子供の託児施設のことを配慮する必要があり，異動に制約が大きい．大学病院の保育
所は，病院職員でなくなったときには退去を求められるため，関連病院への異動を考慮すると利用しづらいという実態がありま
す．
大学として，広仁会などの外郭団体が主体となって，勤務医の子弟のための託児所・保育所を運営してもらえるなら，勤務先の
異動のたびに託児所・保育所を変えたり，探したりしないですむので，好都合です．実現のためには各病院付設の保育所を吸
収するなどの方策も考慮して，女性医師支援という観点から，是非共同利用のできる託児保育施設の設置を望みます．

゛大学教育関連病院゛の定義がよくわかりませんでした。個人病院に医局派遣している場合など，人事について数年前のことは
不明である場合も多く，十分答えられず申し訳ございませんでした。

有給や特休，産休は医師の権利なので，周知したほうがよいと思います。また，この問いを含め労働管理を事務方でしてくださ
い。時間外の管理など，働けば請求できるものではありません。
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